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「申し開きがあるのであれば、聞こう。レティーツィア・フォン・アーレンスマイヤー」

　低く、甘く、色香に溢あふれた──しかし同時に背筋が寒くなるほどの威い厳げんに満ちた声が、ピンと張りつめた空気を震ふるわせる。

　レティーツィアはゆっくりと顔を上げた。

　黄金の装そう飾しょくと精せい緻ちな彫ちょう刻こくが施ほどこされた純白の壁かべ。六元素を表す六つの国の紋もん章しょうがデザインされた大理石の床ゆか。整然と並ぶ白はく亜あの柱に、豪ごう奢しゃなシャンデリア。優美な曲線を描えがく高い天てん井じょうは、息を吞のむほど素す晴ばらしいフレスコ画で飾かざられている。

　王宮のそれとまったく遜そん色しょくない、美しい大ホール。

　その正面──奥。鮮あざやかなビロードの絨じゅう毯たんが敷しかれた大階段の中腹に、その人はいた。

「っ……殿でん下か……」

　シュトラール皇国第一皇子──リヒト・ジュリアス・シュトラール。

　太陽を思わせる、輝かがやかんばかりの金色の瞳ひとみ。強い意志に彩いろどられた視線は力強く、しかしどこか甘く、切なげだ。

　同じく、陽光のごとく煌きらめく髪かみに、凛り々りしく引ひき締しまった頰ほお。まっすぐ通った鼻筋。薄うすく形のよい唇くちびる。スラリとした長身で、細身でありながらも男らしく精せい悍かんな体たい軀く。

　ゾクゾクするほどの色香に満ちた魔ま性しょうの美び貌ぼうに一分の隙すきもないスタイル、美しい立ち姿。それだけではない。さすがは一国の皇子。その類たぐい稀まれなるカリスマ性には感かん嘆たんのため息しか出てこない。

　仕草、振ふる舞まいの一つ一つに、強きょう烈れつに惹ひきつけられる。魅みせられる──。

「……っ……」

　ゴクリと息を吞んだレティーツィアに、リヒトが目を細める。

「何を黙だまっている？　異論も反論もないということか？　レティーツィア。それならば、彼女に言うべきことがあるのではないか？」

　リヒトが傍かたわらに立つ女性の肩かたを、そっと優やさしく抱だき寄せた。

「……あ、あの、レティーツィアさま……」

　ギリリと奥おく歯ばを嚙かみ締めたレティーツィアを、女性が気き遣づかわしげに見つめる。

　マリナ・グレイフォード。とろりとした艶つやのあるチョコレート色のロングヘアに、同じ色の大きな瞳。ふっくらとした頰も、薔ば薇ら色いろの小さな唇も、なんとも可か愛わいらしい。

　小こ柄がらで、華きゃ奢しゃ。かすかに震える手も、色を失った肌はだも、ひどく不安そうな憂うれいに満ちた表情も、男性の庇ひ護ご欲を大いに刺し激げきする。

　そんなマリナを強く抱き、リヒトは一言も発しないレティーツィアをにらみつけた。

「あれだけのことをしておいて、マリナに謝罪の一つもないのかと言っている！」

　金の双そう眸ぼうが、苛か烈れつな怒いかりに燃え上がる。

「答えよ！　レティーツィア・フォン・アーレンスマイヤー！」

「……っ……」

　その鮮やかな激情は彼をさらに輝かせる。自分をまっすぐに見み据すえる凶きょう暴ぼうな金色の瞳に、レティーツィアはブルリと身体からだを震わせた。

（ああ……リヒトさま……）

　まだ皇太子という立場でありながら、見る者を圧あっ倒とうする──支配者たる絶対的な威厳。

　それを目の前にして、口にできることなど何があろう。今さら言葉を尽つくしたところで、レティーツィアを待ち受ける『結果』は変わりはしない。

　今のレティーツィアに唯ゆい一いつできることは、すべてを受け入れることだけだ。

（リヒトさま……リヒトさま……）

　そっと目を閉じ、レティーツィアはまるで崩くずれ落おちるようにその場に膝ひざをついた。

（ああ、本当に……なんて……）

　そして、両手で顔を覆おおい──胸を突つき上あげる激情に全身を震わせたのだった。

（なんて、作画かおがいい──!!）
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　何やら芳かぐわしい香りが、鼻び孔こうをくすぐる。

　それに誘さそわれるように、ゆっくりと意識が浮ふ上じょうする。

「……ん……」

　小さく身を震ふるわせ、そっと目ま蓋ぶたを持ち上げた。

（ああ〜……いい夢だった……）

　半覚かく醒せいのぼんやりとした状態で、それでも勝手に唇くちびるが綻ほころぶ。

（夢の中でさえ尊いが過ぎる『推おし』……。幸せ……）

　しかも、あの断罪シーンをプレイヤー目線ではなく悪役令れい嬢じょう目線で見ることができた。なんてお得な夢だろう。『推し』に断罪される経験ができるなんて。

（ああ……。ぐうの音も出ないほどかっこよかった……！）

　もともと正義感は強いけれど、それでも彼はいずれ君主くんしゅとなる者。普ふ段だんは決して、大勢の前で激げき昂こうして怒ど鳴なり散ちらすなんてことはしない。

　あれは、心から愛する者を傷つけられたからこその怒いかり──。

　まっすぐに悪役令嬢をねめつける、苛か烈れつな炎ほのおに燃えた金の双そう眸ぼう。そして、マリナを抱だく腕うでの頼たのもしさと言ったら。

（ああ、もう……素す敵てき過ぎる……！）

　激しい萌もえに全身を震わせながら、ほうっと息をついた──その時。

「おはようございます。レティーツィアさま」

　穏おだやかな女性の声が、至近距きょ離りで聞こえる。

（えっ──!?）

　一気に、頭が現実に引ひき戻もどされる。自分は一人暮らしだ。起きぬけに部屋の中で自分以外の誰だれかの声を聞くなど──誰かの気配がするなど、ありえない。

「だ、誰っ!?」

「え？　誰と申されましても……あの、レティーツィアさま？　もしやお加減が……？」

　ベッドの周りは、幾いく重えにも重なる薄うすいヴェールで囲まれていた。ヴェールに映る人ひと影かげが戸と惑まどいがちに揺ゆれて──思わず眉まゆをひそめる。

　その声に悪意や害意といったものは感じられない。安心していいかはわからないけれど。悪意も害意もなく、若い女性の住居に侵しん入にゅうする人間のほうが、むしろ怖こわい気がする。

　しかし、気になったのは、そんなことではなく──。

「レティー……ツィア……？」

　それは、ここのところ毎日、目に──耳にしている名前だった。

（……って、そんなことはどうでもいい！　まずは助けを呼ばなきゃ……！）

　スマホを探してあたりを見回して、ハッとする。

「え……？」

　そこにはスマホも、大音量の目覚まし時計も、学生時分から愛用している蕎そ麦ば殻がらの枕まくらも、一いっ切さい見当たらなかった。代わりに大きなクッションが四つ。ひどく手て触ざわりのいいカシミヤシルクのシーツ。淡あわいグリーンに白で、何やら紋もん章しょうのような模様が染そめ抜ぬかれている。

　そもそもベッドのサイズが違ちがう。もしかして、ダブルより大きいのではないだろうか？

（な、なんなの!?　いったい何が起こっているの!?）

　何もかもに、見覚えがない。

　鼓こ動どうがどんどん速くなってゆく。

「レティーツィアさま？」

　人影の──ひどく気き遣づかわしげな声に、ゴクリと息を吞のむ。

　必死に自分を奮い立たせて、目の前のヴェールに手を伸のばす。

「ッ──！」

　ヴェールの先には──ミルキーグリーンに白の小こ花ばな柄がらが可か愛わいらしい壁かべ紙がみ。大きな窓から眩まばゆい陽ひの光が差し込み、純白のレースカーテンが風にそよいでいる。

　細かい装そう飾しょくが施ほどこされたマントルピース。シンプルなファイヤースクリーンの傍かたわらには、シングルソファー。その上には読みかけの本が置かれている。

　カブリオレ・レッグの曲線が優美な、ライティングテーブル。椅い子すも同じく丸みのあるデザインがとても可愛らしい。

　部屋の中央のセンターテーブルには、大輪の白薔ば薇らが飾かざられている。そしてその前には、深い緑が美しいクラシカルなカウチソファー。

　振ふり返かえると、さっきまで自分が寝ねていたのは、美しい天てん蓋がい付きベッドだった。

「…………」

　言葉が出ない。ホテルのスイートルームより美しく、豪ごう華かで、素す晴ばらしい部屋だ。もちろん、自分の──築三十年を超こえる八畳じょうのワンルームの部屋ではありえない。

　ガクガクと全身が激しく震える。いったい何が起こっているのか。

（ここはどこ!?　私……私、は……!?）

　激しく混乱する中、クローゼットの脇わきに姿見を見つけて、思わず駆かけ寄よる。

「──っ！」

　驚きょう愕がくが、全身を貫つらぬいた。

　淡くも華はなやかなピンクブロンドに、サファイアのごとき碧へき眼がん。肌はだは抜けるように白く、ひどくなめらかで、ふっくらとした桜色の唇は可か憐れん。

「……う、そ……」

　そこには、見たこともない華やかな美人が映っていた。いや──見たことは、ある。

「レティーツィア・フォン・アーレンスマイヤー……」

　大人気乙おと女めゲーム『六聖のＦＯＲＥＬＳＫＥＴフォレルスケット〜語れないほど幸福な恋こいに堕おちている〜』のキャラクターだ。

「ど、どうして……」

　鏡の中の美女が、白い指で頰ほおを撫なでる。今──自分がしたように。

「わ、私……私は……」

　レティーツィアは、両手で顔を覆おおった。

「っ……わたくしは……」

　混こん迷めいを極きわめる思考に引きずられるかのように、ものすごい勢いで映像が脳のう裏りに流れ出す。

　スーツや制服姿の人がギュウギュウ詰づめになった満員電車。スタイリッシュな高層ビル群が空を狭せまくしている。無機質なデスクがズラリと並ぶオフィスでは、キーボードを叩たたく音だけが響ひびく。

　同じ音に満たされた八畳の見慣れた部屋。漫まん画がやアニメ、ゲームのグッズで溢あふれた机。ＳＮＳを表示したスマホ。テレビから流れるアニメをＢＧＭに、パソコンで作業をする。

（これ、は……？）

　同時に、まったく違う記き憶おくも溢れ出す。

　光の楽園と呼ばれるシュトラール皇国。花と緑に彩いろどられた、アーレンスマイヤー公こう爵しゃく邸てい。美しく整えられたお気に入りの薔薇園。そこで楽しむアフタヌーンティー。

　お母さまからいただいた真しん珠じゅ色のバイオリン──ニコロ・アマティ。とても柔やわらかくて艶つやがある優やさしい音色が大好きだった。

「わ、たくし……は……」

　たくさんの同志さまでひしめき合う、同人イベント会場。アフターで吞むお酒の味。

　はじめて王宮のお茶会に招かれた時の、高こう揚よう感。そして幸福感。目にするものすべてが豪ごう奢しゃで美しく、圧あっ倒とうされた。

「私……わたくし……は……」

『六聖のＦＯＲＥＬＳＫＥＴ〜語れないほど幸福な恋に堕ちている〜』、通つう称しょう『六恋』の続編制作決定の報。公開されたトレーラーの素晴らしさ。嬉うれしくて、それ以上に感動して、思わず涙なみだした。

　リヒト皇子殿でん下かにはじめてお会いした時のことは、忘れることができない。九歳にして、他の追従を許さぬカリスマ性。眩いばかりの美び貌ぼう。その一挙一動に魅み了りょうされた。

　ボーナスを手に、数多あまたの『推し』を手にするために挑いどむ──同人誌即売会イベント。

　十歳の誕生日に、お父さまからいただいた白毛の仔こ馬うま。大切な相棒。

　近くのカフェのほうじ茶ラテは、仕事や原げん稿こうで疲つかれた時のマストアイテム。

　リヒト皇子殿下と同じ、六聖エテルネ学園の制服と金の紋章。

　そして、猛もうスピードで迫せまり来るトラックのヘッドライト。

「ッ……！」

　レティーツィアは思わず目を瞑つぶり、崩くずれ落おちるようにその場に膝ひざをついた。

（そうか……。きっと、『私』は死んだんだ……）

　唐とう突とつに途と切ぎれて、それ以降の記憶が一切ないのだ。そう考えるのが自然だろう。

　そして──鮮あざやかに広がる、『レティーツィア』としての記憶。

「……なるほど。理解したわ」

　ゆっくりと目を開き、呟つぶやく。

　ここは、乙女ゲームの世界。つまり、自分は異世界転生したということだ。

（これは、漫画でもラノベでもＳＮＳでも同人誌でもめちゃくちゃ見た。『乙女ゲームの世界に転生』だ……！）

　今の自分は『六恋』のキャラクター──レティーツィア・フォン・アーレンスマイヤー公爵令嬢。シュトラール皇国第一皇子リヒト・ジュリアス・シュトラールの攻こう略りゃくルートで登場する、ヒロインの恋のライバルで、悪役令嬢だ。

　レティーツィアは大きく一つ深呼吸をすると、ゆっくりと立ち上がった。

　そして、肩かたにかかった髪かみを指で軽く払はらうと、ひどく困こん惑わくしてしまっている様子の侍じ女じょのケイトににっこりと微ほほ笑えみかけた。

「驚おどろかせてしまってごめんなさい。みっともないところを見せてしまったわね、ケイト。夢見が悪くて、少し混乱してしまったの」

「……そうでございましたか。もうお加減のほうはよろしいのですか？」

「悪くないわ。今朝のベッド・ティーは何かしら？」

　ベッドへ戻ってふかふかのマットレスに腰こし掛かけると、ケイトがホッと安あん堵どの息をつく。

「今朝は、カルディナ社のダージリンをご用意しました」

　淡い緑のスワッグ模様が美しいティーカップに、ケイトが見事な手つきで紅茶を注ぐ。

（落ち着いて……）

　まだ手が細かく震えている。それを知られないよう気をつけながら、レティーツィアは紅茶を受け取った。

（突とつ然ぜん『私』の記憶が戻って、一時的に混乱してしまっただけで、『わたくし』の記憶がなくなったわけじゃない）

　レティーツィアとして生きてきた記憶や培つちかってきた知識は、何一つ失われていない。

（大だい丈じょう夫ぶ……。落ち着いて……思い出して……）

　ティーカップを口に運びながら、必死に頭の中を整理する。

　乙女ゲーム『六恋』は、世界を揺るがす恋をするという異世界・学園ファンタジー。

　この世界には六つの国があり、それぞれが世界を構成する六元素──光・闇やみ・地・火・風・水を司つかさどっている。

　六つの国を簡単な地図に描くと六ろく芒ぼう星せいの形をしていて、手を繫つないで輪を作るかのように並ぶ六つの大陸の外には外海そとうみが、内には内湖うちうみが広がる。そして、内湖の中央には『学園島』と呼ばれる、一つの島全体を敷しき地ちとする巨きょ大だいな学園、六聖エテルネ学園がある。

　それは六つのどこの国にも属さない──しかし、この世界のために設けられているもの。

　選ばれし者──六つの国の君主となるべき者はもちろんのこと、政治にかかわってゆく者や民たみを導く立場に立つ者は、六聖エテルネ学園で学ぶことが義務づけられている。

　学園には、厳しい試験を突とっ破ぱした貴族・新興富裕層ブルジョア・中流階級・庶しょ民みんも通っている。

　つまり選ばれし者たちは、将来国を治めるために、三年間──学園という社会の縮図の中で、他国を背負うべき者たちと交流を深めながら、世界の仕組みを学ぶのだ。

　主人公プレイヤーは、何者かの意思によって選ばれ、二年の春に学園に転入してくる。

　そこで、一年間を過ごす中で、六つの国の皇子やその側近たちと素敵な恋をするという内容になっている。

　主人公の行動選せん択たくや攻略対象との親密度によって変わる、マルチエンディング方式。

　そして、攻略対象は六名。続編は、十名になるという話だった。

　ほかの乙女ゲームと違うところは、攻略対象が六つの国の皇子や側近たちということで、相手によって生活習慣から何から何まで違うからか、脇わき役やくの数もかなり多く、ライバルの悪役令嬢も攻略対象の数だけいる。

　レティーツィアは、シュトラール皇国第一皇子・リヒト・ジュリアス・シュトラールの攻略ルートで登場する。リヒト殿下の婚こん約やく者だ。

　つまり、ゆくゆくはシュトラール皇国の皇后となる──まごうことなき選ばれし者。

　ゲームの印象で言うと、外見は悪役令嬢の様式美と言ってもいい縦ロールだが、性格はいわゆる悪役令嬢といった、傲ごう慢まんで高飛車な我わが儘まま放題とは程ほど遠とおい。プライドはエベレスト級だが、規律や身分に厳しく、伝統や礼節を何より重んじる堅かた苦くるしい性格をしている。

　そのあたりの融ゆう通づうが利きかないため、身分の枠わくから外れた主人公の行動に拒きょ否ひ反応を示し、主人公を激しく叱しっ責せきしたり、さらには身分の壁を越えてリヒト皇子殿下と親しくなるのを認められず、近づいてゆく二人の仲を引き裂さこうとしたりする。

（だから、悪役かと言われると……どうかなぁという感じなんだけれど……）

　レティーツィア自身に、誰かを虐いじめたり、嘲あざけったり、蔑さげすんで喜ぶ趣しゅ味みはまったくない。

　過去を思い出しても、気に入らないことに対して嫌いやがらせや暴力で報復したこともない。

　堅苦しいところは、たしかにあるだろう。ものごころついた時には、公爵令嬢として、リヒト皇子殿下の婚約者候補として、常に『相応ふさわしくあること』を求められていたから。

（そう……。候補。最初は、婚約者候補の一人でしかなかったから……）

　婚約者の座を勝ち取るため、とにかく自分を磨みがくことに必死だったのも、それに拍はく車しゃをかけたのではないか。誰よりも美しく、気高く、賢かしこく、正しい──非の打ちどころのない公爵令嬢であることを常に心がけていたから。

　両親の期待に応えるため、皇帝皇后両陛下とリヒト殿下に認めてもらうために。

　それを、他者ヒロインにも求めてしまったのは、間ま違ちがっていたかもしれないが──。

「…………」

　そうやって、自分を客観視できるようになったのは、前世の記憶が甦よみがえったからだろう。

　今の自分は、前世の『私』──漫画・ライトノベル・アニメ・乙女ゲームが大好きで、日々同人活動に勤いそしむ隠かくれヲタ（アラサー・彼かれ氏しなし）とは全然違う。年ねん齢れいも、性格も、立場も、生きる世界さえも。共通点などないに等しい。

　それだけ違えば当然、ものごとの捉とらえ方や考え方が重なることはない。

　そんな──前世の記憶が戻る前の自分とはまったく異なる視点とゲームにかんする記憶、とりわけシナリオについての知識が得られたのは、不幸中の幸いと言えるだろう。

　そして、記憶が戻ったタイミングもよかったように思う。これ以上はないというほど。

　ゲームのシナリオどおりにいけば、悪役令嬢ライバルに転生してしまった自分を待ち受けるのは、『破は滅めつ』だ。

　リヒト皇子のルートにおいてレティーツィアは、ヒロインを何度も辱はずかしめ、虐めたとして、リヒトら卒業生を見送るパーティの場で断罪されることになる。

　そして、その場で婚約破は棄きを申もうし渡わたされたうえ、隣りん国ごくとの国境近くの修道院へと送られ、『生涯ながのお預け』という罰ばつを与あたえられてしまう。『生涯のお預け』とは、簡単に言うと、生しょう涯がい軟なん禁きんされるということだ。つまり、死ぬまで修道院から出られない。

「……っ……」

　レティーツィアは奥おく歯ばを嚙かみ締しめ、ギュウッと両手を握にぎり合わせた。

（今は二年の春、新学期がはじまったところ。ゲームでは開始直後──まだ物語分ぶん岐き前のタイミングだもの。今なら、どうとでもなる）

　すべての運命が決まるのは三月──リヒトの卒業の時。ほぼまるっと一年の時間がある。

　それはやっぱり、とてつもなく大きい。

（このアドバンテージをうまく活いかして、絶対に回かい避ひしなくちゃ……！）

　この先に待ち受けている──破滅を。
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「ごきげんよう。みなさま」

　唇に微笑みをたたえて、颯さっ爽そうと歩く。白い制服の裾すそが、ヒラリと優ゆう雅がに揺れる。

「レティーツィアさまよ」

「ああ、今日もお美しい……！」

「本当に素敵な方……。憧あこがれるわ……」

　六聖エテルネ学園は、身分によって制服が違う。

　女子生徒だと、庶民・中流階級は濃こいブラウンのジャケットにスカート。スカート丈たけは膝下。新興富裕層はキャラメル色のジャケットに、同じ色でミモレ丈のスカート。貴族はベージュのワンピース。

　そして選ばれし者は、純白に国の色のポイントが入った、ロングワンピースだ。

　もちろん、レティーツィアが纏まとう制服は、純白に光の国・シュトラール皇国の色である金がポイントであしらわれた美しいものだ。

　色のついた制服を纏う生徒たちの羨せん望ぼうの眼まな差ざしの中を、凛りんと顔を上げて歩く。

　歩く姿は百合ゆりの花──まさにそれを体現する優雅さだが、内心では冷ひや汗あせをかいていた。

（き、昨日まで、この手放しの称しょう賛さんに平然とできていたなんて……）

　昨日までと同じように振る舞まうことは難なくできるけれど、前世の記憶に裏打ちされた新しい視点と思考を手に入れたからだろうか？　すべてが昨日までとは違うように感じる。

　いったいどういうメンタルをしていたのだろう。自分で自分が信じられない。

（ひぃ、恥はずかしい。言うほど完かん璧ぺきではないんです。いえ、昨日までのレティーツィアは非の打ちどころがなかったかもしれないけれど、今は違うんです！　アラサーのヲタ女の記憶が同居しちゃってるんです！　ごめんなさい！）

　できることならば、誰の目も届かないところに、今すぐ隠れてしまいたい。

　そんな自分を必死に押し留とどめていると、背後で大きなざわめきが起こる。

　レティーツィアはハッと身を震わせて、素す早ばやく後ろを振り返った。

「ッ……！」

　ドキンと心臓が大きく跳はねる。

　視線の先で、純白のマントが翻ひるがえる。レティーツィアは数歩下がって、姿勢を正した。

　リヒトの姿そのものが、まさに輝きシュトラールだ。風に揺れる髪は陽光にキラキラと煌きらめいて、微み塵じんも揺らぐことなく前を見み据すえる光に満ちた眼差しも、見る者を圧倒する。

　六元素は光を司る国の第一皇子に相応しい、絶対的なカリスマ。

（ああ、なんて神作画！　今日も一分の隙すきもなくお美しい！　完璧が服着て歩いてる！　どうしよう！　尊いっ！　ヤバいっ！　無理っ！　無理みが過ぎるっ……！）

　心の中でサイリウムをぶんぶん振り回していると、リヒトがレティーツィアに気づいて足を止める。

　レティーツィアは片方の手を胸に当て、もう一方の手でスカートを軽く持ち上げた。

[image: ]

「レティーツィアか」

「ご機き嫌げん麗うるわしゅう、リヒト殿下」

　リヒトは表情を一切変えることなく、小さく頷うなずく。

「教室までご一いっ緒しょしてもよろしいでしょうか？」

「好きにしたらいい」

「ありがとうございます」

　レティーツィアは再度頭を下げて、それからリヒトにピッタリと付き従っている忠実な下げ僕ぼくへと視線を移した。

「ごきげんよう。イザーク」

「ご機嫌麗しく存じます。レティーツィアさま」

　シュトラール皇国第一皇子リヒト・ジュリアス・シュトラール殿下の従者、イザーク・リード。ふわふわと軽いライトブラウンの髪に同じ色の穏やかな瞳ひとみをした、柔にゅう和わな印象の好青年。リヒトと同じ、レティーツィアの一つ上の三年生だ。

（ただ、柔らかいのは外見とイメージだけだけれど……）

　実はごく近しい者しか知らないが、彼は超ちょう絶ぜつ腹黒の好青年詐さ欺ぎ男だ。ひどく計算高く、目的のためには手段を選ばない。そして、敵と認にん識しきした者にはどこまでも冷れい酷こくになれる。

（まぁ、皇子の側近はそれぐらいのほうが頼たよりになるのかもしれないけれど……）

　しかし、だからこそ──実際レティーツィアを追おい詰めるのは、この男なのだ。

　彼はヒロインに恋をした主リヒトのため、レティーツィアのヒロインに対する忠告を辱めに、叱責を虐めにと変へん換かんしてしまった。入念に、周しゅう到とうに、狡こう猾かつに、レティーツィアが『そんなことはしておりません』と一言で否定できないよう、実際にあったことと揺るぎない事実だけを材料に印象操作を巧たくみに行って、まったくありもしない罪を積み上げたのだ。

　それでいて、悪役令嬢レティーツィアに同情させることなく、リヒトとヒロインのハッピーエンドにきゅんきゅんさせるのだから、そのシナリオの秀しゅう逸いつさとイザークの半はん端ぱじゃないレベルの悪党っぷりには舌を巻いたものだった。

「…………」

　破滅を回避するためには、この男は一番警けい戒かいすべき者だ。

　迂う闊かつな言動は、すべて罪に作り変えられてしまう。

（気をつけなくては……）

　再び歩き出したリヒトの後ろを、一礼してイザークとともについてゆく。

「まぁ、ごらんになって。シュトラールの御方よ」

「リヒト殿下……なんて麗しい……」

　遠巻きに、女子生徒たちの黄色い声が聞こえる。

　それが自分のことのように誇ほこらしくて、レティーツィアは思わず唇を綻ばせた。

（っ……！　そうよね！　わかる！　わかるよ！）

　全力で同意しながら、その後ろ姿を見つめる。

（あまりに罪深い顔のよさ！　本当に麗し過ぎて召めされそう！　ヤバい！）

　美しいだけではない。立ち居振る舞いすべてが、皇子たる威い厳げんに満ちている。

　将来、国を、民を背負う者としての自覚がそうさせているのだと思うと、胸が熱くなる。

　レティーツィアへの返事はそっけなかったけれど、またそれがいい。

　皇帝ともなれば、直答を許されるのは一部の限られた者だけになる。それほど、君主たる者の声や言葉は尊いものなのだ。皇子の今でも、惜おしんで然しかるべきものだと思う。

（動いて話す『推し』！　待って、無理！　それだけで尊いっ……！）

　急に、憧れの乙女ゲームの世界に転生したのだという実感が湧わいてくる。

　レティーツィアはリヒトの背中を見つめたまま、ブルリと身と震わせた。

（前世で、何度画面の向こうに行きたいと思ったか！　本当にそれが叶かなったんだ！　ああ、今、私は推しと同じ空気を吸っているっ……！）

　こんな素晴らしいことがあるだろうか。

（ああ、もう……！　神さまって本当にいるんだな！　本当にありがとうございますっ！　転生したのが『主人公』じゃないってところが、また『私』をよくわかってらっしゃると言わざるを得ない！）

　感激に胸を震わせていた、その時。タタッと足音も軽かろやかに、誰かがレティーツィアを追い抜いてゆく。

　視界に、チョコレート色の髪が躍おどる。レティーツィアはハッとして目を見開いた。

「リヒトさま！」

　弾はずんだ声を上げて、濃いブラウンの制服を着た女子生徒がリヒトに駆け寄ってゆく。

　あたりが驚愕にざわめいた。

（来た……！）

　一気に、身体からだに緊きん張ちょうが走る。

　マリナ・グレイフォード──ヒロインだ。

「リヒトさま。昨日はありがとうございました！」

　反射的に足を止めたリヒトの前に回り込んで、マリナがにっこりと笑う。

　上気した頰に桜色の唇。青空をバックに、春らしいピンクのリボンがヒラリと風に舞う。

　それは、ゲームのシナリオどおりの行動だった。けれど──。

「リヒト殿下を呼び止めた、だと……？」

「身分低い者から声をかけるだなんて……！」

「礼れい儀ぎ知らずな……」

　信じられないと言わんばかりの声が、あちこちから聞こえる。

　レティーツィアもまた、その暴挙に啞あ然ぜんとして目を丸くした。

（ゲームをプレイしていた時は、ピンと来なかったけれど……）

　レティーツィアとして生きてきたからこそわかる。ヒロインの行動がどれだけ常識から外れているか。

　常識がないどころではない。『これだから庶民は』などと嘲ちょう笑しょうできるレベルでもない。正直、この場にいる同じ庶民たちですら、ドン引きしている。

「リヒトさま！　よろしければ、学園も案内していただきたいんですけど……！」

「っ……！」

　マリナが人を惹ひきつける明るい笑え顔がおで言う。

　──覚えのある台詞せりふだった。まさに、シナリオどおりだ。

　しかし、それもまた、この世界の常識では考えられないことだった。

　誰かを案内するなど、高貴な者がすることではない。それをよりにもよって皇子に乞こうなど、無礼どころの話ではない。

　そもそも一国の皇子に何かをねだるなど、それ相応の身分があったとしても、軽々しくしていいことではないのだ。

　そんなことは、子どもでも知っている。当たり前のことなのに。

（でも、わからないんだ……。マリナには……）

　前世の自分もわかっていなかった。二十一世紀の日本には、厳格な身分制度も、それに基もとづいたしきたりもなかったから。

「…………」

　みなが一様に奇き異いなものを見る目をマリナに向け、ヒソヒソと囁ささやき合う。

　この場にいる者の中で、あきらかにマリナだけが異質だった。

（それは、生きる世界が違う者が操作しているキャラクターだからなの……？）

　ゴクリと、息を吞む。

　二十一世紀の日本で生きた『私』の目には、ただ可愛らしく、微笑ましく映った行動が、この世界で生きている者にとっては、正気さえ疑うほどの愚ぐ行こうとなるなんて。

　あらためて、世界が違うのだと実感する。

『私』の中の『普ふ通つう』は、この世界のそれとは違う。

　つまり、プレイヤーの『当たり前』と、その世界で生きるキャラクターのそれは、全然違うということだ。

　レティーツィアとなって、はじめて見えてきたもの。プレイヤーだった時にはまったく見えなかった、気づかなかった、感じられなかったさまざまなもの。

　それらが、こんなにもヒロインの言動の──そして、彼女の印象を変えてしまうなんて。

（ああ、そうか……）

　だからゲームのレティーツィアは、あんなにも執しつ拗ようにマリナの振る舞いを批判したのだ。

　嫉しっ妬とが少しもなかったわけではないだろう。だがそれ以上に、マリナの傍ぼう若じゃく無ぶ人じんぶりが許せなかった。リヒトの立場も考えず、その顔に泥どろを塗ぬりかねない行いを繰くり返すことが、どうしても。

　リヒトが広い心でそれを許しても、レティーツィアは受け入れられなかった。

　リヒトはシュトラールが戴いただく次の皇帝。

　侮あなどられることも、軽んじられることも、あってはならない。

　だから激しく叱責した。繰り返し否定した。それでもまったく態度を改めないマリナを、リヒトから引き離はなすべく画策した。すべては、リヒトのためにだ。

「……ッ……」

　じくりと胸が痛む。虐めではなかった。決して、不当な意地悪ではなかった。

　それなのに──。

「リヒトさま？」

　奥歯を嚙み締めた瞬しゅん間かん──マリナが一向に答える様子を見せないリヒトを見つめたまま、小首を傾かしげる。

（どうしよう……。戒いましめるべき？）

　だが、それをしてしまっていいのだろうか？

　正しいことを言っていたとしても、主人公の邪じゃ魔まをしてしまっては、その先はやっぱり破滅が待ち受けているのではないか。

「──失礼」

　迷っている間に、リヒトの忠実な従者であるイザークがサッと主あるじの前に進み出た。

「マリナ・グレイフォードさん、でしたか。学園の案内はほかの方にお願いしてください。殿下はお忙いそがしい身ですから」

　その言葉に、ハッとして顔を上げる。ほぼ同時に、マリナがその綺き麗れいな眉を寄せた。

　大きなチョコレート色の瞳が、戸惑いに揺れる。

「え……？　でも、昨日は……」

「たしかに昨日、学外で迷子になっていたあなたを学園まで案内したと、殿下より伺うかがっております」

　マリナの言いたいことを察したのか、イザークがにっこりと笑って頷く。

（殿下とマリナは、昨日出で逢あったのね……）

　学園外で寮りょうを探して迷子になり、困っていたところにリヒトと出逢い、学園まで送ってもらったというのは、まさにシナリオどおりの展開だ。

　でも──だったら、今の言葉はなんだろう？

　シナリオどおりならば、ここでは誰も彼女の言動を咎めないはずなのに。

　イザークもレティーツィアも啞然としている間に、リヒト自身が仕方ないなと苦く笑しょうし、それを了りょう承しょうしてしまうという展開なのだ。

「ですよね？　だから、私……」

「しかしそれは、たまたま殿下が気ままに学外を散策してらしたタイミングだったのと、その場に殿下以外の方がいらっしゃらなかったからに過ぎません」

　それを当たり前だと思ってもらっては困るとばかりに、イザークがピシャリと言う。

　そんなことを言われるとは夢にも思っていなかったのだろう、マリナが困惑した様子で俯うつむいた。

「で、でも私……リヒトさまが……」

　チョコレート色の瞳に、疑問の色がありありと浮うかぶ。

　レティーツィアはハッとして、彼女の前に進み出た。

「……マリナ・グレイフォードさん」

　そして、なおも言いつのろうとした彼女をやんわりと止め、唇を綻ばせた。

「転入したてで不安なのはよくわかりますわ。代わりに、というのもおこがましいですが、わたくしでよろしければご案内させていただきますわ」

　意地悪と受け取られないよう、しっかりとマリナの目を見て、穏やかに微笑んで、言う。

　しかし、マリナはサッと顔色を変えると、レティーツィアを強くねめつけた。

「邪魔をしないでもらえますか？　私はリヒトさまと話しています。あなたではなく」

「……え……？」

　予想だにしていなかった返答に、思わず目を丸くする。

「信じられない！　なんて言いようだ！」

「レティーツィアさまのお心こころ遣づかいを……！」

「無礼な！」

　その場にいた誰もが息を吞み、不快感を口に上らせる。

　だがレティーツィア自身は、怒おこるよりもただ驚いて、まじまじとマリナを見つめた。

　どういうことだろう？　わけがわからない。

（ルート分岐もしてない段階なのに、なぜこんなあからさまに敵意を向けてくるの？）

　ルート分岐をしていない。言いい換かえれば、まだヒロインの攻略対象は定まっていない。

　それはつまり、現段階ではまだレティーツィアは主人公のライバルではないということ。

　当然、虐めや嫌がらせと受け取られる行動をまだ何一つしていないし、それで主人公が傷つき、仲が拗こじれたということもない。

　そもそもシナリオでも、この現実でも、レティーツィアと彼女はこれが初対面なのだ。

（それなのに、どうして……）

　レティーツィアに対して、これほど敵意丸出しの態度を取るのだろう？

「君は……」

　内心首を傾げていると、リヒトがゆっくりと口を開く。

　マリナがぱっと顔を輝かがやかせる。しかしリヒトは、ひどく冷ややかな視線を彼女に向けた。

「まず、礼儀というものを学ぶべきだな。私に声をかけるのは、それからだ」

「──！」

　マリナの表情が凍こおりつく。レティーツィアもまた息を吞み、リヒトを見つめた。

　今、なんて──？

「──行くぞ。イザーク」

　それだけ言って、リヒトが足早にマリナの脇をすり抜ける。

「っ……！　待っ……！」

　マリナは身を弾はじかせると、素早く振り返ってリヒトの背中に手を伸ばした。

「リヒトさま！」

　その声が聞こえたのか、リヒトがピタリと足を止め、肩かた越ごしにこちらを見た。

「──何をしている？」

　その金の双眸はマリナではなくレティーツィアへと向けられていて、マリナは──いや、レティーツィアも驚愕に目を見開いた。

「教室まで一緒に行くのだろう？　レティーツィア」

「えっ……？　そ、それは、そうですが……」

「ならば、早く来い」

　レティーツィアの戸惑いをよそに、リヒトはそれだけ言うと、さっさと歩き出す。

　レティーツィアは「は、はい！」と叫さけぶと、慌あわててそのあとを追った。

「ッ……！　リ、リヒトさま！　どうしてっ……!?」

　マリナの愕がく然ぜんとした声がする。

　もちろん、それはリヒトにも聞こえているはずだ。しかし、足取りにはまったく迷いが見られない。ただ前だけを見つめて、颯爽と歩いてゆく。

　それは、一国の皇子としては至し極ごく正しい。正しいけれど──。

（な……何？　何が起こっているの？）

　足早に歩きながら、レティーツィアは眉をひそめた。

　前述したとおり、シナリオではリヒト自ら学園を案内するのだ。

　その最中に主人公は他国のプリンスやその側近たちと出逢う。つまり、リヒトが学園を案内しながら、主人公を攻略対象全員に引き合わせるという展開となっている。

　それにより、主人公は『学園はじまって以来初、前ぜん代だい未み聞もんの転入生』というだけではなく、『シュトラール皇国の皇子自ら学園を案内した庶民』ということで、攻略対象たちから一目置かれるようになるのだ。と、いうことは──？

（殿下が学園を案内しないと、ゲームがはじまらないのでは？　それってどうなの？）

　悪役令嬢としての破滅は絶対に避さけたいが、しかしゲーム自体がはじまらないとなると、それはそれで多くの不都合が起こってしまうような気がする。

（それってつまり、シュトラール皇こう妃ひへの道を順調に進んじゃうってことじゃないの？）

　リヒトがヒロインに恋をすることなく、レティーツィアが婚約を破棄されることもなく、当初の予定どおり、粛しゅく々しゅくと──。

（そ、それは困るっ……！）

　とても困る。すごく困る。困るどころの話ではない。

（繰り返すけれど、転生したのが主人公じゃないってところが、神さまは『私』を本当によくわかってらっしゃるのよ！　だって私、『推し』と自分との恋れん愛あい──『夢展開』が、大地じ雷らいなんだものっ……！）

　自分にとって『推し』は、あくまで『愛めでるもの』だ。

　自分はただ、『推し』が幸せになるのをじっと見守っていたい。

　それ以上に『推し』に望むことなど何もない。望んではいけないとすら思っている。

　だから、『推し』と自分がどうこうというのは、妄もう想そうですらできないし、したくない。

　もちろん『推し』との恋愛妄想を楽しむ『夢女子』のみなさまを否定するつもりはない。それはそれで、作品の楽しみ方としてアリだと思う。だが、自分は無理なのだ！

（『推し』と同じ世界に行きたかったのも、『推し』と恋愛をしたかったからじゃない。壁になって、『推し』の幸せをただひっそりと見守りたいだけなのに……！）

　そして、『推し』が自身の力ではどうすることもできないような困難に直面した時には、殿下の恋を見守るモブおじさんとして、微び力りょくながらお手伝いさせてもらいたかったから。

　別世界に生息していては、『推し』を幸せにするためにできることなどほとんどない。

　同じ世界にいればこそ、『推し』を幸せにするために全力を尽つくすことができる。

　だからこその、願い！

（ど、どうしよう……）

　破滅は絶対に回避したい。『推し』を愛でられなくなるのは絶対に嫌だから！

　当然のことだ。相手は次期皇帝。罪人がそのご尊顔を拝すことなど、できるはずもない。ましてや、レティーツィアを断罪するのは、その皇子本人なのだ。

（『推し』が庶民なら問題はなかったのだけれど、皇子である以上は、存分に愛でるには相応の身分が必要不可欠。そして、『推し』に尽くすにも、それなりの財力は欠かせない。『推し』を存分に愛でるためには、公爵令嬢の身分と財力は絶対に必要なのよ……！）

　だからこそ、悪役令嬢として破滅するわけにはいかない。

　しかし何度も言うように、自身が『推し』と恋愛をしたいわけではないから、このまま何ごともなく学園を卒業してリヒトと結けっ婚こんするという展開は、それはそれでいただけない。

（『推し』の恋こい人びとなんて無理！　そして、庶民のアラサーヲタクに一国の皇后も無理！）

　となれば──道は一つだ。

　リヒトにはヒロインとがっつり恋愛してもらって、自分はそのよき理解者──もしくはキューピッドのポジションで、全力で二人を応おう援えんする。そして悪役令嬢として断罪されることもなく、円満に婚約解消してもらう。

（そして、愛する人ヒロインと幸せになった『推し』を一番いいポジションで見守るの！）

　そもそもリヒトとレティーツィアの婚約は、リヒト自身が望んだものではない。

『推し』には本当に心から愛した人と一緒になって、それを皇帝から、貴族から、民から大いに祝福され、誰よりも幸せになってもらいたい。

　そのためには、まずはゲームをちゃんとシナリオどおり進むようにしないといけない。

（そして、ヒロインには、ぜひとも攻略対象にリヒト殿下を選んでもらわないと……！）

　シナリオを知っているというアドバンテージを、うまく活かして──。

「よう、リヒト！　妙みょうなのに絡からまれていたな！」

　校舎に足を踏ふみ入いれた瞬間、元気な声が響く。

　いろいろと考え込んでいたレティーツィアはビクッと肩を震わせ、慌てて顔を上げた。

「……ラシード……」

「あそこまで常識がないと、いっそ清すが々すがしいな！」

　うんざりした様子で眉を寄せたリヒトの肩を、燃える炎のように赤くクセのある短たん髪ぱつに、同じく情熱的な赤い瞳の男が叩く。

　ラシード・ムスタファ・アブドゥル＝スレイマン・ヤークート。

　六元素は火を司る国──ヤークートの第一王子だ。

　赤がポイントで入った純白の制服が、褐かっ色しょくの肌によく映はえる。元気いっぱいで勝ち気、育ちのよさゆえに少し我儘だけれど、そのぶんだけ器うつわが大きい、ヤークートの太陽だ。

　そのすぐ後ろに控ひかえている、同じく褐色の肌に赤い鋭するどい目。栗くり色いろの短髪に深しん紅くのターバンを略巻きしている青年は、アーシム。ラシードの従者だ。

　イザークとは違って本当に人がよく、明るく、社交的。いわゆる『わんこ属性』だ。

　だが、敵に対しては獰どう猛もうな狼おおかみの顔を見せる。

「災難だったな。レティーツィア嬢じょう」

「っ……も、もったいないお言葉ですわ。ラシード殿下」

「ん？　どうしたどうした、真っ赤になって。オレに会えたのがそんなに嬉しかったか？　はははっ！　愛ういヤツめ！」

　その屈くっ託たくない笑顔に、きゅんと胸が締めつけられる。尊さに震えていると、「リヒトでもの足りなくなったらいつでも言え、レティーツィア嬢。すぐ後宮に部屋を用意しよう」と悪戯いたずらっぽいウインクまでお見み舞まいしてくれる。

（あぁっ！　ラシード殿下……！　今日も、なんて理想的な『受け』っ……！）

　動どう悸きが激しくなり過ぎて声も出せずにいると、その後ろでアーシムが「殿下。お戯たわむれが過ぎますよ」と眉をひそめた。

「何が戯れだ。オレは本気だ」

「余計悪いです。それに、『後宮に部屋を』だなんて。レティーツィアさまはリヒト殿どのの妃きさきとなられる方ですよ？　失礼でしょう。冗じょう談だんでも、そこは『妻に』ではないですか？」

「ははっ。馬鹿言え、アーシム。冗談でも『妻に』などと言ってみろ。オレの身が危ない。およそ現実味のない『後宮に部屋を』だから許されているんだ。そうだろう？　リヒト」

「……なんのことだ」

　リヒトが表情を一切変えることなく、ラシードの意味深な視線をサラリと躱かわす。

　そんな二人のやりとりを、しかしレティーツィアは眉を寄せたままのアーシムに夢中でまったく聞いていなかった。

（ごめんなさい！　私なんかがあんなお言葉を賜たまわってしまって！　そうですよねっ！　ラシード殿下はあなたのものですものねっ！）

　前世では、キャラクターの関係性にも激しく萌えるタイプだったため、キャラクターとして大好きな『推し』と、関係性がたまらなく好きな『推しカップルＣＰ』が別ということがかなりの高確率で起こっていた。

　例に漏もれず『六恋』も『推し』と『同性愛ＢＬの推しＣＰ』と『異性愛ＮＬの推しＣＰ』が存在していた。

　何を隠そう、ヤークートの主従こそ、その『ＢＬの推しＣＰ』だった。

（ああ！　この不用意な発言で、今夜ラシード殿下はお仕置きを受けるに違いない……！　っていうか、お仕置きを受けてください！　夜、二人きりになった途と端たん、主従が逆転して、アーシムが嫉妬から狼の顔を曝さらけ出して、ラシード殿下を攻め立てたりしたら、もう！）

　ああ、たまらない。レティーツィアは真っ赤になった顔を両手で覆い、小さく呟いた。

「と、尊い……！」

　アーシムの不ふ機き嫌げん顔一つで、妄想が滾たぎる。それだけで、今日も幸せだ！

「たしかに、少し妙でしたね。王族に対する礼儀をご存じないとは」

　その声に、妄想の世界に旅立っていたレティーツィアはハッとして視線を戻した。

「特別に二年からの編入を許されたような人物が。そんなことありえるのでしょうか？」

　どこまでも清々しい春の朝の空のような髪が、ふわりと揺れる。

「クレメンスか」

　水を司る国──キュアノスの皇子、クレメンス・フォレミオン・リド・キュアノス。

　火を司るヤークートのラシード王子とは対照的におっとりもの静かで、とても思し慮りょ深ぶかい。

　髪と同じ色の瞳はいつも穏やかで優しく、森の中の静かな泉のような皇子だ。

「ごきげんよう。レティーツィア嬢」

「ご機嫌麗しゅう存じます。クレメンス殿下」

　優雅に一礼し、レティーツィアはクレメンスの後ろに佇たたずむ人物へと視線を向けた。

（ああ、レアさまっ……！　そして、アレクっ……！）

　白しら藍あい色いろの美しいロングヘアが印象的な美女──レア・アナスタシア・カミルス。

　透すきとおるような透とう明めい感のある肌に桜色の唇。彼女の清らかさを表しているかのように、身体のほとんどは限りなく白に近い淡い色。白藍の長い睫まつ毛げが影かげを落とす瞳だけが、深い海の底のようなプルシアン・ブルー。

　立場はほぼレティーツィアと同じ。キュアノスの公爵令嬢でクレメンス皇子の婚約者だ。

　そして──クレメンスとレアの後ろに控えるのは、アレクシス・ネストル。

　クレメンスの騎き士しで、ラシードが『実直の擬ぎ人じん化』と揶や揄ゆするほど、主人第一でお役目第一。真面目で堅かた物ぶつ、融通が利かず、世よ渡わたり下手。なんとも不器用。

　ただそれだけに、信しん頼らいは厚い。

　キュアノスの攻略対象は、皇子のクレメンスではなく、このアレクシスだ。

（ああっ……！　『ＮＬの推しＣＰ』……！）

　レアの傍そばに付き従うアレクシスの姿に、胸がきゅ〜んと締めつけられる。

　実は二人は乳ち兄きょう妹だい。まだ身分や政治を理解する前の幼いころに将来を誓ちかい合った仲だ。

　身体が弱く、ほとんど外に出ることができなかったレアに、アレクシスは毎日花を届け、励はげまし続けた。きっと、よくなるよ。僕がついてるから頑がん張ばろう、と──。

『頑張って病気を治したら、レアをお嫁よめさんにしてくれる？』

『もちろん。ずっと傍にいるよ。世界一幸せにしてあげる。だから、頑張って』

　だが大人になるにつれ、幼き日の約束はしょせん夢物語であったのだと知ることになる。

　アレクシスにはレアに釣つり合うだけの身分がなく、レアもまた公爵家というしがらみを背負う身。

　すべてを裏切り、捨てて──恋に飛び込むことなどできなかった。

　アレクシスルートではレアが主人公のライバルとなるわけだけれど、レアはクレメンス皇子の婚約者。そもそもアレクシスと恋こい仲なかになることが許される立場ではない。

　つまり、どのエンドを迎むかえても、アレクシスとレアが結ばれることは絶対にないのだ。

（っ……！　切ないっ……！）

　それでもアレクシスは、レアの傍にいるのだ。クレメンスの騎士として。クレメンスの婚約者であるレアを守っているのだ。本当の自分の心を、押し殺して。

　真面目で堅物な男の──禁断の恋。

　必死に自分を律しながらクレメンスとレアのために尽くす姿は、涙なしには見られない。

（ああ、もう……！　二人が並んでいるだけで、泣いてしまいそう……！）

　胸が痛いほど熱くなって、レティーツィアはグッと奥歯を嚙み締めた。

　アレクシスがレアへの想おもいに決着をつけ、ヒロインと新しい恋をすることができたとしても、それはレアの救いにはならない。レアとアレクシスが結ばれるルートはない。どう足搔あがいてもレアは国のため、公爵家のため、クレメンスのもとに嫁とつぐのだ。

　それが悲しくて、切なくて、つらくて、やるせなくて『二人は自分が幸せにする！』と、前世では二次創作に励んだ。レアとアレクシスが幸せになる物語をとにかく書いて書いて書きまくったのだけれど。

（ああ、レアさま……！　アレク……！）

　この世界でも、二人のために尽くしたい。二人を幸せにしてあげたい。

　そのために──いったい自分に何ができるだろう。

（考えなくては……！　二人のためにできることを……！）

　二人の姿に胸を震わせながら決意を新たにしていると、レアがレティーツィアの前まで来て、気遣わしげに瞳を揺らした。

「見ておりましたわ。レティーツィアさま、どうかお気になさいませんよう……」

「え……？」

　なんのことかと目を見開き、だがすぐにマリナに冷たくあしらわれたことだと気づいて、レティーツィアは唇を綻ばせて、首を横に振った。

「ああ、大丈夫ですわ。レアさま。わたくし、全然気にしていません」

　実際、驚いたけれど傷ついてはいない。不快に思ってすらいない。ゲームのシナリオを大きく裏切る展開に、これからどうすればと途と方ほうに暮れてはいるけれど、それだけだ。

「編入したてでただでさえ心細いでしょうに、彼女には『前代未聞の』なんて形容詞がついてますもの。前日に優しくしてくださった方に縋すがりたくなるのも、当然のことかと」

「……まぁ……」

「きっと、余よ裕ゆうがない状態だったのだと思いますわ。ですから、少々礼を欠いたぐらい、どうってことはありません。お気遣いありがとうございます」

　にっこり笑うと、レアが「なんてお優しい……」と頰を染める。

「わたくしだったら、泣いてしまっていたかもしれませんわ」

「あら、それを仰おっしゃるならわたくしも、自分相手だったから寛かん容ようなのですわ。マリナさんがレアさまにあの態度を取っていたら、きっと烈れっ火かのごとく怒っていましたわ」

　レアの細くて柔らかい白い手をそっと両手で包み込んで、目を細める。

「レアさまを傷つけることは、たとえクレメンス殿下でも許しません」

　レティーツィアの男前発言に、レアが嬉しそうに──少し照れくさそうに微笑む。

「これはこれは、気をつけないといけませんね。レアを泣かせたら、レティーツィア嬢に決けっ闘とうを申し込まれてしまいそうです」

「水のとレティーツィア嬢の対決だったら、普通にレティーツィア嬢が勝ちそうだな」

　ラシードがからかうように笑って、クレメンスの胸をトンと叩く。

（ああ、視界が幸せ……！）

　レティーツィアはブルリと身を震わせると、そっと両手で口もとを覆った。

『推し』と、『ＢＬの推しＣＰ』と『ＮＬの推しＣＰ』が勢ぞろいしているなんて。

　高貴な方々は、ただ歩いているだけで美しい。後ろ姿ですら、輝かんばかりだ。

（ああ、私……本当に『六恋』の世界にいるんだ……）

　画面の外から眺ながめることしかできなかった──憧れ続けた世界。その空気を吸っている。『推し』たちと同じように。こんなに素晴らしいことが、ほかにあるだろうか。

　ギュウッと、両手を胸の前で握り合わせる。

　やはり、願いは一つだ。

『推し』──理想のキャラクターの幸福な人生を見届けたい。

『ＢＬの推しＣＰ』の二人をつぶさに観察し、それをもとに妄想を繰り広げたい。

『ＮＬの推しＣＰ』の二人のために現実でもできることはすべてするけれど、力及およばない時はせめて、二次創作の中だけでも二人を幸せにしたい。

　要するに──『推し』たちを思う存分愛でていたい！　それだけだ！

（そのために、このポジションは絶対に失えない……！）

　公爵令嬢の『身分』と『財力』はもちろんのこと、この『推したちとの良好な関係』も、絶対に失うわけにはいかない。

（そうよ。せっかくこの世界に転生できたのだもの。最高の萌えを思う存分堪たん能のうできるのだもの。破滅なんてしている場合じゃない！）

　リヒトにはヒロインと幸せになってもらって、自分は破滅することなく円満婚約解消！

　公爵令嬢のまま、ほかの『推し』たちの幸せも全力でサポートする！

　やってみせる。どんなに困難だろうと『推し』たちのためならば！

「……っ……」

　レティーツィアは決意も新たに、尊い方々の背中を見つめた。

　どうやら、シナリオどおりには進んでいないようだけれど──。

『推し』たちの幸せのために。

　幸せになった『推し』たちを愛で続けるために。

　最高の『萌え』を死ぬまで享きょう受じゅし続けるために。




「目指せ、破滅回避」




　そして、（自分にとっての）大団円。
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「この世界は……なんて過か酷こくなの……」

　レティーツィアは指を組んで口もとを覆おおい、机に肘ひじをついて、は〜っと大きなため息をついた。

　空はどこまでも青く澄すみ渡わたり、風も暖かくて心ここ地ちよい。陽光を受けて鮮あざやかに煌きらめく緑も、どこからか運ばれてきた花の香も、春という季節の美しさをこんなにも感じさせてくれるのに、しかしレティーツィアの心は晴れないままだ。

（この世界に生息するヲタクって、ちゃんと息できているの？　心配なんだけど）

　まさか、そもそもヲタクが存在していないなんてことは──いや、それはないだろう。

　この学園の選ばれし者たちは、生徒たちから常にその一挙手一投足を注目されている。

　ラシードがアーシムと笑いながら歩いているだけで黄色い声を上げ、クレメンスが心地よい木こ陰かげで詩集を読んでいるだけで感かん涙るいし──リヒトと目が合ったというだけであまりの光栄さに卒そっ倒とうする。──つまり彼らの尊さは、ちゃんとみんなの心を撃うち抜ぬいているのだ。

　それで、ヲタクが存在しないわけがない。

　ファン心理は持っているのにオタク心理が理解できないだなんて、そんなわけはない！

（だとしたら……みんな、どうして平気なの……？）

　気軽に萌もえ語りをできる場所すらなくて、どうして平気なのだろう？

　少なくとも、レティーツィアには耐たえられない。この一週間で、すでに虫の息だ。

　つくづく、自分が生きた時代の日本は、ヲタクに優やさしい世界だったのだと思い知る。

（かつては日本でも、同志を探すのが困難だったと聞いているけれど……）

　インターネットが普ふ及きゅうしていない時代は、今のように気軽に同志と語り合ったり、同人絵や同人漫まん画が、文字同人に触ふれたりすることができなかった。同人即売会イベントに足を運んで、薄うすい本を買かい漁あさり、専門雑誌の投とう稿こう欄らんで同志を募つのっていたと聞く。

　同人作家さまも、創作意欲をぶつける先は薄い本や専門雑誌への投稿に限られていて、今より同人印刷が当たり前でなかった時代、本当に苦労して創作を行っていたという話だ。

　ネットはあってもＳＮＳがまだ存在しなかった時代、同人作家さまたちは自身の性せい癖へきを詰つめ込んだサイトを作って創作意欲を消化していたとか。そしてそこに、同じ性癖を持つヲタクたちが集まり、交流を行っていたらしい。

『萌え』の供給を求めて、血のにじむような努力をしていたのだと──。

「そう考えたら、もしかしてＳＮＳがないと嘆なげくのは傲ごう慢まんなことなのかしら……」

　ＳＮＳやネットがなければヲタクでいられないなんて、愛が薄い証しょう拠こなのでは。

（先人がそうしてきたように、『推おし』愛を語れる場所は自分で作るべきで、語り合える同志さまも自力で見つけるべきなのでは……）

　そこまで考えて、ふと心の中に明かりが灯ともる。

（そうだ、そうすればいいのよ。ヲタク文化を広めてゆけばいい）

　大っぴらにではなく、あくまでひっそりと、こっそりと。だけど確実に。

（とすると──まずは何からはじめる？　同志さまの発はっ掘くつ？　でも、どうやって？）

　そんなことを、悶もん々もんと考えていた時だった。

「レティーツィア嬢じょう！　どうしたどうした。この世の終わりみたいな顔をして」

　トンと、机に褐かっ色しょくの手が置かれる。レティーツィアは、ハッとして顔を上げた。

「憂うれい顔も美しいがな。だが、やはりレディには笑っていてほしいぞ！」

　いつの間にか前に立っていたラシードが、レティーツィアの顔を覗のぞき込んでニッと笑う。

「ッ……！」

　動いて話す『推し』が尊過ぎて、一いっ瞬しゅんにして幸せに包まれる。

　いや、動いて話すだけではない。さらに、レティーツィアの心配までしてくれたのだ。これがときめかずにいられようか。

　そして、こうやってラシードが誰だれかに心を砕くだいているところを、アーシムがどこからか見ているのだと思うと──ああ、たまらない！

（キュン死してしまいそう……）

　震ふるえる声で「も、もったいないお言葉です……」と答えるのがやっと。

「野の猿ざるにしては、いいことを言うではないか」

　顔を真っ赤にして萌えを嚙かみ締しめていると、ラシードに続いてレティーツィアの席へとやってきた人物が、優しく目を細めて笑う。

「まぁ……！　セルヴァ・アルトゥール殿でん下か……」
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「日に日に鬱うつ々うつとしていっているように見えるけれど、大だい丈じょう夫ぶかい？」

　風を司つかさどる国──ヴェテルの第二王子、セルヴァ・アルトゥール・ヴェテル。

　豊かに波打つ白はく髪はつに大人の色香に満ちた葡ぶ萄どう色いろの瞳ひとみ。国を象しょう徴ちょうする色が白のため、制服はほかの色が一いっ切さい入らない純白。しかしその清せい廉れん潔白なイメージに反して、優ゆう雅がながらもどこか危険な香りのする──妖あやしい魅み力りょくに満ちた王子だ。

「もしや、あの庶しょ民みんの彼女がまた……？」

　葡萄色の瞳が心配そうに翳かげる。レティーツィアは慌あわてて首を横に振ふった。

「いいえ。そうではありません」

　もちろん、ヒロインであるマリナについての悩なやみもないわけではないけれど。

　あれから彼女は、毎日何かしら理由をつけてリヒトのもとへとやってきては、リヒトやほかの選ばれし方々とお近づきになろうと試みているが、まったくうまくいっていない。

　リヒトが目当てのようにも見えるけれど、『皇子自ら学園を案内する』というゲームの最初のイベントが起こらないことにはほかの攻こう略りゃく対象との繫つながりもできない。そのため、まずそこをクリアーしようと奮ふん闘とうしているように思えるのは、気のせいだろうか？

（どうも、ゲームと同じ状じょう況きょうを作ろうとしているように見えるのよね……）

　ということは、彼女も転生者なのだろうかとも思ったけれど、そもそもゲームならば、シナリオどおりに進むように修正デバッグが入るのは当然のことだ。

　そう考えると、ゲームのキャラクターであるにもかかわらずシナリオどおりに行動する気配がまったくないリヒトのほうがおかしいのかもしれない。

（だから、よくわからなくなってきちゃったのよね……）

　シナリオどおりに進んでいないのもあり、破は滅めつを回かい避ひするために何をすればいいのかがまったくわからない。

　この一週間──わりと詰んでいる。

　丸一年という猶ゆう予よを考えれば、焦あせっても仕方がないのかもしれないけれど。

「お気き遣づかいありがとうございます。でも、違ちがいますわ。ごく私的なことですの」

「そうかい？　それならよいのだけれど。彼女はなぜ、ああも君に突つっかかるんだろうね。リヒトもずいぶん煩わずらわされているみたいだし、困ったものだね」

　その言葉に、内心ため息をつく。

　ゲームを先へ進めようとするマリナの行動は、プレイヤー目線からすれば至し極ごく真っ当で、正しいもの。しかしほかの者たちからすれば、身分や立場をまったく弁わきまえていないもので、しかもそれに対してリヒトはこれでもかというほどの塩対応だ。それはもう、かつて同じプレイヤーだった身としては、可哀想かわいそうになってしまうほど。

　だからついつい助たすけ舟ぶねを出してしまうのだけれど、なぜだかマリナはそれに対して、『どうしてそこまで？』と首を捻ひねりたくなるほどの過か剰じょうな反応を示すのだ。

　にらまれたり、冷たい言葉であしらわれたり、無視されたりは可か愛わいいものだ。昨日など、ついに皇子たちのいないところで怒ど鳴なり散ちらされた。

『黙だまっててよ！　口を出さないで！　っていうか、どうしてここにいるのよ！　あなたがいるから、うまくいかないのよ！　どこかに行って！』

　レティーツィアに対して当たりが強いのは、さほど気にならない。それより、リヒトが最初の行動をしないせいで、ほかの攻略対象がマリナに興味を持つどころか逆に悪印象がどんどん積み重なってしまっているほうが問題だ。

　これが続けば、本来乙おと女めゲームであるこの世界はいったいどうなってしまうのだろう？

（何ごともなく進めばいいけれど……でもそうじゃなかったら？）

　乙女ゲームとして完全に破は綻たんしてしまったら、シナリオの記き憶おくというアドバンテージが意味をなさなくなり、レティーツィアの将来の見通しが立ちづらくなってしまう。

　だからこそ、なんとか主人公がゲームを進められる状況まで持っていきたいのだけれど、これがなかなかうまくいかない。

「つらくなったらすぐに言うんだよ。リヒトに言いづらいなら僕でもいい。イザークでも、ラシードでも、最近仲良くしているレア嬢にでもいいから」

「お気遣いいただき、本当にありがとうございます。大丈夫ですわ」

　本当に全然気にしていないし、むしろマリナの印象が悪くなることのほうが問題なため、にっこり笑え顔がおでお礼を言う。

「それより、どうかなさったのですか？　二年生の教室にいらっしゃるなんて」

「ああ……実はノクスを捜さがしていてね」

「またか！」

　セルヴァが困ったように眉まゆを下げ、少しおどけた様子で両手を広げた瞬しゅん間かん、ラシードがムッと眉を寄せる。

「お前んとこの側近はいったいどうなってるんだ。ちょいちょい行ゆく方え不明になりおって。今週、これで三回目だろう。ヤークートでは考えられんぞ」

　そう言って、教室のドアの前に立つアーシムを指差した。

「見ろ、あのアーシムを！　用もないくせに、休み時間のたびに二年の校舎に来やがる！　鬱うっ陶とうしいことこの上ない！」

「鬱陶しいんじゃないか」

「だが、側近とはそういうものだろう？　主人に捜させるなど……あってはならん！」

　不ふ愉ゆ快かいだと言わんばかりに、ラシードが顔をしかめる。

「ノクスの忠誠心は、アーシムのようにとても強いよ。だからこそ、いなくなるんだ」

　そんなラシードに苦く笑しょうし、セルヴァはドアの前のアーシムを手で示した。

「主人に危険が迫せまった時、主人の盾たてとなり、身を挺ていして主あるじを守るのがアーシムだ」

「そうだ！　それぞ側近だろう！」

「ノクスは主人の剣けんとなり、その危険をいち早く排はい除じょする。僕の知らないところでね」

　思いがけない言葉だったのだろう。ラシードが息を吞のむ。

　そしてレティーツィアもまた、セルヴァを見つめたまま目を見開いた。

　二人のやりとりに、覚えがあったからだ。

「僕のためなら、喜んで闇やみに生きる暗殺者になる。それがノクスだ。だから、いいんだよ。姿を消すのは。姿を消している間も、彼が僕のために動いているのだから」

　ヴェテルの攻略対象──ノクスと主人公が出で逢あう、その布石となる会話だ。幾いく度どとなく見た。まさしく、シナリオどおりのワンシーン。

　ただし、その場にいたのはレティーツィアではなく、主人公だったけれど。

（噓うそ……。これ、絶対マズいよね……？）

　全身から、血の気が引いてゆく。レティーツィアは震える手で口もとを覆った。

　攻略対象と出逢う布石となる会話が、主人公の前で行われなかった。

　話の内容的にも、二人が主人公の前でまったく同じ会話をもう一度するとも考えづらい。ということは──その攻略対象と主人公が出逢う余地がなくなってしまったということにならないだろうか。

『黙っててよ！　口を出さないで！　っていうか、どうしてここにいるのよ！　あなたがいるから、うまくいかないのよ！　どこかに行って！』

　マリナの言葉が、脳のう裏りを巡めぐる。レティーツィアはゴクリと息を吞んだ。

　主人公が聞くはずの会話を自分が聞いてしまったのは、たしかに見方によっては邪じゃ魔まをしていることになるのかもしれない。

　これでは、『あなたがいるから、うまくいかない』と言われても仕方がない。

　ただの八つ当たりだと思っていたけれど、もしかしてそうではないのだろうか。

（私……知らないところで、主人公の邪魔をしていた……？）

　何かしたつもりはないけれど、それでも自分のせいでゲームがシナリオどおりに進んでいないのだとしたら、マリナが過剰な反応を示したのにも納なっ得とくがいく。

　マリナが、あれほどまでに自分を目の敵かたきにしている理由も──。

「…………」

　言葉を失っていると、それに気づいたセルヴァが「すまない。レディの前でするような話ではなかったね。無ぶ粋すいなことをした」と苦笑する。

　レティーツィアは力なく首を横に振った。

「いいえ、大丈夫ですわ……」

「……しかし……」

「だが、この学園でそんな危険はそうないだろうよ。言いたいことはわかるが、それでも週に三度も主に捜させるのは、多過ぎる」

　納得がいかないのか、ラシードがブスッとしたまま言葉を続ける。

　セルヴァは何か言いたそうにレティーツィアを見つめたあと、そっと静かに息をついてラシードに視線を戻もどした。

「ノクスが相手にするのは、危険だけじゃないからね。僕の周りの不確定要素はとにかく排除しておきたい性た質ちなんだ。怒おこらないでやってくれ」

「まぁ、オレの側近ではないからな。セルヴァがそれでいいなら、オレが言うことはない。だが、気に入らん！」

　さらに眉み間けんのしわを深めて「せめて傍そばを離はなれる時は、その旨むね一言告げるようにさせろ。主人に捜させるなど、どんな理由があろうとよくないぞ」と唸うなる。

「忠誠心があるのなら、余計にだ！　主に心配をかけるのも罪だと教えておけ！」

　どうやらノクスの従者としての在りように不満があるというよりは、セルヴァのための言葉のようだ。セルヴァがいつも心穏おだやかでいられるようにという──。

　それが伝わったのだろう。セルヴァは眩まぶしげに目を細め、その甘かん美びな唇くちびるを綻ほころばせた。

「ふふ。そうするよ。本当に……ラシードはまっすぐでいいね」

「なんだ？　馬鹿にしているのか？」

「まさか。褒ほめたんだよ。そして、感謝もしているんだよ？　これでもね」

　学園の中心にある聖堂の鐘かねの音が響ひびく。

　セルヴァは「ああ、予よ鈴れいだね……」と呟つぶやくと、再びレティーツィアの顔を覗き込んだ。

「騒さわがせてしまって、すまなかったね。レティーツィア嬢。……しつこいかもしれないけれど、本当に大丈夫なんだね？　何かあったら、遠えん慮りょせずに相談するんだよ？」

　相談など──できるはずもない。

　レティーツィアはセルヴァを見上げると、再びにっこりと笑った。

「ええ。でも、本当に大丈夫ですわ。セルヴァ・アルトゥール殿下」

　尊き方々のお心を、煩わせてはいけない。

（笑っていなくては……）

　何があっても、なんでもないのだという顔をしていなくては。

　レティーツィアは笑えみを深めると、努めて元気よく告げた。

「その時は、ちゃんと相談させていただきますわ」

　その答えに、ラシードがギリリと奥おく歯ばを嚙み締める。

　そしてセルヴァもまた、悲しげに目を伏ふせた。

「そう……。それなら、いいのだけれど」
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「考えたら、婚こん約やく者の目の前で、ほかの女性からの誘さそいに乗るわけにはいかないわよね」

　たしかに、リヒトを誘うには、婚約者であるレティーツィアが傍にいるのは都合が悪い。

　朝も昼休みも放課後も──常にリヒトの傍かたわらにいることが、前世の記憶が戻る前からの習慣だったし、ゲームでも、リヒトが自らすすんで一人になろうとしない限りはわりと一いっ緒しょにいる印象だったのもあって、うっかりしていた。

　午前の授業終しゅう了りょうの鐘が鳴るなり、レティーツィアは素す早ばやく席を立ち、教室を出た。

　選ばれし方々は、昼休みには専用のサロンに集まるのが暗あん黙もくの了りょう解かいとなっている。

　レティーツィアやレアのように、婚約者という公式の立場を有する──尊き方々と同じ純白の制服を着ることが許された令れい嬢じょうも、当然のようにそれに倣ならっていた。

　だが、決してそうしなければならないという話ではなかったはずだ。

（少し、隙すきを作ってみよう）

　リヒトの傍にいる時間を意図的に減らしてみよう。マリナが行動しやすくなるように。

（シナリオに近い展開があったかどうかは、ほかの生徒の噂うわさ話ばなしから判断できると思うし）

『推し』を愛めでる時間が減るのは痛いが、ゲームシナリオが正常に機能することのほうが重要だ。そのうえで、悪役令嬢として破滅するのを回避しつつ、円満婚約解消。

（ちゃんとすべてクリアーできたら、そのあとで好きなだけ愛でられるもの。『推し』の幸せを眺ながめて穏やかに過ごす老後を手に入れるためにも、今は我が慢まん！）

　これからも良質な『萌え』に溢あふれた人生を送るためならば、昼食を一人でとるぐらい、どうってことない。

（これで、少しは事態が動きますように……！）

　そう願いながら、レティーツィアはカフェテラスに足を踏ふみ入いれた。

　瞬間、室内が大きくざわめく。

「レティーツィアさまよ……」

「レティーツィアさまが、なぜこちらに？」

「ランチはサロンで召めし上あがるはずなのに……」

　びっくり眼まなこの生徒たちを、レティーツィアもまた目を丸くして、ぐるりと見回した。

（あ、あれ？　貴族専用のカフェテラスって、ここじゃなかったっけ？）

　中には、ジャケットを着ている生徒ばかりだ。

　学園内には、生徒たちに身分に縛しばられることなく交流を深めてもらうために、身分関係なく利用できる場所がたくさん作られているが、同時に、あえて利用者の身分を限定した場所も、しっかり用意されている。それは区別のためではなく、礼節やしきたり、行ぎょう儀ぎ作法などから解放され、気を抜いてくつろげる空間も必要との配はい慮りょからだ。

　その場所を不当に侵おかすことは、選ばれし者であっても許されることではない。

　ここは、おそらく貴族以外の階級が利用するカフェテラスだ。

「ええと……」

　レティーツィアはもう一度ぐるりと視線を巡らせると、両手を合わせて苦笑した。

「お騒がせしてごめんなさい。どうやら間ま違ちがえてしまったみたい。実は友人を捜しているのだけれど、貴族専用のカフェテラスはどちらだったかしら？　教えてくださる？」

　ペコリと頭を下げると、一拍ぱく置いて──シンと静まり返っていた室内が一気に和なごむ。

「まぁ、レティーツィアさまったら……」

「レティーツィアさまでも、迷子になったりするんですね」

「そんなところもお可愛らしいな」

　その場にあったピンと糸を張ったような緊きん張ちょうが緩ゆるんで、ホッとする。

「あ、あの、レティーツィアさま。よろしければ、ご案内しましょうか？」

　安あん堵どの息をついた瞬間、後ろから遠慮がちな小さな声がする。

　レティーツィアは振り返り、そこに立っていた小こ柄がらな女子生徒に笑いかけた。

「あら、それは申し訳ないわ。説明してくださるだけで……っ……！」

　充じゅう分ぶんです──と続くはずだった言葉が、喉のどの奥で凍こおりつく。

　レティーツィアは大きく目を見開き、女子生徒を凝ぎょう視しした。

　紅茶色のおさげ髪がみに新緑のような瞳。かなり小柄で華きゃ奢しゃ、大きなとんぼ眼鏡が印象的な女の子だった。胸に分厚い本を抱だいている。

（キャラメル色のジャケット……新興富裕層ブルジョアの子）

　だが、レティーツィアの目を引いたのは、そんなものではなく。

「あなた……それ……その腕うでのものは、組くみ紐ひもではなくて……？」

　震える声で言うと、女子生徒が「えっ？」と小さく叫さけんで、本を抱く手に視線を落とす。

　細い手首を彩いろどっていたのは、紫むらさきの高級感のある組紐のブレスレット。大きな黒水晶モリオンと、小さいながら輝かがやきの強いシトリンとホークスアイがあしらわれている。

　組紐とは、美しく染め上げた絹糸を職人の手で一本一本編み上げた紐のことをいう。

　武具の紐や茶道具の飾かざり、着物の帯おび締じめなどに用いられてきた日本伝統の工芸品だ。

（そして、これは……！）

　驚きょう愕がくが背を駆かけ上がる。レティーツィアは女子生徒の両りょう肩かたを勢いよくつかんだ。

「あ、あなた！　お名前は!?」

「えっ!?　ええと、エリザベート……エリザベート・アルディと、も、申します……」

　その勢いに驚おどろき──気け圧おされたように、女子生徒が目をまん丸くして答える。

「お国はどちら？　エメロードかしら？　それとも……」

「は、はい。エメロードです。ち、父は……貿易商を営んでおります……」

　六元素は地を司る国、エメロード。一年中緑が萌え、花が咲さき乱みだれる美しい国だそうだ。

　ちなみに攻略対象は第二王子のリアム・フランソワ・ド・エメロード。ふわふわと軽いピンクがかった金きん髪ぱつに新芽のような明るい緑の瞳をした、女の子のように可愛い王子だ。

　側近のルーファスも優しくて穏やかな優等生タイプのお兄さんで、エメロードの主従は、尊き方々の中でも癒いやしの存在だったりする。

（なるほど。貿易商……！）

　それなら納得もいく。

　レティーツィアは、彼女──エリザベートの手を取ると、両手でしっかりと包み込んだ。

「エリザベートさん。少しお話を伺うかがえないかしら？　もちろん今すぐにとは言いませんわ。お時間がある時で構いませんから、どうかしら？」

「え？　え？　わ、私の……話……ですか？」

「ええ！」

　エリザベートをまっすぐ見つめて、力強く首を縦に振る。

　そしてそっとエリザベートに身を寄せると、彼女だけに聞こえるようにひっそり囁ささやいた。

「違っていたらごめんなさい。そのブレスレット、アフェーラのユエ殿下をイメージしたものではないかしら？」

　瞬間、とんぼ眼鏡の奥の目が大きく見開かれる。

「えっ!?　わ、わかるんですか……!?」

「──もちろん。もしかして、ほかの尊き方々のものもあるのではなくて？」

　エリザベートがレティーツィアを見つめる。

　両手で包み込んだ彼女の手にグッと力がこもった。

「お、お話、させていただきたいです……！」

「っ……！　本当!?」

　レティーツィアはぱぁっと顔を輝かせて、彼女の手を強く握にぎり返した。

　そのまるで一いっ斉せいに花開いたかのような華はなやかで美しい笑顔に、エリザベートはもちろん、カフェテラスにいた生徒たちは一様に息を吞む。

「よろしければわたくしのタウンハウスに来ていただけないかしら？　ご迷めい惑わくでなければ。その……楽しい内ない緒しょ話ばなしをしたいので、学園では……」

「っ……！　わ、私のようなものが、いいんですか!?」

「もちろんよ！　明後日あさってのお休みの日にでもいかがかしら？」

「レ、レティーツィアさまさえよろしければ……ぜひ……！」

「〜〜〜〜っ！　ありがとう！　最高のおもてなしをさせていただくわ！」

　嬉うれしさのあまり叫んでしまって──ハッとする。しまった。衆目がある場所だった。

　顔を赤らめてエリザベートの手を解放すると、彼女もまた少し恥はずかしそうにしながら、「あの……では、貴族専用のカフェテラスにご案内しますね……」と小さな声で言う。

「あ、ありがとう……。お願いいたしますわ」

　コホンと咳せきをして頷うなずくと、レティーツィアはあらためてカフェテラス内を見回した。

「では、みなさま。お騒がせして申し訳ありませんでした」

　胸に手を当てて優雅に一礼して、身を翻ひるがえす。そのまま平静を装よそおいながらエリザベートのあとについて歩き出して──レティーツィアはスカートの陰かげでグッと拳こぶしを握った。

（私の目に間違いはない！　絶対に、この子はそう！）

『推し』や『性癖』が一いっ致ちしているかどうかはわからないが、少なくともヲタクと呼んで差しつかえない子であることは間違いないだろう。なにせ、あれほどの高クオリティーな尊き方々のイメージアクセサリーを手作りして、こっそり身につけているのだから。

（だって、あれは、尊き方々の外見と国のカラーを組み合わせて作ったなんていうレベルじゃないもの……！）

　間違いなく、本人の性格や趣しゅ味み嗜し好こうまで理解したうえでデザインし、作っている。

　でも、彼女は新興富裕層階級の子だ。尊き方々とふれあう機会など、そうそうない。

　つまり、近しい立場のレティーツィアならばともかく、彼女は普ふ通つうに過ごしていたら、尊き方々の性格や趣味嗜好を詳くわしく知ることなど到とう底ていできないのだ。

（ってことは、調べたのよ。彼女にできる方法で）

　容易にふれあえる身分ではないからこそ、手を尽つくして調べて、調べて、深く知って、そのイメージを形にして、身につける。

『推し』に少しでも近づきたくて。

『推し』といつでも一緒にいたくて。

　それはもう立派なヲタクだ。異論は認めない。

（確実に萌え語りはできる子だ！　やった……！）

　まずは一人目の同志さま、ＧＥＴ！

　レティーツィアは内心ガッツポーズをしながら、先を行くエリザベートを見つめた。
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「神はここにいたのね……」

　そう呟いた瞬間、エリザベートが顔を真っ赤にして、申し訳なさそうに両手を振る。

「そ、そんな……神だなんて……。お、おこがましいです」

「だってこれ……すごいわ……！」

　レティーツィアは目の前に並んだ品を見つめて、何度目かの感かん嘆たんの息をついた。

　休日──。約束どおり、レティーツィアのタウンハウスにやってきたエリザベートは、レティーツィアの下にも置かぬ歓かん待たいぶりにひとしきり恐きょう縮しゅくしていたが、やがておずおずとバッグから大きな手帳型のジュエリーケースを取り出した。

　開いて──言葉を失う。そこには、先日レティーツィアが予想したとおり、世界六国の尊き方々をイメージしたハンドメイドのアクセサリーがズラリと並んでいた。

　そして彼女の手首には、あの組紐と天然石のブレスレットが。

　闇を司る国、アフェーラ。日本と中国を足して二で割ったような文化を持つ国で、民族衣い装しょうもまた中国の袍ほうやチャイナドレスと日本の袴はかまや着物を合わせたような、美しいもの。

　攻略対象の皇子は、ユエ・シュオル・ディ・アフェーラ。アフェーラの古語で月を意味する名前だそうで、夜のように美しい黒くろ髪かみに、まるで月の光のような銀色の光こう彩さいが煌めく不思議な黒い瞳をしている。

　無表情で寡か黙もくだけれど、実は誰よりも温かく懐ふところが深い方だ。

　レティーツィアはゴクリと息を吞むと、震える指で金色に輝くブレスレットを示した。

「これ、リヒト殿下をイメージしたブレスレットね……？」

「ええ。シュトラールの御方のものは、毎回一番悩むんです。これもすごく悩みました」

　エリザベートが、ブレスレットをケースから取り出して近くで見せてくれる。

「リヒト殿下は華やかでお美しい方ですけれど、殿下ご自身は華か美びなものを好まれません。なので、殿下のように眩しいほど華やかで美しいものをと思ってデザインすると、殿下のご趣味からはどんどん離れていってしまうというか……」

　難しい顔をして、「いえ、私の変なこだわりでしかないんですけど」と肩をすくめる。

「使うのは私なので、殿下のご趣味である必要はないんです。わ、わかってるんですよ？　でも、あまりに乖かい離りしているのもどうかと思ってしまって……」

「いえ、素す晴ばらしいわ」

　金のハーフバングルタイプのブレスレット。細く華奢で、女性の手首を繊せん細さいに彩る。

　エリザベートの言うとおり、リヒトは輝かんばかりにゴージャスな美形だが、たしかに本人は華美を好まない。より実用的でごくシンプルなものを好む。

　ただ、エリザベートの身分でそれを知るのは、とても難しい。

　学園では、制服以外のものは国が用意した美しい一級品を使用している。飾り気けのない実用重視なものを使うことはできない。

　つまり、学園でのリヒトは、やはりゴージャスでキラキラなのだ。

（どうやって、それを知ったの？　この子……）

　すごいとしか言いようがない。

　リングも、イヤリングも、アンクレットも、チャームも、リヒトのイメージのものは、『よい素材を使ってごくシンプルに』を心がけているようだ。

　しかしそれでも、たしかにリヒトをイメージしているとわかる。シンプルながらも光る絶ぜつ妙みょうなデザインだ。

　ヤークートのラシードをイメージしたものは、すべてがアラビアンなデザイン。本人が派手好きなのもあり、赤が映はえるよう金の装そう飾しょくにこだわって作っているのが窺うかがえる。

　キュアノスのクレメンスをイメージしたものは、素材の透とう明めい感を生かしたものが多い。知的で、落ち着いていて、大人の女性によく似合うはず。

　ヴェテルのセルヴァをイメージしたものは、白と温かさをコンセプトにしているようだ。ヴェテルが海が凍りつくほど寒い国なのと、セルヴァの優しさを表現しているのだろう。

　エメロードのリアムをイメージしたものは、楚そ々そとして清らかで可か憐れんなものばかりだ。素材もあえて庶民的なものを厳選して使っているのも、身分問わず誰にでも気安く接する本人の気質に合っている。

　そして──アフェーラ。

「見れば見るほど、素す敵てきだわ……」

　黒に見えるダークブルーのホークスアイ。光の加減によって青銀の筋が現れ、煌めく。静かな深い輝きを放つ黒水晶とともに、ユエを表現するにはもってこいの石だ。

　そして日本の──いや、アフェーラの伝統工芸を巧たくみに組み合わせたデザインは、もう素晴らしいどころの話ではない。

（ああ、本当に素敵……。何時間でも見ていられる。身につけたいのは、もちろんリヒト殿下のものだけれど、このまま六種ワンセットで飾っておきたい素晴らしさよね……）

　正直、ドストライクだ。これは、なんとしても欲ほしい！

「ま、街を歩いても、六色展開されてる物ってあまりなくて……。尊き方々のイメージの物も、本当に少なくて……。ここは学園島ですよ？　六国の人間が一堂に集まる場所です。そ、それなのに……」

　作品を見られているのが恥ずかしいのか、エリザベートがもじもじしながら言う。

「でも、みなさまは、それを不思議に思われないようなんですよね。だから、私と違って、みなさまは尊き方々をイメージした物や尊き方々のお色の物が欲しくならないのかなって。私だけなのかなって」

「わかるわ……」

　ヲタクとは、『推し』っぽいものを無意識に探してしまう生きもの。

『推し』カラーの物で、身の回りを固めたりするのは、基本中の基本だ。

　イメージグッズは難しいにしても、雑貨の六色展開ぐらいはもっとあってもいいはずだ。

　ヲタク趣味ではなく、単純に自国のカラーの物を欲しがる者も必ずいるはずなのだから。

（あら？　でも、それならすぐにでもできるんじゃない？）

　アーレンスマイヤー家が出資している商会のほうで、なんとかならないだろうか？

（そういう商品を仕入れることができたら、『推し』を持つ子が探しやすくなるかも？）

　自国のカラーではない特定の色を集めている──もちろん全員がそうだとは言わないが、ヲタク趣味を持っている子を探す一つの指針にもなるだろう。

「わたくしも思っていたの。少ないわよね？　世界六国の尊き方が集まる学園島なのに。尊き方々をイメージした物は難しくても、六色展開ぐらい……」

「そ、そうなんです！」

　理解を得られたことが嬉しくてたまらないといった様子で、エリザベートが頷く。

　高こう揚ようして赤く染まった頰ほおと潤うるんだ瞳が、とても可憐で可愛らしい。

「あまりにないので、その……自分で作るしかなくて……」

「それで、ここまでの物を……すごいわ……！」

　レティーツィアはアクセサリーをケースに戻し、姿勢を正してエリザベートを見つめた。

「あの、エリザベートさん。これ、買い取らせていただけないかしら？　も、もしくは、同じものを作っていただくことは可能かしら？　もちろん、お代はお支し払はらいするわ！」

「あ、材料費さえいただければ、お作りできます。こんなものでよければ」

　エリザベートがこくこくと首を縦に振る。

「……なんですって？」

　しかし喜ぶよりも先に──その聞き捨てならない言葉に、レティーツィアはムッとして眉をひそめた。

「──エリザベートさん」

「え……？　は、はい……？」

　一転して驚くほど険しくなったレティーツィアの視線に、エリザベートが身を弾はじかせる。

　そんな彼女をまっすぐに見み据すえたまま、レティーツィアはずいっと身を乗り出した。

「作り上げた作品を『こんなもの』なんて仰おっしゃらないで。これはとても素晴らしいものよ。誇ほこれとまでは言いませんから、どうか卑ひ下げなさらないで」

「え？　あ……は、はい……。えっと、ありがとうございます……」

「そして、材料費だけなんてことも言ってはいけないわ。材料が揃そろっただけでは、これは作れないのですから。一番重要なのは……」

　エリザベートの手を取り、自らのそれでしっかりと包み込む。

「頭の中のイメージを正確に写し出すデザイン力と、それを形にする技術力。それこそ、一番に称しょう賛さんされるべきものであり、価値のあるものよ」

「レティーツィアさま……」

「そして、あなたの時間を少なからず拘こう束そくすることにもなるのだもの。それにも見合った金額を支払わせていただくわ。いいこと？　エリザベートさん。それこそこの品の本当の価値であり、あなたが受け取るべき正当な報ほう酬しゅうだわ」

　原価だけで手に入れられる商品など、この世には存在しない。

「レストランで材料費だけ支払ってお料理をいただいたりはしないでしょう？　価格には場所代や光熱費、働く方々のお給金となる人件費などの諸経費もしっかり含ふくまれているわ。そのうえで、さらに利益が出るように設定がなされているもの。そしてね？　わたくしは、その利益部分が、その店や料理の評価に相当するものだとも思っているの」

「評価、ですか？」

「ええ。たとえば……」

　そこで言葉を切り、エリザベートの手を解放すると、ゆったりとソファーに座り直す。

　そして、レティーツィアは少し考えると、テーブルの上のティーカップを指差した。

「実は、このミルクティーはモーリッツ社の茶葉を使っているの」

「えっ!?」

　思いがけない言葉だったのだろう。エリザベートが小さく叫んで目を丸くする。

「モ、モーリッツ社って……おもに大衆茶を作ってる……」

「そうよ。まさに大衆茶。これは、わざわざ庶民や中流階級の方々が多く利用する商店で買っているの。──美味おいしかったでしょう？」

「え、ええ。気づきませんでした。これが大衆茶……？」

　エリザベートがまじまじとティーカップを見つめる。

「わたくし、ミルクをたっぷり入れたミルクティーが好きなの。でも、そうすると紅茶がミルクに負けてしまうことが多くて。いろいろな茶葉を取り寄せて試ためしたの。それこそ、ミルクティーに最適とされている茶葉を世界六国から集めたわ。そしてたどり着いたのが、これなの。モーリッツ社の大衆茶──ＭＧティー」

「ッ……!?　これ、ＭＧティーなんですか!?」

　エリザベートがギョッとして、とんぼ眼鏡の奥の目を丸くする。

「噓……。だってＭＧティーって、先日レティーツィアさまがいらっしゃった貴族以外の身分の者のためのカフェテラスにもありますけど、全然人気ないんですよ。渋しぶみが強くて、美味しくないって……。私も飲んだことがありますけど……」

「だけど、その強い味と渋みが、ミルクをたっぷり入れるミルクティーには最適だったの。今や、わたくしの一番のお気に入りなのよ」

　レティーツィアは「だから、今日もこれをお出ししたのよ。どんなに高級なお茶より、美味しいと思っているから」と言って、にっこりと笑った。

「どうかしら？　学園のカフェテラスで出されているそれと、今飲んだ紅茶、使っている茶葉は同じで、使う量もほぼ同じ。ミルクの量は違うけれど、それも金額にしたら本当に微び々びたる差だわ。つまり、原価はほとんど変わらないということよ」

　ハッとした様子で、エリザベートがレティーツィアを見る。

「原価は変わらない……」

「カフェテラスではおいくらで出されているか知らないけれど、人気がないということは、みなさまはそれをお高いと感じているのではなくて？　この金額を払うに値あたいしない味だと。だから人気がないのでしょう？」

「そ、そうです……」

「では、こちらは？　どう思われまして？」

　再びティーカップを示して、さらに笑みを深める。

「三倍のお値段でもお安いと思います。すごく美味しかったです。……正直、まだこれがＭＧティーだって信じられないぐらいで……」

「ほぼ同じ原価であるにもかかわらず、三倍のお値段でも安いと思わせてしまう。それが、わたくしの侍女ケイトが持つ『価値』であり、『評価』なのだと、わたくしは思うのです」

　もちろん、美しい部屋で一流の茶器を使って飲むというシチュエーションも多少は影えい響きょうしているだろうけれど、それでもレティーツィアを唸らせることができる腕は本物だ。

「おわかりいただけて？　原価だけいただくなんて絶対に仰らないで。たしかに、技術に値段をつけるのはとても難しいわ。でも、まさにそれこそがあなたの『価値』であり、『評価』でもあるのだから、それをゼロ換かん算ざんしたりなさらないで」

「レティーツィアさま……」

　エリザベートが感じ入った様子で、両手を握り合わせる。

（お、お金だけでも払わせてもらえないと死んでしまいます！　神作家さまにおかれては、もう息をしていてくださるだけで感謝しかないのに、こんなに美しくも素晴らしい作品を生み出していただけたのよ？　お金を支払う以上にこの溢れんばかりの謝意を伝える術すべはないのよ！　お願い！　どうか払わせて！）

　と叫びたいところだが、さすがにそんな勢いでお金を押しつけたりすれば、間違いなく引かれてしまう。そこはグッと我慢して、諭さとすに留とどめる。

　だが、ヲタクは『推し』や『公式』のＡＴＭになれることに喜びを感じる生きものだ。

『推し』という言葉が示すのは、『好きなキャラクター』だけに留まらない。

『推し』絵師、『推し』作家というものも存在する。

　要は、性癖にぶち刺ささるものは、すべて『推し』なのだ。

　素晴らしいイメージアクセサリーを生み出すエリザベートも、間違いなく『推し』だ。

　もちろん、公こう爵しゃく家の財力でもって、全力で推させていただきたい！

「わかりました。ありがとうございます。アクセサリーは喜んで作らせていただきますが、お値段についてはもう少し考えるようにします」

　説得のかいあってか、エリザベートが嬉しそうに頰を染め、ペコリと頭を下げる。

「そうしてくださると嬉しいわ。ご自身でこれが適正だと思う値段をおつけになって」

　そこで一度言葉を切り、レティーツィアは逡しゅん巡じゅんすると、おずおずと身を乗り出した。

「あの、笑わないで聞いてくださる？　エリザベートさん。わたくし、常々思っていたの。『推し』……いえ、憧あこがれている方について、忌き憚たんなくお話ができるお仲間が欲しいって」

「憧れの方々についてのお話、ですか？」

「ええ、ええ。そう……。でもそれは、たんなる噂話というのとは少し違っていて……。なんて言えばいいのかしら？　言葉が難しいのだけれど、現実にあったことも、そうではないこともひっくるめて……ええと……心の琴きん線せんに触れるお話というか……」

　さすがに、『性癖のど真ん中をぶち抜く』とは言いづらい。

「たとえば、そんなこと現実にはないのだけれど、リヒト殿下はボロボロに傷ついて血にまみれても、きっとお美しいだろうなとか……。寡黙で、表情筋がほぼ仕事をされてない、人づきあいが苦手で側近もお持ちでないユエ殿下がモフモフな小動物に弱かったりしたらすごく可愛いなとか。現実的なところで言うなら、女の子のように可愛いリアム殿下が、ふとした時に見せる雄おすの顔はすごくドキドキするなとか……そういう……」

「ッ……！」

　大きく見開かれた新緑の瞳を覗き込んで、グッとお腹なかに力を込こめる。

（触さわり程度に軽めのものを言ってみたけれど、どうだろう？　これで首を傾かしげられたら、深い萌え語りなんて到底できないんだけど……）

　どうか、わかると言ってほしい。

　祈いのるような気持ちで、びっくり眼のエリザベートが口を開くのを待つ。

「わ……」

　最後の審しん判ぱんを受けるような気持ちで息を詰めるレティーツィアの前で、エリザベートがひどく嬉しそうに頰を赤く染めた。

「わかりますぅううぅう！」

「っ……！　わ、わかってくださる!?　わかってくださるの!?」

「わかりますともっ！　森の中の泉のように静かで優しくて穏やかなクレメンス殿下でも、大事な者を守るため鬼おにになったりしたら、ものすごくきゅんとします！　大人でいつでも余よ裕ゆうたっぷりなセルヴァ殿下が真っ赤になって焦るところなんか、すごく見たいです！　そういう話ですよねっ!?」

「ああ、そうなの！　そうなのよっ！」

　胸の前で固く両手を握り合わせ、大きく頷く。ああ、神さま！　ありがとう！

「こ、個人的には、黒い衣装をお召しになったリヒト殿下が見てみたいって思ってます！　リヒト殿下は光を司るシュトラール皇国を象徴するかのように、まさに『光』そのもののようなお姿ですが、だからこそ『闇』を纏まとわせてみたくなりませんか!?」

「わ、わかるわ！　それも絶対に似合うと思うのよ！」

　光に相対する闇を纏う『推し』──見たい！

（正義を体現したかのようにまっすぐで清廉潔白で、気き性しょうもなかなか激しい方だからこそ、汚よごしてみたくなるのよね。ああ、わかりみがエグい！　前世でも、リヒト殿下の闇落ちは同人作家さんの間でめちゃくちゃ擦こすられたネタというか、鉄板の人気だったし！）

　イラストや漫画ではかなり見たが、やはり実物でそれを拝ませていただきたい。

「でも、わたくしが知る限り、黒や濃のう紺こんといった色をお召しになったことはないのよね。なんとかならないかとは思っているのですけれど……」

「見てみたいですよねぇ……」

　エリザベートが両りょう頰ほおを手で包み、うっとりと宙を見つめる。

　しかし、すぐにレティーツィアに視線を戻すと、ゴクリと息を吞んだ。

「あ、あの、理解しづらいことでしたら、無視してくださると嬉しいんですけど……あの、実は私……」

　そのまましばらく沈ちん黙もくしたあと、意を決したように口を開く。

「ヤークートの主従に無限の可能性を感じてまして……！」

　──ああ、これほど神に感謝したことが、かつてあっただろうか。

「……エリザベートさん……」

　エリザベートの手を取り、両手でギュウッと握り締めた。

「禁断の愛って、本当に胸が震えますわよね」

「っ……！　わ、わかっていただけますか!?」

　エリザベートもまた顔を輝かせ、もう片方の手をレティーツィアのそれに重ねる。

　首が壊こわれそうなほど激しく頷きながら、レティーツィアは高鳴る鼓こ動どうに唇を嚙み締めた。

（ああ、ありがとう！　同性愛腐妄もう想そうもイケる口だなんて！　最高！）

　胸が熱くて、熱くて──ああ、生きていてよかった！

「わかりますとも！　主従──つまりは身分違いのうえ、ヤークートは宗教上、同性愛が認められていません。いわば、二重の禁断愛！　ときめかずにいられましょうか！」

「そうなんです！　もちろん、私の勝手な妄想でしかないことはわかってはいるんです！　でも、それにしたってあのお二人、仲がよ過ぎませんか!?　あれはいけませんよね!?」

「ええ！　いけませんとも！　あれで、妄想をするなというのが無理な話ですわ！」

　しっかりと手を握り合って、うんうんと頷き合う。

「また、アーシムが怒るとわかっていて、ラシード殿下は悪戯いたずらを繰くり返すものですから」

「ええ、わかります！　ラシード殿下をにらみつけているアーシムさまのお姿、私ですらよくお見かけしますもの！」

「従者として殿下のお傍に在り続けるためには、あの怒いかりや不満はどこかで消化しないといけないと思いません？　そうでなくては一緒にいられませんわよね!?」

　瞬間──双そう方ほうの心のドアが完全に開いた音が聞こえたのは、気のせいではないだろう。

「よ、夜のお仕置きですね……！　わかりますっ！」

「そう！　アーシムにお仕置きされてしまうラシード殿下……！　ああ、無理っ……！」

　顔が真っ赤になってしまう。

　二人は握り合ったままの震える手に、完熟してしまった顔を伏せた。

「と、尊いが過ぎる……！」

「ドキドキし過ぎて……つらいです……！」

　しばらくそうしてしんどさに耐えていたが、ふと二人はどちらからともなく顔を上げた。

　そして、まるで恋こいでもしているかのように熱く見つめ合うと、互いの震える唇を開いた。

「ああ……！　まさかわかってくださる方が存在するだなんて……！」

「それはこちらの台詞せりふですわ……！　ああ、エリザベートさん……！」

「私、実は自分だけが特とく殊しゅな性へ……い、いえ、性質をしているのかと思っていたので、本当に嬉しいです。ああ、レティーツィアさま……」
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　エリザベートが感かん極きわまった様子で、涙なみだぐむ。

（今、『性癖』って言いかけたような……？　でも、わかる！　わかるよ！）

　これも大分類では趣味嗜好のうちに入るのかもしれないが、しかし金色が好きだとか、紅茶はミルクティーが好みというようなそれとは、やっぱりわけが違う。

　前世では、ヲタクカルチャーが世間に受け入れられつつあったのもあり、芸能人による萌え語りなどが公共の電波に乗ることもあったけれど、だがやはりその性質上大っぴらに楽しむものではないと──少なくともレティーツィアは思っている。

（二次創作は原作への配慮が絶対的に必要。実在する人物の妄想──いわゆるナマモノの場合も同じ。その方への配慮を忘れてはいけない。二次はあくまでも二次。原作や実在の人物の前に出てはいけないし、混同させてもいけない）

　だから、個人的にはあくまでひっそりと楽しむものだと思っている。

（大っぴらにしたくない理由は、ほかにもあるけれど。とにかく一いっ般ぱん人じんに、「ええっ!?　その歳としで、まだ乙女ゲームなんかにハマってるの？」だとか、「二次元ばかり追いかけてないで、恋こい人びと作りなよ。絶対にそっちのほうが楽しいって〜」だとか言われるのは本当に我慢ならないし……）

　理解しなくてもいいから、貶けなさないでほしい。それだけのことなのに──しかしなぜかヲタク趣味は周りから馬鹿にされがちだ。

　配慮に加えて、そういった不愉快な思いをしたくないという警けい戒かい心も働く。

　それによって、ますます容易に口にできなくなってしまう。

　同じように思っている人はきっとたくさんいる。だからこそ、そもそもヲタクが集まる場所以外で『同志』を見つけるのは、本当に大変なのだ。

（同じヲタクでも、腐ふ妄もう想そうは無理とか夢展開は地じ雷らいとか。同じ腐妄想ができる人の中でも、受け攻せめの配役なんかで戦争が起きるものだし……）

　それを思えば、性癖が重なる相手と出逢えた──これはまさに奇き跡せきだ。

「ゆ、夢みたいです。もう、奇跡と言ってもいいかも……」

　エリザベートが、レティーツィアと同じ思いを口にする。

「私だけじゃなかったんですね。それだけで、もう天にも昇のぼる気持ちです……！」

　エリザベートが俯うつむいて、「まさかレティーツィアさまと……本当に？　夢じゃなくて？　どうしよう……嬉しい……！」と何度も繰り返す。

　それが微ほほ笑えましくて、そしてレティーツィア自身も嬉しくて、じっと見つめていると、エリザベートがなぜか急に頰を引き締める。

　そして、何やら少し逡巡すると、レティーツィアに視線を戻しておずおずと口を開いた。

「これを言ったら、さすがに引かれてしまうかもしれないんですけど……」

「まぁ、エリザベートさん。大丈夫よ。わたくし、少々のことではビクともしませんわ」

　上うわ目め遣づかいでこちらを窺うエリザベートに、安心しろとばかりににっこりと笑う。

　そんな心配は無用だ。前世では人生の半分以上ヲタクをやっていたのだ。かなり年季が入っている。

「並なみ大たい抵ていのことでは引いたりしませんから、遠慮なく仰って」

「そ、そうですか……？　じゃあ、あの……」

　エリザベートがゴクリと息を吞み、震える声で話し出す。

「あの、さっきも言ったとおり、今まで一人で……誰かと語らうことができなかったので、私、実はその……情熱と創作意欲を……アクセサリーだけでは消化できなくて……」

　その言葉に、思わず目を見開く。──もしかして。

「っ……そ、その……も、物語のようなものも……書いていたりするのですが……」

「──ッ！」

　考えるよりも早く、身体からだが動く。レティーツィアは目を見開き、素早く立ち上がった。

　そのあまりの勢いに、ソファーがガタンと音を立てる。エリザベートは身体を弾かせ、少し慌てた様子でレティーツィアを見上げた。

「あ、あの、レティーツィアさま……。私……」

「同人誌ほん！　同人誌があるというの!?」

「え……？」

　予想していた反応と違ったのか、エリザベートがポカンと口を開ける。

「えっと……ほ、本と言えるほどのものではありませんが……その……ええと……」

「わたくしが書いたもの以外に、同人誌が存在するのね!?」

「ッ……!?」

　瞬間、レティーツィアを映した新緑の瞳が、驚愕に染まる。

「ま、まさかレティーツィアさまも……？」

「エリザベートさん！　その同人誌は、今どちらに!?」

　欲望で目をギラつかせながら、問いかける。

「え……？　も、もちろん、家に……」

「ケイト！」

　すぐさま、部屋の外に控ひかえているはずの侍じ女じょを呼ぶ。

　間かん髪はつ容いれずドアが開き、侍女のケイトが恭うやうやしく頭を下げた。

「すぐに馬車を用意させてちょうだい！　そして、出かける準備を！」

「──かしこまりました。行き先はどちらに？」

「彼女の家よ！」

　そう叫んで、レティーツィアは呆ぼう然ぜんとしているエリザベートの両肩を強くつかんだ。

「エリザベートさん！」

「は、はいっ!?」

「どうか読ませて。お願いですから読ませてちょうだい！　読ませていただけるわね!?　そこまで話しておいて、読ませないなんて言わせませんわよ！」

　最後は脅きょう迫はくに近くなっていたけれど、今は礼れい儀ぎや行儀作法など気にしていられない。

「もちろん、わたくしが書いたものもお渡しするわ！　そのうえで必要ならば、配布代もお支払いします！　ですから……」

「お、お金なんかより……。私も読ませていただけるんですか!?　レティーツィアさまが綴つづられた物語を!?」

「ええ！　起承転結がきちんとした物語は一本しか書けていませんけれど、前後関係なく一つのエピソードを書き散らしただけのものなら、いくつかありますわ！」

　唐とう突とつにはじまって、見たいシーンだけを一心不乱に書き散らしたもの。

　山なし、オチなし、意味なし──いわゆるヤオイものだ。

　読みたい同人誌がなければ、自分で書けばいい。実はレティーツィアは、前世の記憶が戻ってからというもの、毎晩ガリガリと欲望のままに文章を書き散らしていた。

「どうぞ読んでちょうだい。もちろん素人しろうとのわたくしが書いたものですもの。文章は拙つたなく、お見苦しい点も多いと思いますわ。でも、これでもかと『性癖』を詰め込んでいますから、わたくしの心にはとても響くものですの」

　自分の性癖のど真ん中を貫つらぬくモノは、自分が一番よく知っている。

「ですから、それらがエリザベートさんの心の琴線にも触れたなら、語り合いましょう。思う存分語らせていただきたいし、またエリザベートさんのお話も聞きたいわ」

「レティーツィアさま……」

「でも──」

　レティーツィアは悪戯っぽく目を細めると、その指で優しくエリザベートの頰を撫なでた。

「わたくしの同人誌は、少々刺し激げきが強いかもしれませんわ。覚かく悟ごはよろしくて？」

「……ッ……！」

　その麗うるわしい嫣えん然ぜんとした笑みに、エリザベートが顔を真っ赤に染める。

　そして──神に祈るかのように胸の前で両手を組むと、歓かん喜きに身を震わせた。

「はいっ！　どこまでもおともいたします！　レティーツィアさまっ！」
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「レティーツィア」

　頭上から響ひびいた声に、レティーツィアはビクンと身を震ふるわせた。

　早はや咲ざきの淡あわいピンクの薔ば薇らが、甘く香る。

　薔薇園えんの中にあるメルヘンチックな白いガゼボ。精せい緻ちな装そう飾しょくが彫ほり込まれた八本の柱に、三角のとんがり屋根がとても可か愛わいい。

　そんな絵本や御お伽とぎ話ばなしの挿さし絵えで見るようなガゼボの中には、白い木のテーブルとベンチ。そして、ケイトお手製のサンドウィッチと紅茶のセットが積まれたワゴンが。

　ここは、最近エリザベートと萌もえ語りをしながらお昼休みを過ごしている秘密の場所。

　ガゼボの周りには厚い薔薇垣がきの壁かべがあるため、人の目も耳も容易に届かない。安心して内ない緒しょ話ばなしができる。そういう意味での、『秘密の場所』だった。

「リ、リヒト殿でん下か……」

　慌あわてて立ち上がろうとしたレティーツィアを、リヒトが止める。

　座れと手で示されて、レティーツィアは戸と惑まどいに瞳ひとみを揺ゆらしながらベンチに座り直した。

（ど、どうしてリヒト殿下がここに……？）

　昼休みは、ほかの尊きみなさまとともに専用のサロンで過ごすはずだ。入学した時からこちら、そうしなかった日は一日もない。

　今まではリヒトの婚こん約やく者としてレティーツィアもそれに倣ならっていたけれど、ヒロインのシナリオ遂すい行こうのために、つまりはマリナがリヒトとの距きょ離りを詰つめる邪じゃ魔まをしないために、サロンへ行くのを控ひかえていた。

（もしかして、サロンに行かなかったのは問題だった……？）

　しかし未いまだに、リヒトが編入生のために学園を案内したという噂うわさは聞かない。それが行われたら、生徒たちの間で大きな話題にならないはずはないのに、だ。

　それでは困る。最近ではさらに隙すきを作るため、避さけていると受け取られない程度に登校時間をずらしたりもしていたのだが──問題だっただろうか？

「最近、昼はここで過ごしているそうだな？」

　リヒトがレティーツィアの隣となりに腰こしを下ろして、静かに言う。

　レティーツィアは再びビクッと肩かたを震わせ、その美しい横顔を見つめた。

「は、はい。あの、いけませんでしたか？」

「──なぜだ？」

「殿下とともにサロンで過ごすことが、暗あん黙もくの了りょう解かいとなっておりましたから……」

　モゴモゴと言うと、リヒトがベンチにゆったりと背中を預けて、小さく肩をすくめる。

「たしかにそうだな。だが、それが当たり前になっていたというだけで、そうしなければならないという話ではない。気にするな」

「え？　よ、よろしいのですか？」

「構わん。用があれば呼ぶ。それ以外は好きにしていればいい。お前を不当に縛しばりつけるつもりはない」

　リヒトがあっさりと頷うなずく。レティーツィアはホッとして息をついた。

（でも、咎とがめるためじゃないなら、どうしてここへ……？）

　いや──叱しっ責せきするためとしても、おかしいか。リヒト自らレティーツィアのもとに足を運ぶ必要など微み塵じんもない。そんなものはイザークに言こと伝づてすればいいだけの話だ。

　そもそも、そのイザークはどこにいるのだろう？　性格上、リヒトを独りにするなんて考えられないのだけれど。

　わからないことばかりで戸惑っていると、リヒトがレティーツィアに視線を向ける。

　そして、レティーツィアの風に揺れるピンクブロンドに、そっと手を伸のばした。

「だが──お前に、私よりも優先するものがあったのは驚おどろきだ」

　長くて綺き麗れいな指が優やさしく髪を搦からめ捕とる。同時に、輝かがやく双そう眸ぼうがまっすぐレティーツィアを捉とらえて──心臓が大きな音を立てた。

（し、至近距離からの……『推おし』……！）

　この距離で見ても、肌はだは驚くほどなめらかで美しい。繊せん細さいな影かげを落とす金糸の睫まつ毛げも、虹にじの光こう彩さいを閉じ込めた金の瞳も、まっすぐ通った鼻筋も、素す晴ばらし過ぎて声も出ない。

（ああ！　無理無理無理無理！　しんどい！　か、顔がよ過ぎる……！）

　神作画過ぎて、直視できない。レティーツィアは顔を赤らめ、あたふたと俯うつむいた。

「わ、わたくしに……殿下よりも優先するもの、ですか……？」

「違ちがうのか？　私の傍そばにいるよりも、ここで誰だれかと過ごすことをお前は選んだ。それは、そういうことではないのか？」

「……ええっと……」

「咎めているわけではないからな？　繰くり返かえすが、昼休みをどう過ごすもお前の自由だ。不快に思ってもいない。ただ──少し意外だっただけだ」

　レティーツィアは眉まゆをひそめ、唇くちびるに指を当てて少し考え──首を傾かしげた。

「そ、そうなるの……でしょうか……？」

「訊きいているのは私のほうなのだが」

「わ、わかりません。たしかに、言われてみればそのとおりなのですが……でもわたくし、ここで殿下のお話ばかりしていますもの」

　意外な言葉だったのか、リヒトがわずかに目を見開く。

「私の？」

「ええ。殿下やほかの尊きみなさまについて、いろいろお話ししておりますの。ようやく、そういうお話を一いっ緒しょに楽しめる友人ができまして」

「今まで、友人とは私の話ができなかったのか？　そんなようには見えなかったが……」

　リヒトが眉を寄せる。今までの友人を軽かろんじているように響いてしまっただろうか？

「もちろん、レアさまに、ラシード殿下の婚約者候補のナディアさま、リアム殿下の婚約者のエヴァさま。ほか多くの方にとてもよくしていただいていますわ。みなさまも大切な友人です。わたくしにとって、かけがえのない存在ですわ」

「彼女たちとは、私の話はできないのか？」

「できないことはありませんが、みなさまお立場がありますから……」

　いずれ国を背負い、民たみを導く立場になるであろう方々だ。やはりどれだけ仲がよくとも、言えないことも多くある。

「世界は、六元素から成っている。それゆえに、元素を司つかさどる世界六国は手を取り合って、世を治めなくてはならない。元素を司る国が一つでも潰ついえれば、世界の元素のバランスが崩くずれる。そうなっては世界がどうなるかわからない。いいか、レティーツィア。国同士の争いは、世界を──巡めぐり巡って自国を脅おびやかす愚ぐ行こうと知れ。だが、あくまでも他国は他国であることを忘れてはならない。──こちらに来るまで、毎日聞かされていた言葉です」

　凛りんとしたレティーツィアの言葉に、リヒトが目を細める。

「わたくしは、シュトラール皇国の未来の国母として常に相応ふさわしく在らねばなりません。そのため何もかも曝さらけ出だすことはできません。本音でつきあいながらも、決して越こえてはならないラインが存在しています。殿下も無意識に線引きされているかと」

「……まぁ、そうだな」

「とくに、自国のことや未来の君主たる殿下のことは、軽々しく口にすることではないと思っています。これはわたくしだけではなく、みなさま同じだと思いますわ」

　妃きさきとなるのは、できれば避けたい未来ではある。だが現状、レティーツィアはリヒトの婚約者だ。嫌いやだからといって、勝手に役目を放ほう棄きしていいはずもない。レティーツィアが望む円満な婚約解消が叶かなうまでは、その務めはしっかり果たさねばならない。

「でも、歯に衣きぬ着せぬと申しますか、身分や立場などに囚とらわれることなく……そうですね、いわゆるあけすけなガールズトークというものを、一度してみたかったのですわ」

「ガールズトーク？」

「ええ。たとえば、光は闇やみがあってこそ映はえるもの。殿下のいつもの白いお姿も素す敵てきですけれど、黒をお召めしになってもお似合いでしょうし、素晴らしくお美しいと思う、とか。殿下ご自身は華か美びを好まれないけれど、しかし殿下の美び貌ぼうはどんな宝ほう飾しょく品にも絶対負けませんし、飾かざれば飾るほど輝かれるので、イザークは殿下を飾り立てたくてたまらなくて、内心はいつもウズウズしているはずだとか。殿下が甘いものを召し上がっているところをあまり見たことがないので、一度でいいから殿下をスイーツ攻ぜめしてみたいだとか……。あとは、殿下の寝ね顔がおはスチルでしか見たことがないので、どこかで居い眠ねむり中の殿下に遭そう遇ぐうできないかなとか……」

　リヒトが目を丸くする。

　その驚きの表情にハッと我に返って、レティーツィアは顔を真っ赤にして下を向いた。

「も、申し訳ありません……！　ご本人に言うことではありませんでした……！」

　しまった。推しについて語り出したら止まらないヲタクが顔を出してしまっていた。

（途と中ちゅうから完全に妄もう想そう入ってたから、口調も公こう爵しゃく令れい嬢じょうにあるまじきものになっていたし、スチルとか言っちゃったんだけど……）

　もしかして、前世の記き憶おくを取とり戻もどす前──幼いころから、リヒトには常に誠実で正直で在ろうと心がけてきたせいもあるかもしれない。

　婚約者候補の一人でしかなかったころから、ずっとそうしてきた。

　生しょう涯がいをともにするうえで、それが何よりも重要だと思っていたから。

（だからって、言っていいことと悪いことがあるから！　私っ……！）

　恥はずかしい。レティーツィアは真っ赤に染まってゆく顔を両手で覆おおって隠かくした。

「も、申し訳ありません。わ、わたくしったら……」

「黒か。それは思ってもみなかった。たしかに、黒い服は一着も持っていなかったはずだ。正装は、アフェーラ以外の国では白だしな」

「っ……。あ、あくまでも個人的な意見なので……その……忘れてくださいませ……」

　穴があったら入りたい。耳まで赤くして恥じ入るレティーツィアに、リヒトが「そんな恥ずかしがることでもあるまい。なかなか面おも白しろい意見だったぞ」と真顔で言う。

「真しん剣けんに受け取らないでくださいませ！　ガールズトークだと申しましたでしょう！」

「そう言っていたな。つまり、それが包つつみ隠さぬ本音というヤツなのだろう？」

「ほ、本当に、勘かん弁べんしてくださいませ……」

　リヒトは少し考え、再びレティーツィアの髪をつかまえると、つんと優しく引っ張った。

「お前が少し変わったのは、そのせいか？」

「え……？」

　思いがけない言葉に目を瞬しばたたく。レティーツィアはポカンとして、リヒトを見つめた。

「わたくし、どこか変わりましたか？」

　たしかに前世の記憶が戻ったりはしたが、しかしそれでレティーツィアとしての言動が変わっただろうか？

（もちろん未来に待ち受ける破は滅めつを知ったことで、それを回かい避ひするためにマリナの行動に注意を払はらうようにはなったけれど……）

　しかし──それだけだ。それ以外は何も変わっていないはずだ。少なくとも、人の目に触ふれる場所では。

（そりゃ、『推し』の一挙手一投足に悶もだえまくるようにはなったけれど、それは表に出しちゃ駄だ目めなものだってわかってるからちゃんと自制しているし、萌えの衝しょう動どうに駆かられて、夜な夜な文章を書き散らすようにはなったけど、それもケイトとエリザベートさん以外は知らないこと。そのエリザベートさんだって、私からカミングアウトしたから知っているだけで、言動から気づかれたわけじゃないし……）

　他人の目があるところでは、寸分違たがわず今までどおりのレティーツィアであるようにと心がけてきた。

　前世の記憶が戻ったことによって、本来のレティーツィアから大きく外れたことをするのはよくない。なぜなら、ここは乙おと女めゲームの世界。レティーツィアが設定やシナリオを無視したせいで、乙女ゲームが乙女ゲームとして成立できない事態となってしまったら、いったい何がどうなるか予測がつかないからだ。

　そうは言っても、別段無理してレティーツィアらしく装よそおっていたわけではない。

　前世の記憶が戻ったとしても、レティーツィアはレティーツィアだ。それは変わらない。

　長い時間をかけて身につけてきたもの。ずっと心がけてきたこと。習慣もクセも信念も理想も、すべてがこの身にある。

（だから、少なくとも、リヒト殿下の目に見える形で変わったはずはないのだけれど）

　どういうことだろう？　何か不ふ審しんに思われる行動をしてしまっていただろうか？

「あの、リヒト殿下……？」

　おずおずと問いかけると、リヒトが小さく肩をすくめる。

「──いや、いい。変なことを言った。気にするな」

「でも……」

　戸惑いに瞳を揺らすレティーツィアを、しかしリヒトは手で制すと、「それよりも」と強ごう引いんに話題を変えてしまう。

「待ち人はまだ来ないのか？」

「…………」

　これ以上訊いても、答えてくれはしないだろう。レティーツィアは内心ため息をついて、薔薇の小こ径みちへと視線を投げた。

「たしかに、いつもより少し遅おそいですわね。何かあったのかもしれませんわ」

　時間には限りがあるし、先に食べておいたほうがいいかもしれない。

　そう考えて、ふとリヒトへと視線を戻す。そういえば、昼食はどうされたのだろうか？　時間的に、食べてからここに来たということはないだろう。

「殿下？　あの、昼食は……」

「待つ間、お前の願いを一つ叶えてやろうか？」

　レティーツィアの言葉を遮さえぎって、リヒトが唐とう突とつに言う。

　その思いがけない言葉にレティーツィアは再びポカンとして、悪戯いたずらっぽく光る金の瞳を見つめた。

「わたくしの、願いを……ですか？」

「そうだ。手を出せ」

　言われるままに、両手を差し出すと、リヒトがその上にポンと何かを乗せる。

　レティーツィアは手のひらの上にコロンと転がったそれを、まじまじと見つめた。

（これは国章よね？）

　それは制服の襟えりにつけるバッジだった。純金製で、シュトラール皇国の紋もん章しょうが精緻に彫ちょう刻こくされている。

（これがどうかしたの？）

　思わず首を傾げた──その時だった。

　リヒトが素す早ばやく横になり、レティーツィアの膝ひざに頭を乗せる。

　レティーツィアはギョッとして身を弾はじかせ、国章を握にぎり締しめた両手で口もとを覆った。

「え、ええっ!?　で、で、殿下!?　な、な、な……！」

「──待ち人が来たら起こせ」
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　再び耳まで赤くして慌てふためくレティーツィアに、しかしリヒトは平然としたものだ。目を閉じたままそれだけ言って、そのまま口を噤つぐんでしまう。

「え!?　で、殿下……!?　起こせって……」

　あまりのことに頭の中が真っ白になってしまう。

　レティーツィアは呆ぼう然ぜんとしたまま宙を見つめた。

（な、何!?　何が起こってるの!?　ひ、膝ひざ枕まくら！　『推し』の頭が、ふ、太ふと腿ももに……！）

　リヒトの言葉の意味を理解したのは、硬こう直ちょくしたまま一分以上が経過してからだった。

（あ、ああ！　願いって……そういうこと!?　ね、寝顔を見せてくれるっていう……）

　瞬しゅん間かん、一気に顔が真っ赤に完熟してしまう。

（う、噓うそ！　そんな……噓でしょ!?　こここここんな幸運、あっていいの!?　っていうか、あの発言に引くどころか、叶えてくれるだなんて神過ぎない!?　えっ!?　これ夢でしょ!?　夢よね!?　いや、夢でいい！　夢でも感謝しかない！）

　信じられない展開とあたりを包む甘い薔薇の香に、なんだかクラクラしてくる。

　レティーツィアはゴクリと息を吞のみ、おそるおそる太腿へと視線を落とした。

　爽さわやかな春の風に、まるで陽光のような金色の髪がサラリと揺れる。伏ふせられた金糸の睫毛は驚くほど長くて、薄うすく開いた形のよい唇はなんとも無防備で、こちらをたまらない気持ちにさせる。

　目を閉じると厳しさを感じるほど凛り々りしい眉も、身体からだがすくんでしまうほどの圧あっ倒とう的てきなカリスマ性も和やわらいで少しあどけなくなるけれど、首筋や喉のど仏ぼとけのラインはしっかり男性で、ドキドキしてしまう。

（あばばばばばば！　む、無理〜〜〜〜っ！　こ、これは召される……！）

　レティーツィアは両手で顔を覆って、天を仰あおいだ。

　恐おそれ多おおいほどに、麗うるわしい。

（わ、私みたいなものが見ていいものなの？　この神造形……！）

　こんな至近距離から眺ながめることを許されていいものなのだろうか？

　厳重な警護と管理のもと、美術館などに飾っておくべきものではないのだろうか？

（美し過ぎるんですけど！　作画がよ過ぎるんですけど！　もう完かん璧ぺき過ぎて、逆にそれが欠点っていうか！　ああ、ヤバい！　最高っ……！　語ご彙い力まで死んだっ……！）

　思う存分ゴロンゴロンして悶えたいのだけれど、リヒトの頭が乗っている太腿を動かすわけにはいかない。必死に奥おく歯ばを嚙かみ締め、全身を貫つらぬく衝動に耐たえる。

（無理！　無理！　尊いが過ぎる！　こんなの死んでしまいますっ……！）

　胸が熱くて、痛いほど締めつけられて、息が詰まる。

（すごいっ！　恥ずかしいけれど、めちゃくちゃ嬉うれしいっ！　まさか、実際に膝枕で眠るリヒト殿下を見られるなんて！　こんな無防備な姿、主人公だけにしか……）

　瞬間、全身から血の気が引く。レティーツィアは愕がく然ぜんとしてリヒトを見つめた。

　そうだ。本来、リヒトがこれほど無防備な姿を見せる相手は、レティーツィアではない。はじめて恋こいをした相手──マリナ・グレイフォードのはず。

「ッ──！」

　思わず叫さけび声ごえを上げそうになるのを、両手で口を押さえて堪こらえる。

　その手がガクガクと震え出す。目の前が真っ暗になって──レティーツィアはギュッと目を瞑つぶった。

（ああ、そうだ！　細部は違うけど、これはイベントスチルにあった光景だ！）

　ゲームでは、温室だった。リヒトは体調を崩していることを周囲に悟さとられぬよう、誰も来ないはずの温室へ行く。しかし予想に反して、そこには主人公の姿が。

　主人公はリヒトの顔色の悪さにいち早く気づき、一人で誰にも知られずに休める場所を探して出て行こうとするリヒトを止める。

　そして、「膝ぐらい貸せますから、どうか休んでください。人目が気になるなら、誰も来ないように私が見張っていますから。どうかお願いします！」と逆に頼たのみ込む。

　リヒトは自分を心配して──自分のために必死に頭を下げる健けな気げな主人公に心打たれ、はじめて他人に弱った無防備な姿を晒さらすのだ。

（場所も、膝枕に至るまでの展開も、全然違う。違うけど、これは……）

　体調を崩している様子はないし、シナリオでは主人公に押し切られるような形だったが、今はむしろリヒトが能動的に動いていた。何もかもが違う。違うけれど──。

（でも、イベントスチルにそっくりだわ）

　目の前の光景もイベントスチルも『膝枕で眠るリヒト』には違いないわけで、似ているのは当然の話なのかもしれない。

　しかし、ゲーム内のリヒトは、レティーツィアに無防備な姿を晒すような真ま似ねは絶対にしない。レティーツィアはもちろん、イザークにすら弱みを見せたくなかったからこそ、リヒトは誰にも知られず休める場所を探して──温室を目指したのだから。

（どうしてっ……!?）

　ここは『六恋』の世界だ。それは間ま違ちがいない。

　それなのに、どうしてシナリオや設定とこうも違うことが起こるのか。

（どうしてシナリオどおり進まないの!?　何が悪いの!?）

　わからない。いったい何が起こっているのか──。

「……？　レティーツィア？」

　レティーツィアの様子がおかしいことに気づいたリヒトが、ふと目ま蓋ぶたを持ち上げる。

　そして、ハッとした様子で息を吞むと、素早く起き上がった。

「おい！　どうした！　何を震えている」

　大きく力強い手が、レティーツィアの震える肩をつかむ。

（どうすれば、いいの……!?）

　マリナ・グレイフォードにはかかわらないようにしている。

　あえてリヒトと一緒にいない時間を作って、彼女が行動しやすいようにもした。

　レティーツィア自身、シナリオやキャラクター設定から大きく外れた行動をしないよう心がけている。

　それなのに──どうしてこんなにもゲームとズレてしまっているのか。

（どうすれば、正常に物語が進むの!?）

　このままシナリオや設定を裏切り続けたら──いったいどうなってしまうのだろう？

　それでも別の形で『破滅』という結果に行きつくのか、ヒロインが現れなかった場合の予定どおり、リヒトと結けっ婚こんして一国の皇后となるのか。

　しかし、ここはあくまで乙女ゲームだ。シナリオどおりに一いっ切さい話が進まず、ヒロインがどの攻こう略りゃく対象とも恋れん愛あいをはじめられないなんてことが、はたしてあるのだろうか？

　乙女ゲームが乙女ゲームとして成立しなくなれば、その先に待ち受けるのは!?

（ゲームのバグは、修正されるもの……）

　何が起こるかわからない。

　この世界がなくなってしまうことだって、ありえるのでは──!?

「……ッ……！」

　すさまじい恐きょう怖ふに、心が侵しん食しょくされてゆく。

　レティーツィアはブルブルと震えながら、頭を抱かかえ込んだ。

「レティーツィア！　どうした！」

　優しく、温かく、頼もしい手が、レティーツィアを包み込む。

「おい！　レティーツィア！」

　何をすればいい？　どんなことだってする。努力するのは得意だから。どんなことでもやり遂とげてみせるから。──教えてほしい。どうすれば、この間違いを正せるのか。

「遅おくれて申し訳ありません！　レティーツィアさ……」

　薔薇の小径からエリザベートの声がする。走ってきたのだろう。息が弾はずんでいる。

　レティーツィアを抱だき締めるリヒトが身動きしたのと同時に、リヒトの存在に気づいたエリザベートがひどく上うわ擦ずった叫び声を上げる。

「リ、リヒト殿下!?　いいいいいらっしゃるとは知らず、ご無礼を！」

「いい！　頭を上げろ！　お前、最近レティーツィアと昼休みを過ごしている者だな!?」

「は、はい！　あ、あの……！」

「レティーツィアの様子がおかしい！　お前、イザークのいるサロンはわかるな!?」

　レティーツィアを抱く腕うでに力がこもる。

　ハッと息を吞む音が響く。状じょう況きょうを把は握あくできていないながらも、レティーツィアのために自分がすべきことを見定めたのだろう。続いて聞こえたエリザベートの声からは、焦あせりも戸惑いも綺麗に消え去っていた。

「はい！　存じて上げております！　お知らせすればよろしいですか!?」

「ああ！　医務官を呼べと伝えろ！　あとはイザークに任せればいい！」

「かしこまりました！　すぐに！」

　走り去ってゆく足音を聞きながら、レティーツィアは奥歯を嚙み締めた。

（ああ……。殿下にも、エリザベートさんにも、迷めい惑わくをかけてしまった……）

　しっかりしなければ。騒さわぎにしては駄目だ。本当のことは決して言えないのだから。

　ここが乙女ゲームの世界であるなどと。

　あらかじめ定められた設定やシナリオが存在するなどと。

　前世を異世界で生きていた自分は、それを知っているなどと。

　しかし今、その設定やシナリオどおりにことが進まず、ショックを受けているなどと。

（そんなことは、絶対に言えやしないのだから……）

　誰にも、噓はつきたくない。心配してくれる人たちには、なおさら。

　だからこそ、それにかんする不安や懸け念ねんは一切表に出してはいけない。

　すべて、レティーツィアの胸の内だけに留とどめておかなくてはならないのに。

「……っ……」

　わかっているのに──ショックと未来への不安と恐怖から、震えが止まらない。

（でも、駄目……。事情を話せない以上、殿下を煩わずらわせては……）

　レティーツィアはなんとか自分を奮い立たせて、手でそっとリヒトの胸を押した。

「申し訳ございません。少々、取り乱しました。もう大だい丈じょう夫ぶですから……」

「黙だまっていろ」

　ピシャリと言われて、思わず首をすくめる。

「ほ、本当に申し訳ありません！　くつろぎの時間に、こんな……わたくしごとで殿下のお手を煩わせてしまいまして……。あの、殿下はお食事もまだのご様子。わ、わたくしはもう大丈夫ですから……」

「……お前はいつもそうだな」

　震えながら謝るレティーツィアに、リヒトが少し憮ぶ然ぜんとした様子で呟つぶやく。

「え……？　いつ、も？」

　なんのことだろう？　リヒトの前で体調を崩したことなど、今までにあっただろうか？　これがはじめてだと思うのだけれど。それなのに──いつも？

　わけがわからない。だが、その意味を悠ゆう長ちょうに考えている場合でもない。

　レティーツィアは再び、今度は両手でやんわりとリヒトの胸を押した。

「あ、あの、殿下？　ありがとうございます。イザークを呼んでくださったので、あとはわたくし一人でも大丈夫ですから……」

「黙っていろと言った。三度は言わんぞ」

　けれど、今度はため息交じりに──しかし先ほどよりも強めに言われてしまう。

　そして、レティーツィアを抱く腕は微塵も緩ゆるまない。

　これ以上言えば本格的に怒おこらせてしまうだろう。これはもう大人しくしているしかない。

（甘えてはいけないのに……）

　だが、そんな思いに反して──力強く、頼もしく、そして温かく、優しい腕に包まれて、少しずつ心が凪ないでゆく。落ち着きを取り戻してゆく。

「…………」

　レティーツィアはゆっくりと目を閉じた。

（幸せになっていただきたいのに……）

　破滅は絶対に回避したい。

　それ以上に、推しには──リヒトには、誰よりも幸せになってほしい。

　国や政治的な駆け引きのためレティーツィアではなく、本当に愛する人マリナと結ばれてほしい。

　だから、シナリオどおりに進んでほしいのに。

（うまくいかない……）

　それが、何よりももどかしい──。
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「もう大丈夫なんですか？　レティーツィアさま」

　ノックの音に続いてドアが開き、ケイトが──そしてエリザベートが入ってくる。

　気持ちを整理して落ち着きを取り戻すため、ベッドの上で書類をめくっていたレティーツィアは、「まぁ……」と目を見開いた。

「お見み舞まいに来てくださったの？　エリザベートさん」

「あのあと早退なさったってイザークさまから伺うかがって、心配で。レティーツィアさま？　何をされているんですか？　ちゃんと休んでいないと駄目じゃないですか」

　エリザベートが少しだけ視線を鋭するどくして、ケイトがベッド脇わきに用意した椅い子すに座る。

　レティーツィアは苦く笑しょうして、書類をシーツの上に置いた。

「ごめんなさいね。でも、大丈夫よ。少し取り乱してしまっただけなの。本当は、早退の必要だってなかったのよ？　体調を崩したわけではないのだから。それなのに、その……リヒト殿下が……」

　早退しろと言って譲ゆずらなかったのだ。

「お元気ならいいんですけど……。でも、いったい何にそんなに取り乱されたんです？　早退させられるってよっぽどだと思うんですけど……」

　エリザベートが小首を傾げる。

（まぁ、当然そこはツッコまれるよね）

　どうしよう。レティーツィアはしばらく考え、なんとか捻ひねり出した理由を口にした。

「で、殿下が……その……いつもなら絶対にしないコトをなさったので……」

「……！」

　一いっ瞬しゅんポカンとしたあと、エリザベートがかぁっと顔を赤らめる。

「そ、そんな……リヒト殿下……。ま、学まなび舎やで……？」

　そのまま熱くなった頰ほおを両手で包んで、俯き──恥じらう。

（ああ、絶対誤解されてる。でも、詳しょう細さいを伏せつつ、それでいて噓もつかないとなると、ほかにどう言っていいかわからないのよね）

　エリザベートの中で、リヒトはいったい何をやらかしたことになってしまったのだろう。申し訳ないと思いつつ──訂てい正せいはしない。深く追つい及きゅうされたら困るからだ。

「そ、そうですよね！　美しい薔薇に囲まれて、お二人きりだったんですもの！　無ぶ粋すいな詮せん索さくをして申し訳ありません。これ以上は訊きませんし、もちろん誰にも言いませんから、どうかご安心なさってください！」

「え、ええと……あ、ありがとう……」

　レティーツィアは引ひき攣つった笑いを浮うかべて、早々に話題を変えた。

「そ、それより……エリザベートさん。こちらを見ていただけないかしら」

　先ほど手にしていた書類を、エリザベートの前に差し出す。

「アーレンスマイヤー家が出資している『ヴァイス商会』というものがあるのだけれど、そこでは低価格で高品質な日用雑貨品を取り扱あつかっているの」

　エリザベートがとんぼ眼鏡を押し上げて、書類に顔を近づける。

「万年筆やつけペン、インク、ペーパーウェイトなどの文具、タオルに、ハンカチーフ、ポーチ、手て袋ぶくろやリボンなどの日用品で、六色展開できそうなものがいくつかあったので、ためしに学園島のお店に卸おろしてもらおうと思って……」

「……！　六色展開を？」

「ええ。この学園島には、ヴァイス商会が取引を行っているお店が三店あるの」

　傍かたわらに置いていた地図を、シーツの上に広げる。

　学園島は、島の中心に六聖エテルネ学園があり、その周りを学生街が取り囲んでいる。

　その学生街を取り囲むように、尊き方々の邸てい宅たくや貴族たちのタウンハウスが立ち並ぶ。

　その高級住宅街を囲むのが、新興富裕層ブルジョアの住宅や、新興富裕層のための学生寮りょう。

　そして、一番海に近いのが、中流階級・庶しょ民みんのための学生寮が並ぶ地域だ。

　国がある方角に住むというのが暗黙の了解となっているため、学生街も高級住宅街も、南はヤークートの、北はヴェテルの色や文化に溢あふれている。シュトラールは北西だ。

　レティーツィアは学生街の北西を指し示した。

「学生街に二店、高級住宅街に一店。高級住宅街のほうはなんの問題もないのだけれど、こちらとこちらの学生街の二店で、実は少し困っていて……」

「何か問題が？」

「変な意味に捉えてほしくはないけれど、ヴァイス商会は上流階級向けの取引が中心なの。先ほど、わたくしは『低価格で高品質』と言ったけれど、それはあくまでも貴族の目線での話で……」

「……！」

「学生街は、身分問わず利用できる『学生たちのための店』が立ち並ぶ場所。わたくしも、何度かお茶をしに行ったわ。だけど学生街で、文具や日用雑貨を買ったことはないのよね。お店に入ったことはあるけれど……」

「なるほど。つまり、学生街で求められる質や価格帯がわからないということですか？」

「そうなのよ。貴族向けの物より質を落として、そのぶんお安くしたいの。でも質を落とすにも限度があるはずだし、価格だって、わたくしたちが思う『安い』と、中流階級や庶民のみなさまのそれとでは大きく違うでしょうし……」

　レティーツィアは「適正がわからなくて」と呟き、再び肩をすくめた。

「学生街にある二店に卸している商品も、メインターゲットはやっぱり貴族なのよ」

　取り扱っている商品の一覧を手て渡わたすと、エリザベートがざっと目を通して眉をひそめる。

「たしかにこのお値段ではちょっと手が出ませんね。物によっては、うちでも厳しいかもしれません」

　下手な貴族よりも裕ゆう福ふくな新興富裕層でそれなら、よっぽどだろう。

「でも、尊き方々に憧あこがれる気持ちに、貴族も庶民も関係ないわ。むしろ庶民のみなさまのほうが、その気持ちは強いかもしれない」

　別世界の方々だからこそ、手が届かないからこそ、焦こがれる──。

　その気持ちは、痛いほどよくわかる。

（私の場合は、そもそも次元から違ったものね……。二次元と三次元……）

　わかるからこそ──身分関係なく楽しめるようにしたい。想おもいに貴き賤せんなどないのだから。

「できれば、欲ほしいと思ったすべての方に手に取っていただけるようにしたいのだけれど、どうしたらいいかしら？」

「そうですねぇ……」

　エリザベートは書類を見つめたまま少し考えると、顔を上げてにっこりと笑った。

「では、今度の休日、一緒に学生街を巡りませんか？」

「学生街を？　ああ、市場調査ということ？　それはもちろん……」

「それも馬車ではなく、歩いて。一日かけてぐるりと一周──はできるかわかりませんが、それを目指して」

　その思いがけない言葉に、目をぱちくりさせてしまう。

「え？　あ、歩いて……？」

「ええ！　踵かかとの低い歩きやすい靴くつに、ドレスではなく制服のような軽装ワンピースで。気になった店にはすべて入りましょう。疲つかれたら甘いものを食べて──自由に。気ままに」

　エリザベートがトントンと手で胸を叩たたいて、「私たちや、庶民のように、です」と言う。

「もちろん、お供は連れずに。警護もとくに必要ないと思います」

「ええっ!?　警護も？　そ、それは……」

「大丈夫ですよ。学生街ですもの。治安が悪いなんてことはありませんし」

　戸惑うレティーツィアの顔を覗のぞき込み──エリザベートがにんまりと笑う。

「そんな経験、ないんじゃないですか？　レティーツィアさま」

　たしかに──レティーツィアになってからは、ない。

　レティーツィアにはアーレンスマイヤー公爵令嬢という身分と、シュトラール皇国第一皇子リヒト・ジュリアス・シュトラール殿下の婚約者という立場がある。ゆえに、決して軽けい率そつな行動はすまいと、それによって家やリヒトに迷惑をかけまいと、常に心がけてきた。

（だから、自由に街歩きをするだなんて、そもそも考えもしなかったのだけれど……）

　しかしたしかに、実際に中流階級や庶民向けの商品を見て、触れて、お客の声や反応も見て、聞いて、店の従業員の視点や意見も得られたら──これ以上のことはない。

　それに──。

　ほんのりと上気した頰を隠すように、レティーツィアは下を向いた。

（街歩き……したいかも……）

　前世の記憶が甦よみがえったからこそ思い出した、あの楽しさ。

　自由に、気ままに、そして気軽に、友達と歩いてみたい。

　だが──それは今のレティーツィアに許されることなのだろうか？

　レティーツィアはしばらく考えると、おずおずと顔を上げてエリザベートを見た。

「正直に言うと、すごく行きたいわ。でも、わたくしにはリヒト殿下の婚約者としての立場もありますから、軽々しく頷くわけには……」

「ええ、もちろん。これはあくまでも、私からの提案です」

　エリザベートが何度も頷きながら、にっこりと笑う。

「そうすれば、レティーツィアさまが求めているものを知ることができるのではと思っただけです。実際には、レティーツィアさまのお立場を考こう慮りょして、どこまでならば譲じょう歩ほできるかという調整が必要になるとは思いますが……」

　そう言いながら、ドアの前に控えているケイトに視線を向ける。

　ケイトは少し考えると、「そうですね」と頷いた。

「従者も護衛もなしでというのは、承服いたしかねます。しかし、従者ではなく先せん輩ぱい後こう輩はいの間あいだ柄がらとして、イザークさまに同行をお願いするなどすれば、ご希望に近い形で街を巡ることも可能になるかと思いますが」

「……！　イザークに？」

「ええ。イザークさまは、リヒト殿下の頭脳ブレーンであり、従者であり、護衛です。生来の底意地の悪さも手伝って、戦せん闘とうでイザークさまに勝てる者はそういないと伺っております」

「底意地の悪さ？　たしかにあの男は性格が悪いけれど、それが戦闘に関係あるの？」

「勝つためなら、どんな卑ひ怯きょうな手も平気でお使いになるそうで」

　──そうだった。そして、かなり腕も立つという設定だった。ゲームにそんなシーンがないから忘れがちだけれど。

　考え込むレティーツィアに、ケイトがさらに続ける。

「休日とはいえイザークさまをお借りするとなれば、リヒト殿下に無断でというわけにはまいりません。ですから、『お忍しのび』という感覚ではなく、あらかじめ目的をお話しして許可をいただきましょう。そうすれば、少なくとも何かあった際、リヒト殿下がまったく何も知らなかったという事態は避けられます」

「……！　あらかじめ、巻き込んでしまうということ？」

「ええ。何かあって、はじめてご報告するよりはそのほうがよろしいかと」

　考えもしないことだった。だが、推しの色の文具や日用品を揃そろえたいなどという私的な理由で、そんなことをしてもいいのだろうか？

　悩なやむレティーツィアを──さすがは侍じ女じょ。主人の『行きたい』という気持ちを汲くんで、後あと押おししてくれる。

「目で見て、耳で聞いて、肌で感じる。市場調査においてそれ以上のことはないでしょう。そしてそれは、レティーツィアさまが計画なさっているほかの案件にも必ず役に立ちます。殿下にお願いしても、よろしいと思いますよ」

　レティーツィアは弾かれたように顔を上げ、ケイトをまじまじと見つめた。

「そうか……そうよね……。そのとおりだわ……」

　それならお願いしてもいいかもしれない。

「ほかにも、何かなさるおつもりなんですか？」

　エリザベートが聞き捨てならないとばかりに、眼鏡をくいっと持ち上げ、身を乗り出す。

「それはやはり、尊き方々にかかわることだったりするんですか？」

「そういうものもあればそうでないものもあるけれど、どちらにしろエリザベートさんはとてもお好きだと思うわ」

　どれもこれも乙女心がときめくものだから。

　レティーツィアの言葉に、エリザベートが顔を輝かせる。

「もう少し形になったら、また相談に乗ってくださるかしら？」

「もちろんです！　私でよろしければ！　わぁ、なんでしょう？　ワクワクします！」

　エリザベートが胸の前で両手を握り合わせて、頷く。

　レティーツィアはにっこりと笑って、ケイトを見上げた。

「たしか、次の日曜日にご公務はなかったはず……よね？　殿下個人のご予定は存じ上げないけれど」

「そうですね。お願いしてみるには、ちょうどいいタイミングかもしれません」

　ケイトが頷く。

　レティーツィアはエリザベートに視線を戻して、さらに笑えみを深めた。

「じゃあ、街歩きの件、リヒト殿下にお話ししてみるわ」
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　それはある意味──想定内のことではあった。

　しかし、完全に油断していた。

　六聖エテルネ学園では、月一回──あるいは二回、土曜日の午後にお茶会が行われる。

　主しゅ催さい者は六聖エテルネ学園だったり世界六国だったりと、その時によって違うけれど、今回はシュトラール皇国。つまり、リヒト主催のお茶会だ。

　そして、明日は日曜日──街歩きの予定が入っていた。

　イザークを通じてリヒトに駄目元で打だ診しんしたところ、なんと許可をもらえたのだ。

　それで──浮かれていたのもあると思う。

「きゃあっ！」

　悲鳴とともに、背中に衝しょう撃げきが。続いて、何かをひっくり返したような音が響き渡わたる。

　レティーツィアは驚き、後ろを振ふり返った。

「ッ……！」

　瞬間、全身に緊きん張ちょうが走る。レティーツィアはお腹なかの前で両手を握り合わせた。

　そこに膝をついていたのは、マリナ・グレイフォードだった。

　煉れん瓦がタイルの上には、ぐちゃぐちゃになったスイーツと無む惨ざんに割れた皿とティーカップ。脇に転がっている銀のトレーには、ほかにもミルクジャグや砂糖入れを載のせていたらしく、どちらも割れて、地面を盛せい大だいに汚よごしてしまっている。

　チョコレート色の髪もびっしょりと濡ぬれてしまっていて、毛先から雫しずくがポタポタと制服に滴したたり、紅茶色の染しみを作っていた。

「……う……」

　小さく呻うめいて、マリナが緩かん慢まんな動きでレティーツィアを見上げる。

　そして、その甘いトリュフショコラのような目から、みるみるうちに涙なみだが溢れた。

「ひ、ひどい……！　ひどいわ！」

　クリームや紅茶で汚れた両手で顔を覆い、そのままわぁっと泣き出す。

「え、ええっ……!?」

　予想外のできごとに、呆然としてしまう。

（ちょっと待って？　いったい何が起こっているの？）

　わけがわからないものの、とりあえず放っておくわけにもいかない。レティーツィアは素早く傍にかがんで、マリナに手を伸ばした。

「マ、マリナ・グレイフォードさん、大丈夫……」

「どうして突つき飛とばしたりするんですか!?　私、レティーツィアさまに何かしました!?」

　その手を振り払って、マリナが嚙みつくように叫ぶ。

　レティーツィアはポカンとして首を傾げた。

『ぶつかった』ならまだしも『突き飛ばした』というのは、さすがに事実無根が過ぎるのではないか。

（私、動いてもいなかったのだけれど……）

　いったい何がどうなっているのだろう？　ゲームでは、こんな展開はない。少なくとも、リヒトルートには。悪役令嬢としてのレティーツィアは厳しく激しい言動を辱はずかしめや虐いじめと受け取られてしまうだけで、直接的な嫌がらせ等をすることは一切ないからだ。

「どうして、いつも！　いつもっ……！　弱い者虐めはそんなに楽しいですか!?」

「え……？」

　思わず、目を見開く。

　その台詞せりふには、覚えがあった。

（たしか、ゲーム中ちゅう盤ばんの……レティーツィアがいつものようにヒロインのマナーの悪さをつぶさに指し摘てきして、激しく叱責した時の言葉じゃなかった？）

　レティーツィアはハッとして、周りを見回した。

　すでに多くの生徒が、なんだなんだと興味深げにこちらを見ている。

　この状況──多くの者の目には『レティーツィアにひどいことをされたマリナ』としか映らないだろう。

　レティーツィアはわんわん泣くマリナを見つめて、ゴクリと息を吞んだ。

（もしかして、シナリオとは違うイベントが起きた……？）

　虐めてなどいないのに、本人や周りにいた者たちに、虐めだと受け取られた。

　その『結果』を導き出すために──？

　今回のお茶会の主催者──そして責任者は、リヒトだ。つまり、何かトラブルがあれば、必ずリヒトの耳に入る。

　リヒトが一向に彼女に興味を持たず、それどころか鬱うっ陶とうしがって敬遠しはじめたため、最近マリナはリヒトにろくに近づけていないと聞いている。

　シナリオが消化されずゲームが進まないことで、軌き道どう修正の強制力が働いたとか、そういうことなのだろうか？

（シュトラール皇国主催の茶会で、リヒト殿下の婚約者が庶民に嫌がらせをしたとなれば、リヒト殿下自身が事態の収しゅう拾しゅうに動かなくてはならなくなるものね）

　それは、リヒトがヒロインとかかわらざるを得なくなるということ。

「……！」

　心臓が高鳴る。

　この一件をきっかけにいろいろと軌道修正されて、シナリオどおりに進むようになってくれたら、それ以上のことはない。

　何もしていないと否定するのは簡単だが、それでは結局のところ何も変わらないのではないか。それならば、一度ぐらい悪役令嬢らしく悪役をやったほうが、二人が急接近するいいきっかけとなるかもしれない。

　リヒトの幸せを考えるのであれば、ここはこの状況に全力で乗っかるべきだろう。

　レティーツィアとしては、リヒトが心の底から好いた人と結ばれて幸せになったうえで、自身の破滅を防げればいいのだから。

（一度や二度の嫌がらせぐらいで、『生涯ながのお預け』をくらったりはしないだろうし）

　少々評判が落ちるぐらい、どうってことはない。

　将来的に婚約破は棄きするなら、悪評でリヒトに迷惑をかける心配もないわけで。

「…………」

　レティーツィアは立ち上がって、素早く地面に視線を走らせた。

　今回のお茶会は、三つの中庭に薔薇園、温室のある植物園、貴族専用カフェテラスと、会場が分散している。

　みなが好みに合った場所でゆったりくつろげるようにと、場所により会場の飾りつけやテーブルセッティング、食事形式など、すべてが違う。提供される飲みものやスイーツの種類もそれに合わせて考えられているため、やっぱり会場によってまったく違う。

　ここは東側の中庭。会場もテーブルのセッティングも、しっとりと落ち着いた和風──つまりアフェーラ風だ。提供される飲みものやスイーツも、アフェーラ風のものばかり。

（でも、マリナが手にしていたのって……）

　床ゆかで無惨な姿を晒しているのは、クリームたっぷりの生ケーキだ。そして、彼女からは花の香りがする。

（もしかして、エメロードの花紅茶……？）

　思わず、眉をひそめる。なぜ、ひっくり返したものがアフェーラ風のものではないのだろう？　これでは、まるで──。

「どうしました!?」

　嫌な予感に心がざわめく。と──その時、中庭にイザークの声が響く。レティーツィアはギクリとして身を強こわ張ばらせた。

（イザーク……！）

　よりによって、イザークが来るなんて。このお茶会の運営に携たずさわっている者はほかにもたくさんいるのに。

　イザークがこちらへ駆けてくる。レティーツィアは舌打ちしたい気分で下を向いた。

　相手がイザークでは駄目だ。誤ご魔ま化かせるはずがない。

「レティーツィアさまが！」

　そんなレティーツィアの思いを知る由よしもなく、涙に汚れた顔を上げてマリナが叫ぶ。

「私を突とつ然ぜん突き飛ばしたんですっ！　私、私……何もしてないのに……！」

「レティーツィアさまが……？」

　イザークがマリナを見る。

　穏おだやかで柔やわらかなその目に一瞬鋭い光が走ったのを、レティーツィアは見み逃のがさなかった。

（ああ……もう気づいた……）

　さすがは、リヒトの頭脳だ。レティーツィアはそっとため息をついた。

「以前から、そうなんです！　レティーツィアさまは、なぜか私を目の敵かたきにしていて！　誰も見ていないところで嫌がらせをするんです！　私、つらくて……！」

　マリナが再び両手で顔を覆う。

「今日も……私、本当に何もしてないんです！　ただ純じゅん粋すいに、お茶会を楽しんでいただけなのに！　それなのに、突然……！」

「純粋に、お茶会を楽しんでいただけ？」

「ええっ！　だって私、今日を楽しみにしていたんです！　このお茶会は、シュトラール皇国主催！　リヒトさまが、みなをもてなしてくださるって……！」

　マリナがひときわ大きな声で叫んだ瞬間、中庭の入り口方向でざわめきが起こる。

　レティーツィアは──そしてマリナも、ハッとしてそちらに視線を向けた。

「……！　殿下……！」

　リヒトが足早にこちらへと歩いてくる。

　イザークが素早くリヒトに駆け寄より、そっと耳打ちをした。

　すぐさま、金の双眸がマリナの前に落ちている銀のトレーを映す。

　レティーツィアは奥歯を嚙み締めた。

「あ、ああ……！　ああ……！」

　マリナの目から大おお粒つぶの涙が零こぼれる。

「こ、こんな……ぐちゃぐちゃになった姿を……リヒトさまに見られてしまうなんて！　ひどい！　ひどい！　レティーツィアさまひどいっ！　そんなに私が嫌きらいなんですか!?　私、何もしてないのにっ！」

　その涙に濡れた目で、レティーツィアを激しくねめつける。

「──レティーツィア」

　近づいてきたリヒトが、ひどく硬こう質しつな声でレティーツィアを呼ぶ。

　レティーツィアはビクッと身を震わせて──目を伏せた。

「不注意で、ぶつかってしまったことは事実ですわ……」

　──それ以上、言いようがない。

　すでに、マリナの発言に不自然な部分が多々あることは、イザークがリヒトに報告しただろう。それらをすべてまるっと無視して『はい、私がやりました』と噓をつくことに、意味があるとも思えない。

「っ……！　あれをぶつかったって言うんですか!?　過失だったと!?　噓つきっ！」

　俯くレティーツィアに、マリナがさらに咬かみつく。

　リヒトは一つ息をつくと、マリナの前に膝をついた。
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「マリナ・グレイフォードだったか。……大丈夫か？　怪け我がは？」

「リヒトさま……！」

　マリナがぱぁっと顔を輝かせる。レティーツィアは息を詰め、大きく目を見開いた。

　なぜだろう？　胸が引き裂さかれてしまいそうなほど痛む。

　レティーツィアは震える手で胸もとを押さえた。

「は、はい！　怪我はありません！　でもっ……！」

「そうか。それならよかった」

　ひどく嬉しそうなマリナの言葉を遮って、リヒトがスラリと立ち上がる。

「イザーク。彼女を医務室へ。火傷やけどをしていないかなど、念のためにチェックを。制服は新しいものを一式用意するように。──任せるぞ」

「──は」

　イザークが頭を下げ、リヒトが素早くきびすを返す。

　マリナは愕然として、汚れた手をリヒトへと伸ばした。

「えっ!?　ま、待ってください！　あの……リヒトさまは……」

「私はここで片づけの指示をしなくてはならない。ここにいた者たちに騒がせてしまった詫わびも必要だ」

「で、でも、私はリヒトさまと……！」

「私と？　なんだ？　何かほかに目的があるのか？　まさか、君は私といたいがために、こんな騒ぎを起こしたのか？」

　リヒトが肩かた越ごしにマリナを振り返る。

　彼女を映した金の双眸に凶きょう暴ぼうな光が宿って、マリナは顔色を失なくして首を横に振った。

「違っ……！　それに、騒ぎを起こしたのは私じゃなくて、レティーツィアさまで……」

「だったら、イザークとともに医務室へ。イザークのほうが適切な処置とケアができる。君にもそのほうがいいはずだ。なにせ私は、医務室の場所もろくに知らないからな」

　それだけ言って、リヒトが再びマリナに背を向ける。

「大丈夫だ。この件をうやむやで済ます気はない。レティーツィアからも、ちゃんと話を聞いておく」

「っ……！　レティーツィアさまが、本当のことを言うはずがありません！」

「そうかもしれない。だが、君が噓をついていないという保証もない。条件は同じだ」

　マリナがグッと言葉を詰まらせる。

「で、でも……！」

「君の言い分は、すでにイザークが聞いている。同じように、レティーツィアからも話を聞く。それでこそフェアだろう？　安心しろ。婚約者だからといって、レティーツィアの話を鵜う吞のみにしたりはしない。きちんと双そう方ほうの意見を精査する。約束しよう」

　その言葉に、マリナが沈ちん黙もくする。

　──完璧な対応だと思った。完璧に、新たなきっかけを封ふうじてしまった。

　これでは、何もはじまりようがない。

（軌道修正の強制力が働いたんじゃなかったの……？）

「では、マリナ・グレイフォードさん。こちらへ」

「……ッ……！」

　呆然とするレティーツィアの視線の先で、マリナが悔くやしげに奥歯を嚙み締める。

　しかしそれ以上は何も言わず、マリナはイザークの手を借りてさっさと立ち上がると、ひどく憎にく々にくしげにレティーツィアをにらみつけて──背を向けた。

　そのまま中庭を出てゆく二人の背中を見送って、リヒトはパンパンと手を叩いた。

「騒がせてすまなかった。ここに運よく居合わせてしまった者は、後日私の私的な茶会に招こう」

　その言葉に、その場にいた生徒たちが一様に目を見開き、わっと歓かん声せいを上げる。

「だから、もうしばらく君たちの時間をくれ。まもなく運営の者がここに来る。その者に、君たちの学年・クラス・名前を伝えてほしい。それがわからないと、招待状を送ることができないからな。汚してしまった場所も、すぐに片づける。本当にすまなかった」

　リヒトがみなをぐるりと見回し、深々と頭を下げる。

　レティーツィアもそれに倣う。せっかくのお茶会なのに不快な思いをさせてしまった。本当に、申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

「もし、トラブルの詳細を見ていた者がいたら、その話も──ああ、来たな」

　中庭に金色の腕わん章しょうをした者が入ってくる。リヒトのタウンハウスを切り盛りしている執しつ事じの一人だ。

「彼に話してくれるとありがたい。見ていない者は──」

　リヒトは笑みを消すと、その形のよい唇にそっと人差し指を当てた。

「不用意な噂うわさ話ばなしはしないように。真しん偽ぎが定さだかでない話を責任も取れないのに広める行こう為いは、君たちの品位を下げる。──わかるな？」

　生徒たちが神しん妙みょうな顔をして頷く。

　それを見て満足げに微笑むと、リヒトはレティーツィアの手首をつかんだ。

「……！　殿下……」

「行くぞ。レティーツィア」

　そのまま、レティーツィアの手を引いて歩き出す。

「あ、あの、殿下……。わたくしは……」

「──何も言う必要はない。ちゃんとわかっている。心配するな、レティーツィア」

　まっすぐ前を見つめたまま、リヒトがきっぱりと言う。

　その一言で、胸が苦しいほど熱くなって──息が詰まる。

　レティーツィアは奥歯を嚙み締め、もう片方の手で胸もとを押さえた。

「割れて散らばっていた食器も、潰つぶれていた菓か子しも、ここから一番遠い植物園で提供しているものだ。あれが頭から被かぶっていた紅茶もな。あの花の香りには、イザークでなくとも気づくさ。エメロードの特産品だ」

「……それは……」

「純粋にお茶会を楽しみたいヤツが、紅茶や菓子をその場で口にすることなく、ここまで運んできたんだ。落とせば派手な音を奏かなでる銀のトレーに載せてな」

　レティーツィアは目を伏せた。──そのとおりだった。

　あの場でレティーツィアがマリナを突き飛ばしたとするならば、落として割れた皿も、散らばったお菓子も、頭から被ったお茶も、あの場にあるアフェーラのものでなくては、つじつまが合わない。

「そして、菓子を選んでいるお前に近づいたんだ。突き飛ばすことのできる位置までな。いつも陰でひどいことをされていると言いながら、だ。本当に虐められていたら、普ふ通つうはお前がいるのに気づいた瞬間、そっと逃にげるだろうに」

　校舎に入って──ようやくリヒトが足を止め、レティーツィアを見る。

「不自然なことこの上ない。あれの言葉は信じられん」

「っ……殿下……」

「なんて顔をしている。もしかして、追及されるとでも思っていたのか？」

　リヒトが目を細める。

　その優しい笑え顔がおに、大きな音を立てて心臓が跳はねた。

「馬鹿なことを。お前に非がないことぐらい、一目でわかる」

「……っ……」

　胸が震える。レティーツィアは口もとを手で覆って、下を向いた。

「……殿下……」

　言葉の一つ一つが、胸に沁しみる。嬉しくて、嬉しくて、涙が溢れてしまいそうだった。

　どうしてだろう？　喜んでいられる状況ではないのに。

（これでまた、彼女の印象が悪くなってしまったのに……）

　これでは、シナリオから遠ざかってゆくばかりなのに。

　それでも──嬉しいと思ってしまう。嬉しくてたまらない。

「──なんだ。どうした？　当たり前のことだ。感動するようなことでもないだろう」

　からかうように言って、リヒトがレティーツィアの頭をぐしゃぐしゃと撫なでる。

　それもまた、嬉しい。胸が締めつけられる。

（主人公マリナと……うまくいってほしいのに……）

　その気持ちに、噓はないのに。

　それなのにリヒトがマリナに優しい言葉をかけた瞬間、とてもショックだった。嫌だと思ってしまった。

　これで、シナリオどおりに進むようになるかもしれないのに、嫌だと。

「……殿、下……」

　キツく唇を嚙み締める。

（どうしちゃったの？　私……）

　マリナとうまくいって、幸せになってほしいのに。

　だから、シナリオどおりにものごとが進むようになってほしいのに。

　その気持ちに、まったく噓はないのに──。

「……どうした。そんなに、いじめっ子扱いされたのが堪こたえたのか？」

　リヒトがそっとレティーツィアを抱き寄せる。

　ポンポンと、まるであやすように頭を叩かれて、レティーツィアはギュッと目を瞑って、リヒトの胸にしがみついた。




　それなのに、マリナを見ないでと思ってしまった。

　この温かい腕を彼女には渡したくないと──思ってしまった。
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「レレレティーツィアさま!?　こ、これって、いったいどういうことですか!?　わ、わ、私、意味がわかりません！　どうして、ここに殿でん下かが……！」

「だ、大だい丈じょう夫ぶ！　わたくしも、目の前の現実を受け止められていないから！」

　エリザベートがレティーツィアにしがみついたまま、「何が大丈夫なんですかぁ!?」と顔を真っ赤にして叫さけぶ。

　日曜日──街歩きの日。約束の時間にやってきたのは、同行を頼たのんだイザークだけではなかった。その後ろには、なぜか彼の主あるじ──比類なきカリスマの姿が。

　それだけでも驚おどろくべきことなのに、リヒトが身に纏まとっていたのは黒のフロック・コート。

　生き地じと仕立ては間ま違ちがいなく一級品だけれど、装そう飾しょくは一いっ切さいないスタイリッシュかつとてもシンプルなもの。それだけではない。身体からだにピッタリとフィットするウエストコートも、パンツも黒。タイも黒。シャツは鈍にぶいシルバーと、いつもからは考えられない格好だ。

　黒という色のせいか、それともスーツのデザインのせいか、リヒトの芸術的なスタイルが惜おしげもなく露あらわになっていて、言葉にならない。

（どどどどどどうしよう！　かっこよ過ぎて、鼻血が出そう！）

　公こう爵しゃく令れい嬢じょうとして、一人の淑しゅく女じょとして、それはマズい。

　けれど、いつもの神こう々ごうしい姿とは違ちがう──このすさまじい色香のある悪あく魔ま的な美しさの前で、冷静さを保つことなど到とう底ていできるはずもない。

（黒！　黒い殿下！　夢にまで見た、公式の黒リヒト！　リヒト殿下クラスタが切望してやまなかった、あの！）

　もちろんシナリオにはない。となれば当然、スチルなどあるはずもない。前世の自分が知る限り、公式グッズ、イベント限定グッズやコラボグッズなどでは描えがかれていない。二次創作でしか拝むことができなかった──黒いリヒト。

　あまりの衝しょう撃げきに、すぐには受け入れられない。脳が処理をしてくれない。

　ただただ、その素す晴ばらしさに呆ぼう然ぜんとすることしかできない。

「レティーツィアさま、大丈夫ですか？　なんか、今にも死んじゃいそうなんですけど」

　イザークがニコニコしながら言う。プライベートだからだろう。普ふ段だんよりグッと砕くだけた口調だ。若じゃっ干かん小馬鹿にしているような響ひびきが含ふくまれていたのは、気のせいだろうか？

「っ……！　イ、イザーク！　あ、あなたって人は！」

　その言葉でようやく我に返り、レティーツィアはイザークに詰つめ寄よった。

「え？　ああ、すみません。今朝、突とつ然ぜん『同行したい』と申されまして」

　いけしゃあしゃあとのたまうイザークの胸むな倉ぐらをつかんで、引き寄せる。

「平然と噓うそをつくものではなくってよ！　あんなスーツまで仕立てておいて！　どうして黙だまっていたの！」

　およそ王族らしくない、貴族ですら選ぶことはなさそうな装飾なしのフロック・コート。しかも黒だ。シュトラールの正装は白のため、あらたまった場所では絶対に着られない色。この街歩きのためだけに仕立てたとしか思えない。

　レティーツィアの言葉に、イザークが悪びれる様子もなく頷うなずく。

「はい、噓です。レティーツィアさまから相談を受けた時点で自分も行くと仰おっしゃってました。僕としても、承服しかねますと申し上げたんですけど」

「あ、当たり前でしょう！　一国の皇子に街歩きをさせるだなんて！」

「そうですね。でも、僕はリヒト殿下の従者ですから、命令には逆らえないんですよ」

　──よく言う。イザークは、リヒトを止められる唯ゆい一いつの者だ。その自負もあるくせに。

　レティーツィアはイザークをにらみつけたまま、はぁ〜っと息をついた。

「……わたくし、昔からお前のそういうところ、本当に嫌きらいだわ」

「寂さびしいことを言わないでくださいよ。僕はお慕したいしていますよ。レティーツィアさまは本当に面おも白しろい方ですし」

　イザークが爽さわやかに笑う。──だから、そういうところだ！

「そ、それがいい意味でないことぐらい、わからないとでも思って!?」

「あ、大丈夫です。さすがにそこまでは馬鹿にしてないです」

「イザーク！」

「まぁまぁ、時間がもったいないんで、そろそろ行きませんか？」

「〜〜〜〜っ！」

　そうだった！　昔からイザークはレティーツィアに対して、こういう態度だった！

　ゲーム内ではそういったところは描かれていないため、忘れていた。

　ヘラヘラと笑うイザークを渾こん身しんの力でにらみつける。リヒトの側近でさえなかったら、今すぐ不敬罪で投とう獄ごくしてやるのに。

　そんなイザークの隣となりでぷりぷり怒おこるレティーツィアを黙って見ていたリヒトが、ふと、レティーツィアの後ろで未いまだ硬こう直ちょくしたままのエリザベートに目を留めた。

「お前は……たしか、エリザベート・アルディだったな」

「は、は、は、はいいいっ!?」

　リヒトが自分の名前を知っているなんて、思いもしなかったのだろう。エリザベートが素すっ頓とん狂きょうな声を上げて飛び上がり、あたふたとお辞じ儀ぎをした。

「もももも申し遅おくれました！　エリザベート・アルディと申します！　エメロード出身の二年生で……ち、父は貿易商を営んでおります。おおおおお目にかかれて、光栄です！」

「そう固くなるな。先日は、レティーツィアのために走ってくれて助かった。礼を言う」

　リヒトが穏おだやかに目を細める。

　瞬しゅん間かん、エリザベートの目からボロッと大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれた。

「そ、そんな……！　も、もったいないお言葉です！　殿下！」

　そのまま両手で顔を覆おおって、泣き出してしまう。

　イザークが「あ〜ぁ……」とため息をついて、リヒトを見上げた。

「泣かせちゃ駄だ目めじゃないですか。殿下」

「俺は何もしていない」

　その言葉に、思わず目を見開く。

（俺……？）

　レティーツィアは、ポカンとしてリヒトを見上げた。

　今、『俺』と言ったか。リヒトの一いち人にん称しょうは『私』のはずなのに──？

「そ、そうです！　リヒト殿下は何も悪くありません！　で、殿下の尊さに耐たえられないこの目が悪いんですっ！」

　エリザベートがボロボロと涙を零しながら、叫ぶ。

「え？　今、君の目に何が起こってるの？」

「だ、大丈夫？　エリザベートさん」

　ハンカチを差し出すと、エリザベートがベソベソ泣きながらとんぼ眼鏡を外す。

「大丈夫です！　十六年間生きてきて間違いなく今が一番絶頂です！　ただ、そのせいでちょっと汁しるが垂れ流しになっておりますが、どうかご容よう赦しゃくださいっ！」

「し、汁って……大丈夫ならいいのだけれど……」

　激しくしゃくり上げるエリザベートの背中を優やさしくさすってあげていると、イザークがなんだか感心した様子で「ははぁ〜……これはまた……」と呟つぶやく。

「面白い玩具モノを手に入れましたねぇ、レティーツィアさま」

「気のせいかしら？　完全にいい玩具おもちゃと見定めたような口調だけれど」

「まさか。穿うがち過ぎですって。そんなひどい男じゃないですよ？　僕は。ねぇ？　殿下」

「悪いが、俺にもそうとしか聞こえなかった」

　リヒトの言葉に、イザークが「え〜？」と不満げな声を上げる。

　──まただ。

　レティーツィアはふと口を噤つぐんで、チラリとリヒトを見上げた。

（また、俺って……。それに、いつもとなんだか様子が……）

　戸と惑まどうレティーツィアに、イザークがひっそりと「大丈夫ですよ」と囁ささやく。

「素が出てるだけですから。同行したいなら、『皇子』の顔をしていては駄目ですよって申し上げたので」

「素が？」

「レティーツィアさまも、他者の前では模も範はん的な公爵令嬢であるよう心がけておられるでしょう？　常に非の打ちどころのない淑女であるようにと。リヒト殿下の前でも、理想的な婚こん約やく者であるようにと」

「ええ、まぁ……」

「それはリヒト殿下も同じなんです。殿下はわりと表おもて裏うらがないほうですけど、それでもやっぱり違うんですよ。僕や側近の前だけで見せる顔と、レティーツィアさまや世界六国の尊きみなさま、生徒たち。そして国の大臣たちや貴族たち、民たみに見せるそれでは」

　イザークが「お二人だけのことでもありません。僕もそうですし、みんなそういうものだと思います」と言って微ほほ笑えむ。

「そのとおりね。それを表裏なんて言うと、語ご弊へいがあるようにも思うわ。むしろＴＰＯに合わせて態度を変えるのは、社会で生きるうえで絶対必要なこと。王の前でも、民の前でも、家族の前でも、恋こい人びとの前でも、そして敵の前ですらも、一切態度が変わらない人がいるとするなら、それはその人のほうが問題なのだと思うわ」

「仰るとおりです」

　イザークは頷いて──ようやく涙が止まったらしく、深呼吸をしているエリザベートを見て、その目を細めた。

「今回の相談の件で、レティーツィアさまが計画なさっていることをいろいろお伺うかがいして、この市場調査では、レティーツィアさまがただの一人の女の子として、心許せる大好きな友達と最大限楽しむことが重要だと思いました。おそらくそうでなくては意味がない」

　意外な言葉に、目を見開く。

「……それは……」

「必要なのは、等身大の女の子としての視点です。完かん璧ぺきな淑女のそれではなく。ですから、殿下にはきっぱりと言いました。邪じゃ魔まですと。レティーツィアさまが『ただの女の子』でいられない状じょう況きょうを作ってしまっては、わざわざ苦手な僕を伴ともなって街歩きをする意味がなくなってしまいますと」

「……！　そんなことを？」

「ええ。レティーツィアさまが僕に遠えん慮りょすることはないけれど、殿下の前では徹てっ頭とう徹てつ尾び、完璧な淑女であろうとする。それとも、そうさせないことができるとでも仰るんですか？　と言いました」

「そ、そこまで？」

　いくらなんでも、あんまりな言いようではないだろうか。レティーツィアが畏かしこまるのは立場の違いゆえの仕方のないことで、リヒトのせいではないし、そもそもそれは悪いことでもなんでもない。

　啞あ然ぜんとしてリヒトを見る。チーンと鼻をかんでいるエリザベートが珍めずらしいのだろうか？　まじまじとそのさまを凝ぎょう視ししている。

「いつもの殿下なら、それで引き下がったんですけど、今回は逆に火がついちゃいまして。テーラーを呼んで、スーツを作る算段までご自身でつける始末で……」

「えっ!?　あ、あのフロック・コートは、殿下が!?」

「そうです。レティーツィアさま、黒い殿下が見たいと仰ったとか」

「ええ。それを叶かなえてくださったということ？」

「それもあるんでしょうけど、明確な区別をつけるためというのが大きいと思いますよ」

　イザークはそう言って、エリザベートにとんぼ眼鏡をかけてあげているリヒトを示した。

「白を身につけていない。つまり、今はシュトラールの皇子ではないという」

　今は、シュトラールの皇子ではない──!?

「一人称や口調もそのせいです。ごく近しい側近しかいない場所では、殿下はあんな感じなんですよ」

「ああ、素ってそういうこと!?」

「ええ。レティーツィアさまに『ただの女の子』でいてもらうために、殿下は『皇子』の仮面を脱ぬいだんです」

「ッ……！」

　たとえひとときでも、リヒトに皇子の立場を放ほう棄きさせてしまうのはどうなのだろう？　婚約者として、それは間違っているのではないだろうか？

　理性ではそう思うものの──胸は勝手に熱くなってしまう。

「本当に、必死かよって笑っちゃったんですけど」

　イザークが「絶対、自分だけ『ただの女の子』をしているレティーツィアさまを見られないのが悔くやしかったんですよ。本当に殿下ってそういうとこは子どもなんだから」とニヤニヤしながら言う。

　だが、その小馬鹿にしたような呟きは、もうレティーツィアの耳に届いてはおらず──。

　レティーツィアは顔を赤く染めて、両手で口を覆った。

（ああ、嬉うれしい！　めちゃくちゃ嬉しい！　っていうか、リヒト殿下の一人称が『俺』になるなんて展開、ゲームではなかったんだけど!?）

　コミカライズ、ノベライズ作品にも、そんなシーンはなかったはずだ。

　それは──また設定やシナリオを無視した何かが起きていると見るべきなのだろうか？

（それでも、やっぱり嬉しい！）

　もうときめきが止まらない。

　でもそれは、『推おし』の一挙手一投足に萌もえて、心の中でサイリウムをぶん回すのとは少し違う気がする。

『推し』に対してというより、『推し』が自分に対してしてくれたことに特別感を抱いだいて、きゅんきゅんしているような。

　だけど自分は、『推し』との恋れん愛あい──『夢展開』は地じ雷らいだったはずで──。

「レ、レティーツィアさま。お騒さわがせしました」

　エリザベートがフラフラと近寄ってくる。

　レティーツィアはハッとして、わたわたと彼女に向き直った。

「だ、大丈夫？　エリザベートさん」

「はい、視界の尊さにも、ようやく少し慣れてきました」

　その言葉に、イザークが「この子には、いったい何が見えてるんでしょうね？」と笑う。

「じゃあ、出かけられそうかしら？」

「はい、もう大丈夫です。お手数をおかけしました」

　エリザベートがにっこり笑って、頷く。

「よかったわ。それじゃあ──」

　レティーツィアは深呼吸をして気持ちを落ち着けると、リヒトをまっすぐ見つめた。

「さっそく行きましょうか！」

　いつもとは違う──少し砕けた口調に、リヒトが目を見開く。

　その金色に輝かがやく双そう眸ぼうを覗のぞき込むようにして、レティーツィアは悪戯いたずらっぽく笑った。

　リヒトはレティーツィアのために『シュトラール皇国の皇子』の顔を脱いでくれた。

　それなら、自分も今日だけは『完璧な淑女』でも『殿下の婚約者』でもなく──前世と同じ、『ただの女の子』でいよう。

　ただのレティーツィアで、今日という日を思いっきり楽しもう！

「同行を希望したからには、途と中ちゅうリタイヤは許しませんわよ。女の子の買いものは殿との方がたのそれとはまったく違います。ちゃんとついてきてくださいませね？」

　にぃっと唇くちびるの端はしを持ち上げると、リヒトが楽しげに目を細めた。

「……わかった」
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「お、お安いわ……」

　柔やわらかな陽ひの光を浴びてキラキラ輝く粒りゅう子しを含んだ白い石を精せい緻ちに積み上げて造られた建物がズラリと並ぶ、石いし畳だたみの大通り。

　学園島の北東に広がるキュアノス風の街は、エーゲ海のサントリーニ島やミコノス島を思わせる──白が基調となった美しい街だ。そこかしこに配された国のカラーである青が、ひどく映はえる。

　その一角──学生たちに人気だという雑貨店で、レティーツィアは思わず唸うなった。

「え？　なんですか？　……あ、ガラスペンですか」

「ええ、そう。見てちょうだい。この細工」

　白い壁かべに沿って組まれた白くペイントされた木の棚たなに、文具や日用雑貨がところ狭せましと並べられている。

　その中の一つ──海をイメージしたのであろう深い青が美しいガラスペンを手に取って、レティーツィアは感かん嘆たんのため息をついた。

「素す敵てきだわ。なんて綺き麗れいなの」

　それなのに、びっくりするほど安い。

　レティーツィアは値札を見てしばらく逡しゅん巡じゅんすると、隣に立つエリザベートを見た。

「ええと、エリザベートさんからしたら、少しお高いかなってぐらいのお値段かしら？」

「そうですね。自分ご褒ほう美びとか、仲のいい友達への贈おくりものに、少し奮発しようかなって感じのお値段ですね。ちょっと勇気がいるというか」

　新興富裕層ブルジョアでそれなら、中流階級や庶しょ民みんには、これでも手が出ない値段ということか。

　公爵令嬢のレティーツィアにとっては、いろいろと心配になってしまうレベルの安さなのだけれど。

「本当に、金銭感覚が全然違うのね……」

　前世では自分も庶民だったから、いい物が安く手に入ることはよいことだと思う。

　だが、その安さが不当であってはいけない。前世からヲタクをやっている身としては、やはりそこが気になってしまう。

　レティーツィアは少し迷ってから、手を上げて店員を呼んだ。

「失礼ですが、これは本当に適正価格ですの？　度を越こえてお安くしていたりしません？　お品の素晴らしさとお値段が嚙かみ合あってないように感じてしまうのですけれど……」

　すぐさま傍そばにやってきた水色の髪かみの女性店員におずおずと訊きくと、女性店員はなんだかとても嬉しそうに唇を綻ほころばせた。

「お褒ほめいただき、ありがとうございます。製作者さまも喜ばれるかと思います。本当にため息が漏もれるほど素晴らしい細工ですよね。わたくしどももお安いと思います。ですが、間違いではありません。実は、こちらの一角はレンタルスペースでして。製作者さまが、商品の値づけからディスプレイまで自らされておりますので、不当な搾さく取しゅは絶対にありえません。ご安心ください」

「レンタルスペース？　ということは、製作者さまは、お店に場所代を払はらっているわけで、そうなるとこちらのお品の売り上げは……」

「もちろん、そのまま製作者さまにお渡わたししております」

「買いますわ！」

　にっこり笑え顔がおで即そく答とうする。

　素晴らしいものを生み出してくださるクリエイターさまには、惜しみなくお金を使って応おう援えんする。それこそ、ヲタクの喜び。

「こちらと、そちらの黒に金のラインが織り込まれたガラスペン、そしてこれとセットのガラスのインク壺つぼも」

「こちらのシリーズは、ペンホルダーもございますが」

「本当ですか？　では、そちらも」

「ありがとうございます。今、お包みしますので少々お待ちください」

　女性店員が恭うやうやしく一礼し、品物を手に下がってゆく。

　いい買いものができたと満足していると、エリザベートがレティーツィアにそっと身を寄せて、ワンピースの袖そでをちょんと引っ張った。

「黒ガラスに鮮あざやかな金がまっすぐ走るデザイン。普ふ通つうなら透とう明めいガラスと使うペン先まで黒で、シンプルながらモダンでスタイリッシュで、しかもひどく男性的でカッコイイ……。今日のリヒト殿下のイメージですよね？」

「……エリザベートさんは見み抜ぬくと思っていたわ」

　密ひそやかな囁きに笑顔で答えて、店の外で待つリヒトへと視線を向ける。

「黒い殿下を見ることができた、よい記念になると思って……」

「それなら、まさにピッタリのお品でしたね」

「そうよね？　もう一目で心を奪うばわれてしまって……」

　まるで黒いリヒトを見て作ったのではないかと思うほど、イメージピッタリだった。

「デザインは最高で、細工も素晴らしく、高品質で……貴族からしたらびっくりするほどお安くて……本当にいい買いものをしたわ」

「だいたい感覚はつかめてきましたか？」

「そうね。売れ筋商品の価格帯と質はなんとなくつかめてきたわ。驚いたのは、貴族用の店に並んでいる商品と、さほど変わらない質をした物もかなり多いことね」

　もちろん、安かろう悪かろうな商品もたくさんあるが、そうでないもののほうが多い。

　それで、どうして貴族御ご用よう達たしの店とここまで価格が違うのか。

（前世でもあったな。物の質はほとんど変わらないけれど、ハイブランドのロゴが入るか入らないかで、お値段が十倍近く変わるみたいな……）

　そう思えば、首を捻ひねるようなことではないのかもしれない。

（要は、需じゅ要ようと供給なのよね）

　用意ができたのを見計らって、しっかりと代金を支し払はらう。

　そういえば、自分でお金を払って品物を受け取って帰るというのも、久しぶりの感覚でなんとも楽しい。

　店を出て、バッグからメモ帳を取り出して、気づいたことをメモする。

「──うん。だいぶわかってきたわ」

「それはよかったです！　じゃあ、そろそろちょっと休きゅう憩けいしましょうか。このあたりに、おすすめのスイーツがあるんです」

「エリザベートさんのおすすめ？」

「はい、最近、休みのたびに来るぐらいハマってて」

「何かしら。ワクワクするわ」

「とても可か愛わいくて美味おいしいので、きっとお気に召めしていただけると思うんです」

　それは楽しみだ。

「あ、スイーツを食べながら、レティーツィアさまに少しだけお伺いしてもいいですか？　ヴェテル風の地区を回っていた時に、わからないことがあったので」

「え？　ええ、もちろん」

　なんだろう？

　首を傾かしげたレティーツィアに、イザークが「あ、荷物お持ちしますよ」と言う。

「殿下が」

「殿下が!?」

　レティーツィアは目を剝むいて、慌あわてて首を横に振ふった。

「ででで殿下に、荷物持ちをさせるなんてとんでもない！」

「でも、今日のレティーツィアさまは、公爵令嬢じゃなくて普通の女の子ですし」

「ふ、普通の女の子はもっとしないでしょう！　皇太子に荷物を持たせるなんてこと！」

「でも、殿下も今日は一国の皇太子ではなくただの男ですし」

「っ……それは……」

「普通の女の子は、ただの男に荷物を持ってもらうことはするでしょう？」

　イザークが面白そうにニヤニヤしながら言う。

　自分が持つとは決して言わないところが、この男の意地の悪いところだ。

　だが、これは譲ゆずれない。

　レティーツィアは紙かみ袋ぶくろをしっかりと胸に抱くと、再度首を横に振った。

「いいえ！　これは大事な戦利品ですから。自分で持ちます！」

　戦利品は、傷一つつけずに大切に持ち帰るべし。

　そう──。家にたどり着くまでが、同人即売会イベント。

　これ、ヲタクの鉄則。




「活字ってなんなのか、お聞きしたくて」

　エリザベートがクレープを差し出しながら言う。

　彼女の口からそんな言葉が飛び出すとは思ってもいなくて、レティーツィアはポカンと口を開けた。

「活字……？」

「ええ、ヴェテル風の地区の雑貨店で、ディスプレイの本を見て呟いてらしたでしょう？　そのことがずっと気になっていて……」

「あ、ああ、なるほど。そういうこと」

　レティーツィアは頷いて、クレープを受け取った。

　食べ歩けるように円えん錐すい状にくるくると巻かれたクレープ。たっぷり盛られたクリームと、色鮮やかなフルーツソース。そして、にゃんこのマシュマロ。

　ちょうどにゃんこがクリームの山から顔を出しているような可愛いデコレーションに、心がときめく。

「これ、やっぱり歩きながら食べるのよね？」

「そうですよ。もしかして、食べ歩きははじめてですか？」

「え、ええ……」

　レティーツィアになってからは、したことがない。

　外でものを食べながら歩くなど、淑女のすることではないと躾しつけられていたからだ。

（でも、今日はやっていいんだ……！）

　逸はやる気持ちのままに思いっきりかぶりつきたかったけれど、マシュマロにゃんこと目が合ってしまう。う、可愛い。

　これは食べづらい。むむむとにゃんこをにらんでいると、びっくり眼まなこでメニュー表を見ていたリヒトが、レティーツィアに視線を戻もどす。

「俺も知りたい。活字とはなんだ」

「あ、そうでした」

　イザークが財さい布ふをしまったのを確かく認にんして、ゆっくりと歩き出す。

　白い石造りの建物が並ぶキュアノス風の街並みは、見ているだけでとても楽しい。

「ええと、金属製の字型のことですわ。簡単に説明しますと、殿下もエリザベートさんのお父さまも、印章をお持ちでしょう？　それの文字版といった感じでしょうか」

「文字の印章？」

「そんなようなものと思ってくださいませ。それを組み合わせて文章を作って、インクを載のせて、紙に写すのです」

　それが──活版印刷。まだこの世界にはない技術だ。

「まだ構想段階でしかないのですが、それを技術として確立したくて」

「なんのために？　それは、いったい何に役立つものなんだ？」

「ええと……それは……」

　レティーツィアは少し考え、ピッと人差し指を立てた。

「文学の敷しき居いと、本のお値段を下げたくて」

「……！　文学の敷居？」

「本のお値段をですか？」

　レティーツィアは、クレープのにゃんこを見つめたまま大きく頷いた。

「本って、お高いものでしょう？　簡単に手に入るものではありません」

「まぁ、そうだな」

「貴族の間でも、多くの本が並ぶ書しょ斎さいを持つことが一つのステイタスとなるぐらいには、お高いものですね」

　イザークの言葉に、エリザベートが頷く。

「本が高価である大きな要因となっているのは、その稀き少しょう性ですわ。本は量産ができません。よって、一冊一冊がとても貴重です」

　つまり、需要に対して、圧あっ倒とう的てきに供給が追いついていない。

　だからこその──価値。

「ということはつまり、その余計な『付加価値』を除くことができれば、お値段をグッと下げることが可能なのです」

　レティーツィアはにゃんこを見つめて、ふっと勝ち気な笑えみを浮うかべた。

「今のところ、本は写本を作ることで増やすしかありません。その方法は、人の手書きによる筆写か、魔ま道どう具ぐによる模写かの二種類。どちらも、膨ぼう大だいな時間とお金がかかります」

『魔道具』とは、元素の力が封ふうじ込められた道具のことだ。

　この世界は、光・闇やみ・地・火・風・水の六つの元素から成り立っている。

　そして、その元素の力を操あやつるのが『魔ま法ほう』だ。

　だがそれは、箒ほうきで空を飛んだり、呪じゅ文もんを唱えて敵を討うち果はたしたりというのとは違う。この世界の『魔法』は不思議な力で起こす『奇き跡せき』ではなく、前世の世界での『科学』に置おき換かえられるものだ。

　世界が違えど、基本的に人の営みは同じ。必要となるものもさほど差がない。

　だから、根本の原理が違うだけで、前の世界にもあったものがたくさんある。

　たとえば、部屋の壁のスイッチを押せば、電気が灯ともる。だけど、発電・送電技術があるわけじゃない。光の元素の力が『魔法』によって封じ込められている『魔道具』を天てん井じょうに設置しているからだ。

　下水道はあるが、上水道はない。そして浄じょう水すい施し設せつもない。でも、家にいながらにして、いつでも綺麗な水が手に入る。水の元素が封じ込められた『魔道具』があるからだ。

　ガスが引かれているわけではないが、キッチンにはコンロやオーブンに近いものがある。それも、火の元素が封じ込められた『魔道具』だ。

　当然、一つだけではなく複数の元素の力が込こめられた『魔道具』もたくさんある。

　元素だけでは説明がつかないパソコンやスマホなど、複雑なものはもちろんないけれど、生活家電はわりと、前の世界と似たようなものが存在していたりする。

「そうか。文字を組み合わせて文章を作るのには少し時間がかかるかもしれませんけど、その金型さえ作ってしまえば、あとは判子のように押すだけで済むから……」

「そのとおり。人の手も魔道具も使わないぶん、今より圧倒的に量産がお手軽になるということですわ」

　量産ができれば、稀少性が薄うすくなる。

　稀少価値が下がれば、もちろん本の値段は落とせる。

　そうすれば──読みもしないのにステイタスのために本を所持するなんて馬鹿なことも、徐じょ々じょに行われなくなってゆくだろう。そうなれば、さらに余計な付加価値を削そぎ落とせる。

「そうして本が適性の価値で取引されるようになれば、文学界の余計な敷居もなくなると、わたくしは思うのです」

　にゃんこに見つめられているとどうにも食べられないため、手の中でクレープを回して、クリームの山でにゃんこが見えない状態にして、ようやくパクッと一口。

　瞬間──口の中いっぱいに広がった甘さに、レティーツィアは頰ほおを染めて微笑んだ。

「淑女としてははしたない行こう為いかもしれませんが、でも美味しいっ……！」

　レティーツィアの満面の笑みに、エリザベートもまた嬉しそうに唇を綻ばせる。

「ふふ。青空の下で誰だれかと一いっ緒しょに歩きながら、笑いながら、食べる。いいものでしょう？　レティーツィアさま」

「ええ、本当に」

　前世では普通にしていたことだったのに、こちらでは遠ざかってしまっていた。

　だからレティーツィアとしてもこういった経験ができたのは、素す直なおに嬉しい。もちろん、今の自分は公式の立場を有する身。これからも、いつでもできるというわけではないが。

「こんなにも可愛らしくて美味しいのに、あんなにもお安いなんて……」

「私にはこれが普通なんですけど。でもリヒト殿下にとっては、ちょっとしたカルチャーショックだったみたいですね」

「そうだな。うちの馬の一回の食事のほうがよほど高価だ」

　神しん妙みょうな顔をして頷くリヒトに、思わずエリザベートと顔を見合わせて笑ってしまう。

　何も考えず、心のままに声を立てて笑うのもいつ以来だろう？　それもまた淑女としてあるまじき、はしたないことだと教わった。人前ではほとんどしたことがない。

　貴族としての自分を否定するつもりはない。

　それでも──『ただの女の子』でいられるのは、やっぱり楽しい。

　レティーツィアの屈くっ託たくのない笑顔に、リヒトが眩まぶしげに目を細めた。

「途中で話を止めるな。気になって仕方がないんだが、文学界の余計な敷居というのは、なんのことだ？」

「え？　ああ、はい……」

　レティーツィアは指で口もとのクリームをそっと拭ぬぐうと、あらためてリヒトを見上げた。

「そもそも稀少なので、お金を出せば手に入るというわけでもありません。読みたい本があっても、まずは手を尽つくして探すことからはじめなくてはなりません。そしてそれほど苦労して手に入れるものだからこそ、本は基本的に楽しむためのものではありません」

　三人が目を見開き──しかしすぐに首を縦に振る。

「たしかにそうですね。本は知識を広げるために使うもの。本を楽しんだことがあるかと訊かれたら、ないと言わざるを得ません」

「俺にとってもそうだな。世界六国の歴史、文化、宗教──ほかにも、あらゆる専門的な知識を得るのに使うものだな」

「私は、本が好きなので楽しいですけど、でもたしかに私がおもに読んでいる世界六国に伝わる昔話や御お伽とぎ話ばなし、説話集などもそもそもは記録のため──後世に遺のこす目的で作られているんですよね。そう考えると、楽しむためのものではないのかも」

「ええ、そのとおり。でも、わたくしはそれをエンターテイメントにしたいのです」

　人々を楽しませる──上質な娯ご楽らくに。

「歴史書や専門書、神話や昔話、説話集、童話に御伽話、それだけでは本はつまらない。もっと娯楽要素が高いものが欲ほしいのです。謎なぞめくミステリー、駆かけ引ひきのサスペンス、手に汗あせ握にぎるバトルアクション、背筋が凍こおるホラー、壮そう大だいなるファンタジー、お腹なかを抱かかえて笑うコメディ、心ときめくラブロマンス……」

　そう。この世界には、薄い本だけではなく、そもそもまともな小説が少ないのだ。

「小説も純文学なら多少ありますが、わたくしが求めているのは芸術性が高いものではなく、娯楽性の高いそれで……」

　そこまで言って──レティーツィアはムッと眉まゆを寄せた。

「ああ、そうだわ！　思い出した！　そもそも芸術方面から女性が締しめ出だされがちなのも、わたくしは気に入らないのです！」

　そう叫んで、クレープにかぶりつく。

　しっかり嚙んで飲み込んでから、ギロリとリヒトをにらみつけた。

「世界六国のほとんどの国では、絵画や彫ちょう刻こくなどの芸術の分野は男性の世界です。女性は工こう房ぼうに入ることすら難しい。そうでしょう？」

「まぁ、たしかにな」

「作家の世界も同じだとか。女性に小説は書けない。理由は、男性よりも頭が悪いから。それを聞いた時は、憤ふん死しするかと思いましたわっ！」

　その時の怒いかりがぶり返して、思わずドンと足を踏ふみ鳴ならす。

『萌え』を形にするのに、男も女もあるものか！

「根こん拠きょを伺えば、識字率が女性のほうが低いとか、ほとんどの女性は学校に行っていないとか。でもそれは女性の教育を後回しにしている社会に問題があるのであって、女性が男性に劣おとっているという話ではありません！　失礼ですわっ！」

　こちらの世界には義務教育という考え自体が存在しないため、跡あとを継つぐ男子はともかく、嫁よめに出す女子は学校に通わせないという親も多い。貴族であってもだ。

　そういう背景を無視して、女性は頭が悪いだなんてよくも言ってくれたものだと思う。

「俺に怒るな。俺はそんなつまらんことを言った覚えはないぞ」

　リヒトがため息をついて、なだめるようにレティーツィアの頭をポンポンと叩たたく。

「とにかく、小説は高こう尚しょうなものだから、女性には書けないなどという馬鹿みたいな概がい念ねんを取とっ払ぱらいたいのです」

　そうして一つ一つ、今ある固定概念をぶっ壊こわしたい。

　もっと自由に、本を──小説を楽しむことができるように。

「そういう固定概念がある理由の一つに、本が稀少性の高く、高価なものだという現実が大きくかかわっていると、わたくしは思うのです。ですから、印刷技術を確立することによって、まずは『本の稀少性』を崩くずしたいのです！」

　本を誰もが気軽に手に入れられるようになれば──それらも必ず変わってくる。

「小説はエンターテイメントですわ。本を開くだけで、さまざまな世界へ行ける。部屋にいながらにして、オペラや劇を観みているかのように、物語を楽しむことができるのです。泣いて、笑って、怒って、震ふるえて、興奮して──感動する。これ以上に素晴らしいことがありますか？」

　レティーツィアはそう言って、ふと手の中の食べかけのクレープを見つめた。

「ああ、そうですわね。このクレープと同じですわ」

「……！　クレープと？」

「ええ。貴族がドレスアップし、テーブルについて、優ゆう雅がに楽しむ、パティシエが高級な材料をふんだんに使って作るものだけが、スイーツとして正しいなんてことはありません。もしも、スイーツはそうあるべきだなんて固定概念が存在するのであれば、それは今すぐぶち壊すべきですわ！」

　可愛くて未だに食べられないにゃんこのマシュマロを、ちょんと指でつつく。

「リヒト殿下の馬の食事より安くても、きゅんとするほど可愛くて、甘くて、美味しい。友達と一緒に、街の景色を眺ながめながら食べるのも、また格別です。これがスイーツとして間違っていると仰る方には同情を禁じえませんわ。この美味しさを知らないだなんて──あるいは理解できないだなんて、本当にお可哀想かわいそう」

「そうですね。たしかに、優ゆう劣れつをつけられるものではありませんね」

「ええ、そう。『どちらも素晴らしい』──それでいいのです！」

　エリザベートの同意に力を得て、レティーツィアは数歩先さき駆がけすると、勢いよく三人を振り返る。

「ですから、余計な固定概念も付加価値もすべて取り払い、誰が書いたなんて関係ない。作者の職業も性別も年ねん齢れいも一切関係なく、面白いものには平等に光を当てて──そうして生まれるエンターテイメントを、誰もが気軽に手にできるようにしたい！」

　そのまま三人をぐるりと見回すと、にっこりと笑った。

「これ、わたくしの野望なのです！」

　それは、まるで春の青空のように、爽やかで晴れやかな笑顔だった。

　普段のしっとり落ち着いたレティーツィアではない。年相応の──いや、子どものようにキラキラと煌きらめく瞳ひとみは、幼ささえ感じさせる。

　それでも、夢を語るレティーツィアは、輝かんばかりに魅み力りょく的だった。

（そう！　希望じゃない！　野望！）

　活版印刷など、正直前世でのぼんやりした知識しかない。それで、技術開発から新しいエンターテイメントの構築までやろうというのだ。大それた望みだという自覚はある。

（それでも、私はもっと『萌え』が欲しい！）

　心の底から、思う。

　とにかく、もっともっと『萌え』が欲しい！　それこそ、浴びるように摂せっ取しゅしたい！

　さまざまな物の六色展開もそうだけれど、もっとたくさんのエンターテイメントが世に溢あふれ、もっとたくさんの萌えを享きょう受じゅできるようになれば、もっとたくさんの同志さまも生まれるし、そう遠くない未来、二次創作や薄い本も生み出されるようになるはず！

（まずは小説からだけど、いつかは漫まん画ががこの世界に並ぶように環かん境きょうを整えていきたいし、エリザベートさんのようなグッズ作家さんも発はっ掘くつしてゆきたいし、それが進んでいけば、いずれはコスプレを楽しむ方だって出てきてくれるはず！）

　そのためなら、どんなことでもする！

『推し』と同じ世界に転生できたことだけで、満足する気はない。

『推し』がいれば、ほかの『萌え』は必要ないなんて──そんなことはない。

　もっと、もっと、もっと！　溢れんばかりの『萌え』が欲しい！

　その最初の足がかりは、活版印刷！　そして小説のエンターテイメント化から！

「す、素晴らしいですっ！　レティーツィアさまっ！」

　エリザベートが歓かん喜きの声を上げて、レティーツィアに駆け寄る。

「前に仰っていた『計画』って、これのことだったんですね？」

「ええ、これが最初の大きな一歩ですわ」

「えっ!?　最初の!?　ということは、次もあるんですか!?」

「もちろん、第二、第三の計画もしっかりありましてよ」

　活版印刷を確立し、小説のエンターテイメント化をはかるだけではまだ足りない。

　もっと、もっと、もっとだ！

「だってわたくし、ときめくことが大好きなんですもの！」

「私もです〜！」というエリザベートと手を握り合って、笑い合う。

　そのままきゃっきゃと盛り上がっている女子二人を見つめ、リヒトが隣に立つ男だけに聞こえる声で呟く。

「街歩きの相談を受けた時に、お前の休日の時間を使うという話なのだから、俺ではなくお前に直接頼むよう言ったんだが、この話を？」

「これも、ですね。ほかにもいろいろと。ただ、もっと簡単にでしたけど」

「なるほどな。だから、『ただの女の子』の視点が必要か……」

「ええ。貴族のことはもちろんのこと、新興富裕層、中流階級、庶民のことも知る必要があると思います。物の価格に、巷ちまたでは何が流行はやっているか、どんなものをどのように楽しんでいるか。日々の暮らしはどんなものか、階級が生活をどのように左右しているか、上流階級の者をどのように見ているか。さらにものの見方や考え方、休日の過ごし方など、ありとあらゆることを。貴族の思考にとらわれないフラットな視点で」

「レティーツィアがその視点を持てるかどうか……お前、もしかして試ためしていたか？」

「いいえ、試してはいません。ただ、そこを見み極きわめさせていただこうと思ってはいました。街歩きで、レティーツィアさまが貴族の子女としての振る舞まいしかできないのであれば、どんなに夢は立派でもそれを実現する力はないだろうなって」

　イザークがニヤリと口角を上げる。

「でも、正直思っていた以上でした。なかなかどうして……面白い方です。それに、最近少し印象が変わられましたよね？　レティーツィアさま」

「やっぱり、お前もそう思うか」

　レティーツィアを見つめたまま、リヒトが目を細める。

「ええ。ますます面白くなられてます」

「いい評価なんだよな？　それは」

「ええ。僕にとっては最大の賛辞です」

　にこ〜っと上辺だけ綺麗な笑みを浮かべるイザークに、リヒトがそっと肩かたをすくめる。

　エリザベートときゃっきゃウフフしていたレティーツィアは、ふとそんな二人に気づき、視線を戻した。

「あら、どうかなさいまして？」

「いや？」

　リヒトが首を横に振って、レティーツィアを見て微笑む。

「なかなか面白い話だった。助けが必要な時は言え」

「ええ。その時は。でも、できるならば、殿下を頼たよることなく成なし遂とげたいですわ」

　これはレティーツィア自身の夢──野望だからこそ。

　そして、いつか円満な婚約解消がなされた折には、自分の力で立てるように。

　昨日のお茶会のことが脳のう裏りをかすめて、チクリと胸が痛む。

　あれでまた、主人公マリナの印象は悪くなってしまった。

　状況は──間違いなく最悪だ。

　リヒトに心から想おもう人と幸せになってもらうには、どうしたらいいのだろう？

　ここからマリナとの関係を逆転させる起死回生の一手など、はたしてあるのだろうか？

　あるのであれば、一刻も早くそれを見つけなければ。

　リヒトを──誰よりも幸せにするために。

　だが、そう思う一方で、こうしてリヒトと過ごす時間を失いたくないとも思ってしまう。

　いつまでも、その金の瞳に自分を映していてほしい。

　いつまでも、その大きく優しい手で髪を撫なでてほしい。

　いつまでも、リヒトの隣に並ぶのは自分であってほしいと──。

（それでは、殿下はいつまで経たっても幸せになれないのに……）

　矛む盾じゅんしている。いったいどうしてしまったのだろう。

　そっとため息をついた瞬間、突然クレープを持つ手を強く引っ張られる。

「ッ……!?」
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　ギョッとして目を見開くと同時に、リヒトの神がかり的に美しい顔がすぐ目の前に。

　そのまま、レティーツィアの食べかけのクレープに、リヒトがかぶりつく。

　触ふれるほど近くに来た薄くて形のよい唇に、セクシーな歯並びに、一いっ瞬しゅんだけ覗いた舌に、ボッと顔に火がついた。

「なっ!?　な……な……な……!?」

「──ん。かなり甘いな」

　リヒトがわずかに眉を寄せる。

　そんな表情までもが美しい。

「…………」

　あまりのことに頭の中が真っ白になって、言葉が出ない。

（め、目が美し……いや、それより肌はだ！　相変わらずのなめらかさ！　透明感がエグい！　本当に、吸い込まれそうなんですけど!?　い、いえ、違う。今、気にするべきはそれじゃないわ。しっかりして！　私！）

　動きが鈍くなっている脳みそを叱しっ咤たしつつ、クレープを凝視する。

（何!?　今の。めちゃくちゃエッチだったんだけど！　殿下がエッチ過ぎたんだけど！　いや、違う。そうでもなくて！　これって間接キ……ええっ!?　ちょ、ちょっと待って!?　これを食べ進めるためには、殿下が口をつけたところに私の口を……ううう噓でしょ!?）

　そんなことが許されるのだろうか？　許されていいのだろうか？

　呆然と手の中のクレープを見つめて──レティーツィアはハッとして身を震わせた。

「あっ!?　ああっ!?　にゃ、にゃんこが〜！」

　クリームの山から顔を覗かせていたにゃんこの姿がない。

　勢いよく顔を上げると、リヒトが親指で口もとのクリームを拭いながらしれっと言う。

「可愛過ぎて食えなかったんだろう？　代わりに食ってやったんだ。感謝して敬え」

「ええっ!?　た、たしかに、食べるのを躊躇ためらってはいましたけれど」

　しかし、それはいらないという意味ではないのだけれど。

（でも、それを今さら言っても、もう遅おそいわけだし……）

　こんな些さ細さいなことを指し摘てきして相手に『申し訳ない』などと思わせてしまうのも、それはそれでどうなのだろう？　うーんと考えていると、しかしエリザベートは、いとも簡単にそれを口にする。

「駄目ですよ、殿下。勝手に食べちゃ。女の子は、可愛いと美味しそうが両立するんです。そして、可愛いと美味しいをちゃんと一緒に堪たん能のうするものなんですから」

「そうなのか？」

「ええ。可愛いからこそ美味しそうにも見えるんです。そういうの、わかりませんか？」

「可愛いからこそ、美味しそうに……？」

　エリザベートの言葉を繰くり返して、リヒトがレティーツィアを見る。

　そして、唇のクリームの残ざん滓しをペロリと舐なめて、凶きょう暴ぼうな笑みを浮かべた。

「ああ、それはわかるな」

「──っ！」

　瞬間、心臓がものすごい音を奏かなでる。

（エッッッッッッッッッッッチ！）

　なんて破は壊かい力の笑みだろう。正直、鼻血を噴ふかなかったのは奇跡だと思う。

　しかし心臓へのダメージが甚じん大だいで、エリザベートとレティーツィアは両手で顔を覆い、その場にしゃがみ込んだ。

「は、反則！　反則です！　なんですか？　あの色香は！　と、尊過ぎて、心臓が口からまろび出るかと！」

「も、萌え過ぎて禿はげそう……！」

「へぇ？　存外、器用ですねぇ。お二人とも」

　イザークが「面白い身体の構造をなさっているようで」と小馬鹿にしたように笑う。

　しかし、どれだけ馬鹿にされようと、反論する気も起きない。

　なんとでも言えばいい。それでも、自分たちの反応は何一つ間違っていない。

（ここここのエッチな笑みにまったく無反応でいられる人間がいるなら、それはその人がおかしいのよ！　私は無理！　本当に無理！　無理無理無理無理！　ああ、尊いっ！）

　ああ、今日も『推し』が尊い。

　それだけで──心から幸せだ。

（いや、違う。私が幸せでどうする！　『推し』が幸せにならないといけないのに！）

　それでも、こんな日々が続けばいいのにと思ってしまう。

　そんなことはありえないのだと、あってはならないのだと、わかっていても──。
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　翌日──。午後の授業を受けている最中のことだった。

　突然ドンッと大きな音が響いて、校舎がビリビリと揺ゆれる。

　女子生徒たちの悲鳴が上がり、男子生徒が「なんだ？」「爆ばく発はつか？」などと言いながら立ち上がる。

「静かに！　動かないように！」

　教師が、みなを落ち着かせるべく声を上げる。

　と同時に、ほかの教室のドアが勢いよく開いた音が聞こえる。

「おい！　なんだ!?　あの光は！」

「あれ、何!?　北側の森!?」

　廊ろう下かから聞こえた声に、まさかという思いが胸をよぎる。

　レティーツィアは弾はじかれたように立ち上がり、教師の静止を無視して廊下へ飛び出した。

「ッ──！」

　窓から見える、学園の北側に広がる森。その一点から、すさまじい光が溢れ出している。

　しかも、ただの光ではない。宝石のオパールなどが持つ遊色効果のような多色の色しき彩さいを含んだ光だ。

　多色──正確には、それは六色だった。

「なんだ、あれは！」

「火事とかではなさそうだけど」

「でも、尋じん常じょうじゃないだろ。この光」

　廊下に出てきたみなが、眩しそうに目を細めながら口々に言う。

　かなり距きょ離りがあるにもかかわらず眩しさを感じる光量。

　──間違いない。

　ドクンと、心臓が嫌いやな音を立てる。

（もしかして、私はとんでもない勘かん違ちがいをしていたのかもしれない！）

　なんてことだろう。なぜ、それについてもっと考えなかったのか。

　その可能性は十二分にあったのに！

「おい、あの場所は……！」

　ラシードが光を見て、顔色を変える。

　この場で、何が起きているのか正確に把は握あくできている者は、レティーツィアだけだろう。

　だが、世界六国の皇子とその側近だけは、少なくともあの場所にあるものを知っている。

「ッ……！」

　ラシードが素す早ばやく身を翻ひるがえして、走り出す。

　レティーツィアも教師に一礼すると、そのあとを追った。

（ああ、馬鹿！　本当に馬鹿！　確認する機会はいくらでもあったのに！）

　今さら悔くやんでも仕方がない。ことは起こってしまったのだから。

　わかっているけれど──後こう悔かいが止まらない。

（ああ、リヒト殿下……！）

　大切な人を想う。

　誰よりも、幸せになっていただきたいのに──！

「レティーツィア！」

　階段を下り切った瞬間──心を占しめていた人の声が耳を打つ。

　ハッとして視線を巡めぐらせて、こちらに駆けてくるリヒトの姿を認める。

「っ……！」

　刹せつ那な、胸が熱くなる。苦しいほど締めつけられて──レティーツィアは身を震わせると、両手を伸のばした。

「リヒト殿下！」

「レティーツィア！」

「六聖ですっ……！」

　リヒトの胸に飛び込むなり、叫ぶ。

　リヒトが大きく目を見開いた。

「なっ……!?」

「六聖──聖せい剣けんを抱く聖女ですわ！　殿下！」

「──ッ!?」

　ラシード、レティーツィアのあとを追ってきたエメロードの王子・リアム、その側近のルーファス、そしてリヒトとともにいたイザーク、キュアノスの皇子・クレメンス、その騎士アレクシス。ヴェテルの王子・セルヴァ──その場に集まった全員が、息を吞のむ。

「六……聖……!?　六聖だと!?」

「まさか！　あれはただの伝説で……」

　運動着姿のアーシムも、こちらに走ってくる。

　リヒトの制服を握る手に力を込め、レティーツィアは全員を見回した。

「間違いありません！　あれは六聖ですわ！」

　六聖とは、六元素の力をその身に宿した聖女のことだ。

　神話によると、混こん沌とんだけがあった世界に六聖が降臨し、聖なる剣で大地を六つに分け、並び変えて、元素の力を六つの大地に一つずつ埋うめ込んで、世界六国を作ったのだという。

　それによって、世界に眩まばゆい光が、清らかな水が、爽やかな風が、豊かな大地が、そして変へん幻げん自在な炎ほのおと癒いやしの闇が生まれた。

　それらは、世界を構築するのに、人が生きるのに必要なもの。どれか一つでも欠ければ、たちまち世界は滅ほろびてしまう。六聖は世界六国に対し、決して争わず、互たがいに助け合い、補い合い、ともに歩んでゆくようにと告げた。それにより、世界に悠ゆう久きゅうの平和と秩ちつ序じょがもたらされたとされている。

　ここまでは誰もが知っている。幼いころ寝ね物もの語がたりに必ず聞かされる──世界の神話だ。

　だが、実はこの神話には続きがある。

　六聖は、優すぐれた六人の男を選び、世界六国の玉座に据すえた。

　六人の男はともに、一国を治めるには相応ふさわしい。だが、世界を治めるには足りない。

　世界を六つに分けたのは、一人で世界を治められる者がいなかったからだという。

『だが、いずれ現れる』

　六聖はそう予言して、消えたのだそうだ。

『真の王たる者が現れし時──再び六聖は降臨す』

　六聖の聖女と聖女が抱く聖剣を手にした者が、世界の覇は者しゃとなる。

　そして、その王のもと六国は統一され、ようやく世界が完成するのだという──。

「……っ……」

　レティーツィアは呼吸を整えると、そっとリヒトから離はなれて姿勢を正した。

　このゲームは『六聖のＦＯＲＥＬＳＫＥＴフォレルスケット〜語れないほど幸福な恋こいに堕おちている〜』。

　そう。つまり、聖剣を抱く聖女──六聖とは、主人公であるマリナ・グレイフォード。

　彼女は『世界』の導きによって、この学園にやってくる。

　そして『真の王たる者』と出で逢あい、世界を揺るがす恋をするのだ。

「申し訳ございません。わたくしには、自身の言葉の根拠を提示することができません」

　尊き方々をぐるりと見回して、声を上げる。

「しかし、光が溢れたのは、六聖を祀まつる聖堂がある場所です」

　その言葉に、その場にいた全員が驚きょう愕がくする。

「レティーツィア。お前……どうしてそれを……」

　リヒトが愕然とした表情で呟く。神話の続き──六聖の予言は、王家だけに伝わるもの。本来ならば、レティーツィアが知るはずはない。

　加えて、聖堂がある森は一いっ般ぱん生徒の立ち入りが禁じられている。聖堂を囲むように張り巡らされている魔道具による柵さくは、尊き方々しか解除できないと聞いている。

「わたくしは、世界に伝わる神話の続きを存じ上げております。王家のみに伝わっている、六聖の予言を」

「……！　なぜ！」

　セルヴァが鋭するどい視線をリヒトに向ける。

「リヒト！　君が教えたのか!?　婚約者と言えど、それは……」

「いいえ！　違います！　わたくしが独自に調べたのです！」

　激しく首を横に振って、強く否定する。それだけは勘違いしてもらっては困る。

　リヒトは関係ない。レティーツィアはセルヴァを見つめて、きっぱりと言った。

「神話のルーツが知りたくて！　世界六国は、それぞれ伝統や文化、風習、法律や政治、通貨や経済の仕組みに至るまで、大きく違います！　それなのに、国の成り立ちの神話と言語は同じ！　それが不思議で、ありとあらゆる文ぶん献けんを読よみ漁あさり──調べましたの！」

「しかし、王家のみに伝わる話だ。売られている本に、書いてあるはずが……」

「いいえ！　それも違います！　わたくしがそれを知ったのは、先祖の手記です！」

　瞬間、イザークがハッと息を吞む。

「……！　そうか！　アーレンスマイヤー公爵家は！」

「ええ、わたくしの先祖は皇族の人間です。八代遡さかのぼった皇帝の弟君でした。それも、次男。帝位継けい承しょう順位が低い者ならば教わることもないでしょうが、兄帝が御み位くらいにつかれた時にはまだ、兄帝に御み子こは生まれておりませんでした。つまり、わたくしの先祖は一時皇太子も務めていたのですわ。ですから」

「それなら、間違いなく教わっていたでしょうね」

　イザークの言葉に、セルヴァが口を噤む。

　それは噓ではない。レティーツィアは実際に神話を調べた過去がある。

　しかし、ただの伝説ではないと確信が持てるのは、前世の記き憶おくがあるからだ。

（それは言えないけれど……）

　だから、これで無理にでも納なっ得とくしてもらうしかない。レティーツィアは胸に手を当て、ぐるりと全員を見回した。

「ご納得いただけまして？　そんなこともあって、わたくしは神話や六聖に詳くわしいのです。おそらく、ここにいらっしゃる誰よりも」

　レティーツィアは一歩前に進み出ると、勢いよく手で北を示した。

「根拠は示せませんが断言いたしますわ。六聖の魂たましいを継ぐ者が今まさに覚かく醒せいしました。だからこそ、六聖を祀る聖堂より六色の光が溢れた。信じてくださらなくても構いません。ですが、どうかご確認を。事実が確認できましたら、一刻も早く王にご報告を！」

　六聖が誰を選んでも、それは国を揺るがす大事件だ。

　六国が統一されるということは、つまり『今の国』がなくなるということなのだから。

　皇子たちが素早く視線を交かわす。

「行くぞ！　まずは確かめよう！」

　リヒトの言葉に、皇子たちが頷き──駆け出す。

「レティーツィア！　教室には戻るな！　サロンにいろ！」

　それだけ言って、リヒトも素早く身を翻した。

　その背中を見送って──レティーツィアは奥おく歯ばを嚙み締めた。

　聖堂から溢れる六色の光。あれは間違いない。主人公の、六聖としての覚醒イベントだ。

　何度も何度も、ゲーム画面で見た光景だ。

（でも、彼女が六聖として覚醒するのは、もっとずっとあとなのに……！）

　タイミングは攻こう略りゃく対象によって違う。同じ攻略対象でもルート次し第だいで変わることも。

（それでも、だいたいクリスマス前後。攻略対象と充じゅう分ぶん仲が深まってからなのに）

　ゲームの序じょ盤ばんも序盤──春に六聖が覚醒するなんて、そんなことはありえない。

（会わなければ！　マリナに！）

　マリナは主人公──本来は、プレイヤーが動かすキャラクターだ。

　つまり、この乙おと女めゲームの世界で、彼女だけが『選せん択たく肢し』を与あたえられた異質の存在だ。ほかのキャラクターは、ただ粛しゅく々しゅくとシナリオを遂すい行こうするのみ。

（さすがに、プレイヤーが操っているとは思っていないけれど……）

　それでも、プレイヤーの意思がどこかに反映されているのだと思っていた。

　だからこそ、ゲームを正しく進めようと躍やっ起きになっていたのだと。

（でも、違うのかも）

　プレイヤーの意思が反映されているにしろ、いないにしろ、ゲームのキャラクターなら、はたしてこれほどのシナリオ無視をしでかすだろうか？

（乙女ゲームなのに、キャラクターと恋愛を一切せず、物語の終しゅう盤ばんに起きるはずの事件を起こしてしまうなんて！）

　そんな──乙女ゲームを根本から否定するような真ま似ねをするだろうか？

「……っ……」

　冷ひや汗が背中を滑すべり落おちてゆく。

　考えられることは──一つ。

（彼女も私と同じ……転生者なのかもしれない……）

　ゲームを進めなければ、王家のみに伝わる神話の続きを知ることはできないし、彼女が六聖であることも、六聖としての覚醒条件もわかるわけがない。

　この春の段階でそれを知っていて、強ごう引いんに発動してしまえるということは──ゲームについての知識があるとしか思えない。

　だとしたら、クリスマス前後であるはずの覚醒を、今やってのけた目的は何!?

「噓よね……？」

　震えが全身を這はい上あがってくる。

「考え過ぎだと言って……！」

　聖女と聖女が抱く聖剣を手にした者が、世界の覇者となる。

　もう誰も、マリナを無視できない。ないがしろにはできない。

　なぜなら彼女は──皇子たちの、彼らの国の、世界の命運を握っている。

　彼女が、六聖という絶対的な立場でもって皇子を己おのれのものにすることを選択したのだとしたら──!?

　甘く切ない恋などする必要がない。

　彼女はただ、選ぶだけでいいのだ。

　レティーツィアは両手で顔を覆い、崩れ落ちるようにその場に膝ひざをついた。

「……やめて……」

　悪い方向に考え過ぎだと言ってほしい。

　心配のし過ぎだと笑ってほしい。

　でも──マリナが誰よりも執しゅう着ちゃくしていた相手はリヒトだ。

　シナリオを先に進めるためだと思っていたけれど、そうではなかったのだとしたら？

　ヒロインが自身の恋の相手として欲ほっしていたのが、リヒトだったのだとしたら──？

「……やめて……駄目……」

　六聖となった彼女は、リヒトに何を命じるのだろう？

「嫌っ……！　お願いっ……！」

　激しく頭を振って悪い考えを振り払う。

　リヒトには、誰よりも幸せになってほしいのだ。

　将来、国を背負うという重責を担になうからこそ、心から愛した人と一緒になってほしい。

　愛し愛される──最高の伴はん侶りょとともに在れば、どんな困難も乗り越えられると思うから。

　だからこそ、シナリオどおり進んでほしかった！

　マリナと素敵な恋をしてほしかったのに！

　心を重ねることなく、六聖と六聖に選ばれし世界の覇者なんて、そんな結ばれ方だけは絶対にしてほしくない。そんなもの、政略結けっ婚こんよりひどいではないか。

「っ……殿下……！」

　リヒトだけではない。どの皇子にも、不幸なめに遭あってほしくはない。

　だけど、こんなにも心が震えるのは──。

「ああ、殿下……！　リヒト殿下……！」

　大切な人。

　大好きな人。

　リヒトのことだけを、一心に想う。

「お願い……」

　レティーツィアは神に祈いのるように、両手を固く握り合わせた。

「どうか傷つけないで……！」
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「大だい丈じょう夫ぶか？　レティーツィア嬢じょう」

　頭上から降ってきた声に、レティーツィアはハッとして顔を上げた。

　炎ほのおのように鮮あざやかな髪かみが、暖かな陽ひの光を受けて煌きらめく。レティーツィアは目を細めた。

「ラシード殿でん下か……」

「リヒトは帰ってきたのか？　今朝はまだ見かけなかったが」

　ラシードがレティーツィアの隣となりに腰こしを下ろす。

　白いとんがり屋根が可か愛わいらしい薔ば薇ら園えんの中のガゼボ。レティーツィアはエリザベートと出会ってから、昼休みはほとんどこの薔薇園で過ごしている。

　そろそろ薔薇は最さい盛せい期きだ。さまざまな品種が咲さき乱みだれ、ひどく甘い香りが漂ただよっている。

　レティーツィアはホッと息をついて、唇くちびるを綻ほころばせた。

「ええ。昨夜遅おそくに。登校は明日からになさるそうですわ」

「そうか」

　ラシードが「遅かったな。国に報告するだけで、こうもかかるか？」と眉まゆを寄せる。

「オレは五日も前に、学園島に帰ってきたのにな」

「さぁ、わたくしには……」

　あやふやに笑うと、ワゴンの上の手つかずのランチを一いち瞥べつして、ラシードが息をつく。

　しかし、すぐにその頰ほおを引ひき締しめると、レティーツィアをまっすぐに見つめた。

「シュトラールはどう動くのか、聞いたか？」

「いいえ。わたくしはまだお会いできておりませんの」

　きっぱりと首を横に振ふると、「そうか……」とラシードが再度息をつく。

「エメロードは様子見らしいぞ。基本的には、六聖と六聖が選びし世界の王に従えという判断だそうだ。その中で国の行くすえを見み極きわめよと、王は仰おおせらしい」

「統一の仕方について、ですか」

「そのとおりだ」

　真の王たる者が現れし時、再び六聖──聖女は降臨する。

　聖女と聖女が抱だく聖せい剣けんを手にした者が、世界の覇は者しゃとなる。

　そして、その王のもと六国は統一され、ようやく世界が完成する。

　予言にあるのはそれだけだ。世界がどのように統一されるかは、明確になっていない。

「六つの国の在りようはそのままで、今の六人の王の上にさらなる王が立つのか。六人の王が排はい斥せきされ、一人の王のもとに政治や経済が統一されるのか。それとも──」

「一つの国がほかの国を吞のみ込むか、ですわね」

　レティーツィアの言葉に、ラシードが頷うなずく。

　現在の六つの国はそのままで六人の王もそのまま。ただ王という称しょう号ごうは失われ、現在の六人の旧・王の上に、一人の王が立つ。

　それは、もと日本人のレティーツィアには理解しやすい構図だ。

　天皇陛下と内閣総理大臣を足したような存在の世界の覇者のもとで、都道府県知事的な存在となった六人の王が、その手足となって地を治める。

　それならば、大きな混乱は起こらないだろう。今の六つの国が持つ特色も残りやすい。

　六人の王が排斥され、覇者のもとに政治や経済が統一される道は、一番何が起こるかが予測しにくい。

　現在、六国は文化や風習はもちろん通貨も経済も政治形態も大きく違ちがう。文化や風習は残しつつ、通貨を統一し、法律も一新し、経済や政治形態も方針を一つにする。

　うまくいけば、たしかに世界はさらなる発展を遂とげるだろう。

（でも、急激な改革は、世界に混乱をもたらすもの）

　六聖の名だけで、民たみが世界を根底から覆くつがえす大変革を受け入れるとは思えない。

　なぜなら、民は未いまだ予言の存在を知らないのだ。

　マリナ・グレイフォードが六聖として覚かく醒せいしたこと。そして、神話の続きと予言。

　それを知るのは、世界六国の皇子とその側近。そして、報告を受け取った王と王族のみ。政治を行う大臣たちにも周知した国もあるそうだが、基本的にはそれだけだ。

　例外は──レティーツィア。そして、マリナ・グレイフォード本人だ。

「…………」

　レティーツィアはそっとため息をついた。

　覚醒の光を目もく撃げきした学園の者たちは、だが誰だれもそれが『六聖の覚醒』の光であることを理解していなかった。そもそも、世界六国の王族以外は、六色の光が溢あふれ出でた地点に何があるかすら知らないのだ。

　レティーツィアの言葉により皇子たちとその側近がその場に赴おもむき──すべてを確かく認にんした、そのあと。皇子たちの要よう請せいで、生徒には緘かん口こう令れいが敷しかれ、森に絶対に近づかないようにと再度徹てっ底ていされた。世界六国の発表を待つようにと。

　皇子たちは一時帰国。各国でそれぞれ話し合い、さらに六国会議も行い、出した結論は『六聖のごとき乙おと女めが現れたと発表する』だった。

　そして、それはそのとおり発表された。

　神話の六聖のように、六元素を操あやつる力を顕けん現げんした乙女が現れた。

　その稀け有うな存在を、世界六国は協力して守ってゆくことをここに宣言すると──。

　世界に激げき震しんが走った。

　民には、乙女の安全面を考慮して、その名前までは発表されなかった。

　けれど、学園では、その乙女がマリナ・グレイフォードであることを公表。

　彼女には純白の制服が与あたえられ、『尊き者』として扱あつかうようにと各所に通達がなされた。

　そして生徒にも、乙女には敬意をもって接することや、乙女の名を決して学園外の者に漏もらしてはならないなどが申もうし渡わたされた。

　彼女の世界は、今や一変した──。

「オレのところは、何がなんでも六聖に選ばれろというお達しだ」

　ラシードが不意にそう言って、レティーツィアはハッと息を吞んで顔を上げた。

「ラシード殿下！　それは……」

　それは、六聖を巡めぐって争う気があるということだ。

　様子見の姿勢を示すのとはわけが違う。それを他国の人間に言ってしまうのは──。

「……オレは隠かくしはしない。友人を出だし抜ぬく真ま似ねなどしない」

　慌あわてるレティーツィアに、だがラシードはそれを目で制して、さらにきっぱりと告げた。

「クレメンスやセルヴァは、ナンセンスだとか愚おろかだとかボロクソに言うんだろうけどな。だが、オレは友人が大事なんだよ」

「殿下……」

「それに、やっぱり統一方法がはっきりしないというのが、どうもな」

　ラシードが難しい顔をして、口もとを手で覆おおう。

「もし、一つの国がほかの国を吞み込むのだとしたら……」

　レティーツィアは俯うつむいた。

　最後の統一方法は侵しん略りゃくとなんら変わらない。武力を使っていないだけで、戦争でほかの国を征せい服ふくするのと同じだ。

　一つの国の文化や風習、通貨や経済、法律──政治形態だけが残り、ほかの五つの国は千年以上もの長きに渡って自国で育んできたそれを、捨て去らなくてはならなくなる。

　世界は大混乱に陥おちいるだろうが、しかしそれも、たしかに『統一』には違いない。

　ラシードがギリリと奥おく歯ばを嚙かみ締める。

「六聖にオレが選ばれて、ヤークートがほかの五つの国を吞み込んでしまうのだとしたら、オレは友の国を潰つぶすことになるんだ。オレはそのあと笑って暮らせるだろうか？　幸せに生きられるだろうか？」

「ラシード殿下……」

「もちろん、オレはヤークートを心から愛している。永遠であれと思っている。しかし、それはアイツらも同じはずなんだ」

「ええ」

　レティーツィアは頷いた。ああ、やはり、この王子は素す晴ばらしい。

「そのとおりですわ。ラシード殿下」

「国と民のことを思えば父王の命は正しいんだ。六聖に必ず選ばれろという、な。六聖に選ばれさえすれば、どのような方法で世界の統一がなされたとしても、ヤークートは残る。そして、永遠に続くんだ」

　ラシードが両手を固く握にぎり合わせて、「そうだ。父王は正しい」と繰くり返かえす。

「だが、オレはそうしたくないんだよ。レティーツィア嬢。それは、オレに王たる自覚が足りないからだと思うか？」

　レティーツィアは首を横に振った。そんなことは絶対にない。

「いいえ、逆ですわ。ラシード殿下。殿下は、ヤークートだけを思っていらっしゃらない。ほかの五国のことも、そこに住まう民たちのことも同じように思っていらっしゃるのです。それは素晴らしき王たる資質でございましょう」

　住まう国が違えど、同じ人間だ。ほかの国を、民を犠ぎ牲せいにしてもいいなどと考える王は、何かことが起これば、必ずその攻こう撃げき性を自国の民にも向ける。もっともらしい大義を掲かかげ、これは必要な犠牲だなどと言うのだ。

「平和を愛する王が、愚かなはずがありませんわ」

　どんな理由があろうと、流れる涙なみだや血を惜おしめる者こそ、王に相応ふさわしいと思う。

　国の区別などなく、一つの命をもっとも尊いものだと言える王こそが。

　レティーツィアの言葉に、ラシードがホッとしたように微ほほ笑えむ。

「レティーツィア嬢は、うちのナディアとは違う。アイツは、マリナ・グレイフォードが急に皇子たちにチヤホヤされ出したことにぷりぷりしているぐらいで済んでいる。それは何も知らないからだ。──不安だろう？」

　神話を、予言を知っているからこそ。

「お気き遣づかいありがとうございます。ラシード殿下」

　ゲームでは国の統一方法やその後の国の状じょう況きょうなどの描びょう写しゃはほとんどない。数々の困難を乗のり越こえて恋こいを実らせ、六聖となった主人公と世界の覇者となった攻こう略りゃく対象の幸せな姿が描えがかれるルートが存在するだけだ。

（しかも、トゥルーエンドで世界の覇者となるのはリヒト殿下とラシード殿下だけ）

　キュアノスとヴェテルは、攻略対象が皇子ではなくその側近のため、彼らが覇者となるエンドは存在しない。エメロードとアフェーラは、攻略対象の二人の性格もあってだろう、同じく世界の覇者となるエンドはない。

　どの攻略対象でも、主人公が六聖として覚醒するイベントは必ずあるが、やはりそこは乙女ゲーム。六聖となった主人公の騎き士しとなり、愛いとしい人を守り続ける主従系エンドや、世界の覇者となるより大事なものがあるという──六聖の力を失い、ただの庶しょ民みんに戻もどった主人公とこそ幸せになるという、身分違いでも幸せになれる系エンドもある。

（そう。ゲームでは、主人公が六聖として君臨するのは絶対的なことじゃない）

　それだけに、予測が立たない。何がどうなるかが、本当にわからない。

（そもそも設定もシナリオも、もうあってないようなものだし……）

　世界の覇者となるエンドがないユエやリアムが、あるいはそもそも攻略対象ですらないクレメンスやセルヴァが世界の覇者となってもなんら不思議はない。

　レティーツィアは唇を嚙み締めた。固く握り合わせた両手が──震ふるえる。

　どんなことでもありえてしまう。それが、こんなにも怖こわいなんて。

（そんなの普ふ通つうのことのはずなのに……）

　いや、普通のことだからこそ、だろうか。

　一分後に何が起こるかなど、誰もわからない。

　それを──レティーツィアは身をもって知ってしまっている。

　前世において、レティーツィアはあまりにも突とつ然ぜんに、何が起きたのか理解できないまま、死を認にん識しきすることすらできないまま、その命を落としたのだから。

（不安なんてものじゃない。怖い。怖くて、怖くて、たまらない）

　これから、いったい何が起こるのか。

　それが、リヒトに何をもたらすのか。

　わからないからこそ、怖い──。

「レティーツィア嬢……」

　ラシードが気遣わしげに手を伸のばした──その時。厚い薔薇垣がきの向こうから「殿下！　ラシード殿下！」という声がする。

「……アーシムめ」

　ラシードがうんざりした様子でため息をつく。

　同時に、薔薇の小こ径みちをこちらに駆かけてくる足音が聞こえて──アーシムが姿を見せた。

「ああ！　ラシード殿下！　こちらにおいででしたか！」

「アーシム……。昼休みぐらいは……」

「いけません。殿下。お昼休みは六聖の乙女とともに過ごされませんと」

　放っておいてくれというラシードの言葉を遮さえぎって、アーシムが地面に膝ひざをつく。

「六聖の乙女のご意向もありますが、何よりもヤークート王の命令でございますれば」

　瞬しゅん間かん、ラシードがムッとしたように眉をひそめる。

　だが、六聖はもっとも尊き者として扱うようにという決定がなされたばかり。そのうえヤークート王は、ラシードが六聖に選ばれることを望んでいる。

　ラシード自身はどう思っていたとしても、今は勝手が許される立場ではない。

「お昼はサロンに顔をお出しになりませんと。六聖の乙女がお待ちでしょう」

　言葉を吞み込んだラシードに、レティーツィアがやんわりと言う。

「……ラシード殿下。殿下をお待ちなのは、六聖の乙女だけではございませんわ」

　友のためにも。婚こん約やく者候補のナディアのためにも。言外にそう匂におわせると、ラシードが再びため息をつく。

「あそこは、穏おだやかな……気が休まる場所だったはずなのにな……」

　決して、特定の人物の思いを忖そん度たくしつつもてなすような──生き残りをかけてお互たがいの腹を探さぐり合うような場所ではなかったはずなのに。

「レティーツィア嬢は一人か？　しばらくサロンのほうには顔を出していないが」

「いいえ、友人を待っておりますの。もう来ると思いますわ」

「そうか。それならいい」

　ラシードは優やさしく笑うと、立ち上がって伸びをした。

「じゃあ、可哀想かわいそうなオレは真面目にお勤めをしてくる」

「いってらっしゃいませ」

　穏やかに微笑んで、頭を下げる。ラシードはヒラヒラと手を振り、「まったく、空気の読めんヤツめ！　行くぞ！」などと言いながら、アーシムを伴ともなって足早に去ってゆく。

　二人の背中を見送って、レティーツィアは息をついた。

　リヒトが学園に戻ってくれば、ラシードと同じようにお昼はマリナ・グレイフォードとほかの皇子や側近たちとともに過ごすことになるのだろう。

　お昼だけじゃない。マリナが望めば、リヒトはもうそれを無む碍げにすることはできない。

　六聖の乙女を拒きょ絶ぜつすることなど、誰にもできないのだ。

（こんな形で距きょ離りが縮まったところで、それは恋になりえるの……？）

　現に、攻略対象であるはずのラシードは、マリナを快く思っていないようだった。

　彼女と過ごさねばならない時間は憂ゆう鬱うつらしく、太陽のように明るく元気なラシードから笑え顔がおが消えてしまっていた。

　繰り返すが、攻略対象であるはずなのに──だ。

（ここは乙女ゲームの世界なのに……）

　乙女ゲームの世界だからこそ、攻略対象である彼らにとってヒロインと結ばれることは最大の幸せなのだと思っていた。

　だからこそリヒトには、シナリオどおりに主人公と恋をしてほしいと思っていた。

　幸せになってほしかったからだ。

（でもラシード殿下は、マリナと一いっ緒しょにいてもちっとも幸せそうじゃないわ……）

　レティーツィアは唇を嚙み締め、目を伏ふせた。

　もう、わからない。何が正しいのか。どうするのが最善なのか。

　リヒトの──大切な人たちの幸せのために、何をすればいいのか。

　前世の記き憶おくがあるのにもかかわらず、現状なんの役にも立てていない自分に腹が立つ。

（どうすれば……！）

　リヒトを、大切な人たちを幸せにするために、どうすればいい？　何をすればいい？

（私に何ができる？　考えろ！　考えろ！）

　手のひらに爪つめが食い込むほど、固く拳こぶしを握り締める。

　その──刹せつ那な。

　突然、背後から伸びた何かがレティーツィアの鼻と口を塞ふさぐ。

「──ッ!?　ッ……！」

　息を吞んだ瞬間、目の前の景色が白くかすむ。

「……リ……ヒ……」

　グラリと、身体からだが傾かしぐ。

　何が起こったのか、理解することはできなかった。

　それよりも早く、意識が闇やみへと吸い込まれてしまったから。
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　頭が割れそうなほど痛む。

　それに呼び起こされるかのように、ゆっくりと意識が浮ふ上じょうする。

（……？　あ、れ？　わた、し？）

　ひどい頭痛のせいだろうか？　思考がうまく働いていない。状況が思い出せない。何をしていたんだったか。

「っ……」

　重たい目ま蓋ぶたを、無理やり持ち上げる。

　頭が痛い。身体もなんだか動かしづらい。なんだろう？

「え……？」

　ぼんやりとした視界に映ったのは、ボロボロで汚きたない──煉れん瓦がの床ゆかだった。

（な、に？　ここ……）

　薄うす暗ぐらい中でも、ひどく荒すさんだ様子なのが見て取れる。

　レティーツィアは息を吞み、目を大きく見開いた。

「えっ……!?」

　ギョッとして起き上がろうとするも──身体が思うように動かない。

　レティーツィアは自身の手を見て、息を詰つめた。両手が、縛しばられている。

「な、な……!?」

　混乱しながらも、ぐるりとあたりを見回す。

　そこは、まさに『箱』といった感じの部屋だった。

　広さは、大きめの会議室ぐらいあるだろうか？　床も壁かべも天てん井じょうも煉瓦で作られていて、窓はない。天井付近に通気口らしき長細い穴に、ドアが一つ。あとは、弱々しい光を放つランプが天井から下がっているだけ。

　室内には、木箱がいくつかと、ボロボロのズタ袋ぶくろのようなものやロープの切きれ端はしなどがあるのみ。ほとんど使われていないのか、全体的に薄うす汚よごれていて、ひどく埃ほこりっぽい。

「な、に……？　ここ……」

「──起きたか」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた瞬間、背後から低い男の声がする。レティーツィアは小さな悲鳴を上げ、肩かた越ごしに後ろを振り返った。

「ッ……！　ノクス！」

　ロングウルフの髪は血濡ぬれた闇色。レティーツィアを見つめる双そう眸ぼうは血のような緋ひ色いろ。身のすべてが淡あわい色のヴェテルの民の中では、ひどく異質な存在。

『僕のためなら、喜んで闇に生きる暗殺者になる。それがノクスだ。だから、いいんだよ。姿を消すのは。姿を消している間も、彼が僕のために動いているのだから』

　セルヴァがそう称しょうし、頼たよりにする側近。彼の忠実な影かげだ。

　レティーツィアはゴクリと息を吞み、自分を冷ややかに見下ろす赫あかを見み据すえた。

「これは、どういうことかしら？　ノクス」

　だがノクスはその問いには答えず、「いつまで転がってるんだよ？　後ろ手に縛るのは勘かん弁べんしてやってるんだし、起き上がれるだろ？」と肩をすくめる。

　ゾクリと、冷たいものが背中を駆け上がった。

　どう考えても異常な状況なのに、ノクスの口調はいつもとなんら変わらない。

　それがなんとも不気味で、恐おそろしかった。

「優しく抱き起おこすぐらいの紳しん士しさを、持ち合わせていらっしゃらないのかしら？」

「そういうものは、俺に期待してくれるなよ」

　自分を奮い立たせてなんとか口にした言葉にも、いつもと変わらない答えが返ってくる。

　自身が認めた主あるじ以外には敬語すら使わない。身分や立場は完全無視。その他大勢などどうでもいいといった態度は、たしかに失礼ではあるのだけれど──しかしその中にも、彼の信念のようなものが感じられて、レティーツィアはわりと好感を持っていたのだが。

（でも、この状況では……）

　身分や立場を重んじない態度は、そのまま命をも軽視しているような気がしてしまって、ひどく恐ろしい。

　だが、この状況だからこそ、弱みを見せるわけにはいかない。

　どれだけ怖くても震えてなどいられない。自分の身は自分で守らなくてはならないのだ。毅き然ぜんとしていなければ。

　レティーツィアはゆっくりと起き上がると、ノクスと向かい合う形で座り直した。

（まずは、状況を把は握あくしなくては……）

　深呼吸をして、気持ちを落ち着ける。怯おびえている暇ひまなどない。

（頭を動かしなさい！　レティーツィア！）

　自分を叱しっ咤たした瞬間、耳が足音のような音を拾う。

　ハッとしてドアへと目を走らせたのと同時に、それが開く。

　レティーツィアは大きく目を見開いた。

「……！　おや、起きたんだね。レティーツィア嬢」

　視界の先──豊かな白はく髪はつがふわりと波打つ。自分へ向けられた葡ぶ萄どう色いろの瞳ひとみに愕がく然ぜんとする。

「ッ……！　セルヴァ・アルトゥール殿下！」

　縛られているレティーツィアを見ても、まったく驚おどろいた様子がない。

　それどころか、いつもどおり普通の態度のセルヴァに動揺する。

（う、噓うそ……）

　じゃあ、これはノクスの独断ではなく──!?

「ごめんね？　汚いところで。もう少しだから我が慢まんしてくれるかな」

　セルヴァが穏やかに笑う。いつもどおりの大人の色香に満ちた笑えみだ。学園のサロンで歓かん談だんしている時となんら変わらない笑顔。

（何が起こっているの……？）

　必死に思いを巡らせても、薔薇園でラシードとアーシムを見送ったあとの記憶がない。エリザベートとランチを楽しんだ覚えもない。

　間ま違ちがいなく、自分は自らの足でここに来てはいない。

　ということは──攫さらわれたのだ。

　おそらくはセルヴァの命令で。ノクスの手によって意識を刈かり取とられ、連れ去られた。

（でも、それならこの普通さは何？）

　攫った相手を前に、どうしていつもどおりでいられるのだろう？

　それが理解できなくて──怖い。

　レティーツィアは奥歯を嚙み締め、軽く頭を振った。

（いえ、そんなことはいい……！　そんなことは、考えても仕方がない……！）

　今、大事なのはそこじゃない。

　レティーツィアはセルヴァをまっすぐ見据えて、なぜこんなことをしたのか、いったい何が目的なのかを問とい質ただそうとした。

　しかし、口を開いた瞬間、再びドアが開く。

「ッ──！」

　身体に激震が走った。

　視線の先──ヒラリと純白の制服が翻ひるがえる。

「マリナ……グレイフォード……」

「あら、本当に、お願いしたとおりにしてくださったんですね。嬉うれしい……」

　マリナが胸の前で両手を合わせて、嬉しそうに微笑む。

　その足あし下もとに、セルヴァとノクスが素す早ばやく膝をついた。

「ええ。すべては、あなたのために──六聖の乙女」

　恭うやうやしく頭を下げ、セルヴァが穏やかに告げる。

「このような場所まで足を運んでいただき、ありがとうございます。もうすぐ船が来ます。あとは速すみやかに」

「ええ。お任せしますね、セルヴァさま」

「…………」

　冷ひや汗あせが、背中を滑すべり落おちてゆく。

　今、船が来ると言った。セルヴァが入ってきた時にも、もう少しだから我慢してとも。

（学園島から、連れ出される──？）

　レティーツィアは、奥歯を嚙み締めた。それだけは、なんとしてでも阻そ止ししなければ。

　学園島から大陸への船は、朝と夕方の一日二便。民間の船ではなく、皇子の専用船でも六国の大陸までは丸一日以上かかる。

　気絶させられていたため時間の感覚はないけれど、少なくとも今の身体の状態を思うに、すでに学園島から連れ出されてしまったということはないだろう。この学園島からたった数時間でたどり着ける陸地などないからだ。

　レティーツィアは拳を握り固めると、呼吸を整えた。

　ここから連れ出されるわけにはいかない。船に乗せられてしまったら、チェックメイト。その時点で、負けが確定してしまう。なんとしてでも、その前に逃にげ出さなくては。

「──そう」

　震えるな。どれだけ切せっ羽ぱ詰まった状況でも弱みを見せるな。余よ裕ゆうたっぷりに──笑え。

　レティーツィアは縛られた手で肩に降りかかった髪を払はらうと、にっこりと笑った。

「あなたの差し金だったの。マリナ・グレイフォードさん」

「上から目線で気安く呼ばないでもらえます？　私は六聖の乙女なんですよ？」

　ムッとした様子で、マリナが眉を寄せる。

　だが、すぐに表情を和やわらげて、クスクスと笑った。──まるで勝かち誇ほこったように。

「でも、そうですね。たしかに私がお願いしました。六聖としてあなたを覇者に選ぶから、私の望みを叶かなえてくださいって」

「望み？」

「ええ。リヒトさまが欲ほしいので、私にリヒトさまをくださいって」
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　マリナが地団太を踏ふんで悔くやしがるほどの余裕っぷりを見せつけてやろうと思ったのに、その聞き捨てならない言葉に、微笑みが引き攣つってしまう。

「……ください、ですって？」

「ええ。結ばれる相手はリヒトさまがいいから。リヒトさまが私の最推おしなんです」

　その言葉に、レティーツィアは目を見開いた。

　ろくなエンターテイメントもなく、ヲタク文化もまったく発展していないこの世界で、『推し』という言葉はほとんど聞いたことがない。使っている人だって見たことがない。レティーツィアの影えい響きょうで、エリザベートが最近使うようになったぐらいだ。

（それに、今『最推し』って……）

　マリナは『推し』ではなく『最推し』と言った。この中で、もっとも推している者だと。

　まるで、ほかにも選択肢が存在するかのような言葉だ。

　それが意味することは、一つしかない。

（やっぱり……彼女も転生者だったのね……）

　もっと早く気づけていればと、奥歯を嚙み締める。

「覇者が世界を一つに統一したら、リヒトさまが治める国はなくなります。そうしたら、もう皇子と庶民の娘むすめじゃなくなりますから。ただの男と女──とはちょっと違うかな？　もと皇族と、世界で唯ゆい一いつの存在──尊き六聖の乙女って言うべきですかね」

　まるで歌うように声を弾はずませて、マリナが言葉を続ける。

「ただの王ですら、気に入った女を侍はべらせることができるんですよ？　だったら、世界でもっとも尊き存在に、それができないわけありませんよね？　だから私、セルヴァさまに提案したんです」

　悪戯いたずらっぽく人差し指を唇に当て、笑みを深める。

「国とか、政治とかにはまったく興味ないんで、そこは好きにやってもらっていいので、私の願いを叶えてください。叶えてくれるなら、あなたを覇者に選びますって」

「あなたの願い？　リヒト殿下をくださいって、あれのこと？」

「ええ。まず旧・シュトラール皇国のもっとも美しい場所に離り宮きゅうを用意してくださいとお願いしました。私とリヒトさまが暮らす愛の巣です」

　うっとりと夢見るように言って──一転、ひどく冷ややかな目でレティーツィアを見る。

「だけど、それだけじゃ駄だ目め。リヒトさまは根がお優しいから、政略結けっ婚こんの相手ですらも無碍にはできないみたいなんで、二度と邪じゃ魔まなんてできないように、リヒトさまの傍そばからあなたを完全に排はい除じょしてくださいって。これが二つ目のお願いです」

「っ……！」

「殺してだなんて物ぶっ騒そうなことは言いませんから、どこか遠くへやっちゃってくださいってお願いしたんです。二度と私のリヒトさまに近づけないようにしてくださいって」

　マリナが再び勝ち誇ったような笑みを浮うかべて、レティーツィアを見下ろした。

「ね？　それで世界が手に入るなら、安いものでしょう？」

　それには答えず、セルヴァを見る。

　レティーツィアの視線に気づいて、セルヴァは悪びれる様子もなく肩をすくめてみせた。

「ごめんね？　でも、すべては国のためだ。ヴェテルをなくすわけにはいかない」

「国のためならば、民のためならば、友人を踏みつけることも厭いとわないということですか。それはそれは、素晴らしいお考えですわね。感服いたしますわ」

　嫌いや味みをたっぷり込こめて言ってやる。ラシードがなんと言っていたか、聞かせてやりたい。

　しかし、セルヴァを責めるつもりはない。むしろ、彼の行動こそ正しいのかもしれない。

　それほど──この世界では、六聖は絶対なのだ。

　国がすべて。民がすべて。大義のためなら女一人拐かどわかすぐらい大したことではない。むしろ、そんな小さな犠牲で済むのであれば積極的にそうするべき。

　セルヴァは王子として国を背負う身だ。その考え方は決して間違ってはいない。

　おそらく、本人もそう思っているのだろう。別段堪こたえた様子もなく「怖いな〜」などと苦く笑しょうしている。

　レティーツィアは息をついて、マリナに視線を戻した。

「ずいぶんとまぁ、力ちから業わざで来たわね。さすがに驚いてよ」

「え？　そうですか？　そんなことないと思いますけど。邪魔な婚約者を排除するなんて、むしろ普通のことでは？　正せい攻こう法ほうも正攻法でしょう」

「そっちではないわ」

　レティーツィアはきっぱりと言って、無理やり唇の両りょう端はじを持ち上げた。

　笑え──。憎にくらしいほど、余裕たっぷりに。

　主導権イニシアチブを握れ。相手が六聖といえど、黙だまって潰されてやる道理はない。

　逃げるために、自分を守るために、笑え！

「一年という攻略期間をずいぶん短縮したではないの。まさか、クリスマスのイベントを開始一カ月やそこらで起こしてしまうなんて。さすがに大だい胆たん過ぎではなくて？」

「ッ──！」

　マリナが息を詰め、愕然とした表情を浮かべる。

　セルヴァとノクスは理解ができない言葉だろう。いや、二人だけではない。リヒトも、イザークも、ラシードも、エリザベートも──誰も理解することができない。

　レティーツィアと同じ、転生者でなくては。

「……そうか……」

　マリナがすべてを理解したかのように呟く。

　そのまま導かれるかのごとく、レティーツィアの目の前にやってくる。

「そういうことだったのね。あなたみたいな不純物が混じってたから、シナリオどおりに進まなかったんだ。おかしいと思った。だってリヒトさまの態度、あまりにもシナリオとかけ離はなれているもの。ああ、そうだったんだ……」

　そして、レティーツィアの髪を乱暴につかんだ。

「ッ……！　痛っ……！」

「リヒトさまと結ばれるのは、私。それが『正しい』って、あなたも知ってたんじゃないですか。なのに、邪魔するなんて。悪役令嬢のクセに、何を夢見ちゃってるんですか？」

　まるで雑草を抜くかのように髪を引っ張って、レティーツィアの顔を覗のぞき込む。

「悪役令嬢あなたと攻略対象リヒトさまが結ばれるようにするなんて、絶対に駄目じゃないですか。だって、それは『間違い』なんですから。シナリオにそんなルートはないんですから」

「……ッ……」

「それは主人公わたしが無茶をして、強ごう引いんに『正しいルート』に戻すのとはわけが違いますよ？　悪役令嬢としての役割を放ほう棄きして、欲望のまま攻略対象を奪うばおうとするなんて。あなた、この世界を壊す気だったんですか？」

　そんなつもりなどあるはずもない。──心外だ。

　邪魔をした覚えもない。少なくとも、レティーツィアに邪魔する気は皆かい無むだった。

　むしろ、マリナとリヒトの仲がうまくいくよう、心から願っていた。

　だけど、もう遅い。今さらそれを訴うったえたところで、何かが変わるわけでもない。

　レティーツィアは痛みに耐たえながら、さらに笑みを深めた。

「好きに解かい釈しゃくしてくれて構わなくてよ」

「それで、リヒト殿下を不幸にしてもいいと？　恐ろしい人！　最低ですね！」

「……ッ……」

　リヒトを不幸にしてもいい──？

　冗じょう談だんじゃない。一番リヒトの幸せを願っているのは、間違いなく自分だ。

　それだけは、自信を持って断言できる。

　レティーツィアは手のひらに爪が食い込むほど、固く拳を握り締めた。

（激げき昂こうしては駄目。落ち着いて。今やるべきことは、とにかく、相手に喋しゃべらせること）

　そして、会話の中からヒントを探す。ここはどこなのか。今は何時なのか。どういった計画なのか。これからどういった段取りでものごとを進める気なのか──。

　何をするにも、情報は必要だ。まずは、それを集めることが先決。

　理性ではわかっているのに、怒いかりで身体が震える。

「ああ、よかった。セルヴァさまに、リヒトさまとあなたを引き離すようにお願いして。世界をおかしくしても平気な人が、リヒトさまの傍にいるなんて……ゾッとする」

　マリナが、まるで汚いものを見るような目でレティーツィアをねめつけ、吐はき捨すてる。

「リヒトさまと私が幸せになるルートが『正しい』んですから、邪魔しないでください。リヒトさまの幸せのためにも」

　刹那、頭の中が真っ白になる。

（お前が、それを語るな！）

　プツンと何かが切れたような音を、耳にした気がする。

　レティーツィアは縛られた両手を振り上げ、渾こん身しんの力でマリナの手を払った。

「っ……!?」

　マリナが驚いたように目を見開く。

　レティーツィアは苦労しながら立ち上がって、激しくマリナをねめつけた。

「ゾッとする──ですって？　それはわたくしの台詞せりふだわ」

　もう、表面上ですら、平静を保ってはいられなかった。

　冷静さを欠くのは自分の首を絞しめるだけだとわかっていても、止まらない。

　感情が爆ばく発はつする。

「あなた、自分が何を言っているのか本当にわかっているの!?　リヒト殿下をください!?　殿下の意思を無視して、よくもそんなことが言えるわね！」

　身の内を焼く怒りに、自分で自分をコントロールできない。

　わなわなと全身を震わせながら、さらに叫さけぶ。

「殿下の幸せのため!?　ご本人の意思も確認せず、同意も得ず、その将来を勝手に決める。そんな横暴──許されると思って!?　それは立派な暴力だわ！」

「は？　何を言ってるんです？　私は六聖ですよ？　この世で最上の存在の伴はん侶りょとなれるんですよ？　この世界では、それ以上に喜ばしいことなんてないでしょう？」

　激昂するレティーツィアを小馬鹿にするように嗤わらって、マリナが自分の胸を叩たたく。

「だってこの世界は、主人公わたしのためにあるんですから」

「だったらどうして、真っ向から勝負しないの？」

　そんな言葉に惑まどわされたりはしない。

　本当に、心からそう思っているのだとしたら、こんな真似は逆にしないだろう。

「それなら、リヒト殿下に『六聖として、あなたを伴侶に選びます』と言えばよかったのではなくて？　こんな小細工などせず」

　マリナがグッと言葉を詰まらせる。

「六聖の伴侶となることが、本当にこの世界における最上の喜びだと言うならば、殿下はすぐさまあなたの前に跪ひざまずいたはずよ。どうしてそうしなかったの？」

　マリナが奥歯を嚙み締める。

　レティーツィアはツンを顎あごを上げて、お返しとばかりに鮮やかに嗤った。

「自信がないのでしょう？　だってあなた、何もしていないものね」

「は？　何を……」

　わずかでも、レティーツィアに侮あなどられるのは許せないのだろう。マリナが顔を歪ゆがめる。

　レティーツィアは「だったら、聞かせてくださらない？」とさらに笑みを深めた。

「あなた、何をしたの？　殿下に好いていただくために、どんな努力をしたと言うの？　わたくしには、ただ駄だ々だをこねているようにしか見えなかったけれど」

「っ……それは……」

「設定やシナリオにあぐらをかいて、うまくいかなかったら、設定と違う！　シナリオと違う！　こんなのはおかしい！　間違っている！　そう喚わめくだけ」

　喚けば、誰かがなんとかしてくれるとでも思っているのだろうか？　馬鹿馬鹿しい。

「人の心なんて、そもそも予定調和でどうにかなるものではないでしょうに」

　六聖の乙女とは、そんなこともわからないお馬鹿さんなのか。

「あなた、殿下のお心を動かすために、何をしたの？　好感を持っていただけるように、どんな努力をしたというのよ!?」

　間違いなく、マリナにそんなものはない。

　彼女が、自分に謙けん虚きょに、目標に向かって努力し抜く人間だったなら、今まで積み上げてきたものが一いっ瞬しゅんで無に帰すような、すべての努力を水の泡あわにするような──過去の自分を裏切り、踏みにじるような真似を絶対にするはずがない。

「人の心を動かすのはとても難しいことなのよ!?　恋した相手に好いてもらえるなんて、それこそ奇き跡せきのようなこと！　簡単に叶うことではないのよ!?　なのに、たかが一カ月やそこらで痺しびれを切らして、こんな強引な手段に出るなんて！　あなたこそ、リヒト殿下をずいぶんと軽かろんじているのではなくて!?」

　なんの努力もせずに手に入るような男だと思っているのか。あのリヒトが。

　冗談ではない！　安く見てもらっては困る！

「スペシャルな男を手に入れたいのであれば、それに見合う自分になるべく努力し尽つくしなさいよ！」

「うるさいっ！　好き勝手なこと言わないでよ！」

　我慢ならないといった様子で、マリナが叫ぶ。

「この世界で、庶民というだけでどれだけのハンデを負っていると思っているのよ？」

　憎にく々にくしげにレティーツィアをにらみつけ、マリナが宙に手を掲げる。

　何もないところから六色の光を放って現れた聖剣をつかみ、切っ先をレティーツィアの鼻先に突つきつけた。

「公こう爵しゃく家でぬくぬくと恵めぐまれた生活を送ってきたクセに偉えらそうに！　家いえ柄がらがいいだけでリヒトさまの婚約者になったアンタに言われたくない！」

「家柄がいいだけ!?　冗談じゃないわ！　馬鹿にしないでちょうだい！」

　それでも微み塵じんも怯ひるむことなく、レティーツィアは声を張り上げた。

「たしかに、わたくしは生まれで恵まれているわ！　それでたくさんのラクもしてきた！　でもわたくしは、欲しいものを得るための努力を惜しまなかったわ！」

　特別優すぐれているわけでもないからこそ、血のにじむような努力を重ねてきた。

　もちろん、大きな何かを成し遂げたわけでもなければ、望むものを手に入れたわけでもない。未だ努力の真っ最中だ。

　それでも──コツコツと小さな一歩を積み重ねて、ここまできた。

　それがなければ、今の自分はないと自信を持って言える。

「殿下の傍にいるために、わたくしほど努力した人間はいない！」

　リヒトは『推し』である前に、『最愛の人』だった。

　前世の記憶を取り戻す前から、レティーツィアはリヒトとともにあるため、必死に己おのれを磨みがいてきたのだ。

「たとえ夢破れても納なっ得とくできるほどの努力もせず、不満を垂れ流して駄々をこねたあげく、誰かを踏みつける真似を平気でするあなたと、一緒にしないで！」

　自分に恥はじるようなことは、何一つない！

「あなたに、リヒト殿下は渡さないわ！」

　鮮やかな怒りを纏まとい、レティーツィアが叫ぶ。

「六聖？　だからなんだと言うの？　リヒト殿下を、あの素晴らしき方を、まるで玩具おもちゃか何かのように手に入れようとするあなたには、絶対に渡すものですか！」

「ッ……！　アンタは……！」

「言っておくけれど、わたくしの幸せのためじゃない！　わたくしはあなたとは違う！」

　リヒトの幸せのためにだ。

　この人と結ばれたら、リヒトは誰よりも幸せになれる。そう確信ができる相手がいたら、喜んで身を引く。この胸を占しめるリヒトへの恋こい心ごころは、努力でもって葬ほうむってみせよう。

　それだけの覚かく悟ごが、自分にはある。

　だからこそ──マリナは駄目だ。絶対に。

　自分のことしか考えていないマリナに、リヒトを幸せにできるはずがないから。

「あなたでは、リヒト殿下は幸せになれない。だからわたくしは決して、殿下の妃きさきの座を明け渡したりはしないわ！」

　すべては、リヒトのために。

「リヒト殿下は、わたくしが誰よりも幸せにしてみせる！」

　それこそレティーツィアの大義。世界も六聖も、リヒトに勝まさるものではない。

「六聖ごときに、邪魔はさせないわ！」

　苛か烈れつな怒りを瞳に宿し、レティーツィアが叫んだ──その時だった。

　ガアンッとすさまじい音が室内に響ひびき渡る。

「ッ……!?」

　セルヴァとノクスがビクッと身を震わせ、身構える。

　レティーツィアとマリナもまた息を吞み、視線を巡らせた。

　さらに、音が続く。二度。三度。

「ドアが……!?」

　ノクスがセルヴァを背に庇かばって臨戦態勢に入ったのと同時に、ドアが蹴け破やぶられる。

　瞬間、心臓が歓かん喜きに震えた。

「──まったく。お前はかっこいいな」

　黒いインバネスコートを翻し──白銀に輝かがやく剣を手にした最愛の人が言う。

　レティーツィアを映した金色の瞳が、甘やかに煌めいた。

「さすがは、俺の女だ。──褒ほめてやろう」
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「リヒト！　どうしてここに……！」

　呆然とした様子で、セルヴァが呟く。

「どうして？」

　その言葉に、ヒュンと音を立てて剣を露つゆ払はらいしながらリヒトが眉を寄せた。

「俺の女を攫っておいて、『どうして』だと？　頭は大丈夫か？　セルヴァ」

「っ……！」

　顔色を変えたセルヴァを背に庇い、ノクスが唸うなるように言う。

「地上うえの者は……」

「セルヴァの私兵なら……まぁ、死んではいないだろうな。動ける者もいないだろうが。医者を呼んでやるなら、早いほうがよかろう」

　剣を腰の鞘さやに収めることなく手にぶら下げたまま、リヒトがあっさりと言う。

「それにしても汚い地下室だな。お前ら、レディの扱いを知らないのか」

「どうしてここがわかった！」

「……馬鹿か。お前」

　ノクスへ向けられた金色の双眸が、すぅっと冷たくなる。

「学園で攫うなんて雑なことをするからだ。誘ゆう拐かいは、発覚までどれだけ時間を稼かせげるかが成功の鍵かぎだろうが。主人のためならどんな汚よごれ仕事すら厭わない姿勢は評価してやるが、それならもっと狡こう猾かつになれ。主人に疑いの目すら向けさせるな」

「っ……！」

「レティーツィアが姿を消したわずか数分後には、エリザベートが異変に気づいていたぞ。彼女は泣きながら、サロンへ知らせに走ったらしい。ラシードは、その時の六聖の様子に違い和わ感かんを覚えたのだそうだ。そのうえ、お前とノクスが揃そろって不在なのに、六聖がそれを気にする様子もないことに疑問を感じ、すぐにアーシムを屋や敷しきまで寄こしてくれた」

　リヒトの口から『六聖』という言葉が出た瞬間、マリナがピクンと身を弾はじかせる。

　しかし、リヒトはマリナを一瞥すらせず、ノクスを見つめたまま言葉を続けた。

「あとは簡単だ。事件が起きたことを知ることさえできれば、うちのイザークに暴けないものはない。あれは、お前などとは悪党のレベルが違う。まぁ、もっとも今回は急がせたせいで、潜せん伏ぷく先を十カ所までしか絞しぼれなかったが。しらみ潰しに一つ一つ当たっていたら、存外時間がかかってしまった。あれもまだまだだ」

「くっ……！」

　ノクスが悔しげに顔を歪める。

　その様子に一つ息をつくと、リヒトは再び彼の後ろに立つセルヴァへと視線を戻した。

「慣れないことはするもんじゃないぞ。セルヴァ、なぜこんなことを？」

「セルヴァさまは、私の願いを叶えるために動いてくださったんです！」

　リヒトの言を遮って、マリナがノクスの前に進み出る。

　目の前に立ったことで、金の双眸がようやくマリナを映した。

「願い？」

「ええ！　私は、リヒトさまをお慕したいしてます！　リヒトさまと結ばれたくて！」

「俺と結ばれたくて──したことが、人ひと攫さらいか？」

「っ……」

　低く、甘く、色香に溢れた──しかし同時に背筋が寒くなるほどの威い厳げんに満ちた声が、ピンと張りつめた空気を震わせる。

　マリナはビクッと身をすくめると、言い訳するようにモゴモゴと呟いた。

「そ、それは……その方が邪魔をするから……」

「邪魔者を排除しようとしたということか？　まぁ、それも手段の一つではあるな」

　リヒトが苛いら立だたしげに息をつく。そこでようやく、リヒトの言こと葉ば遣づかいや態度がいつもと違うことに気づいて、レティーツィアはぱちぱちと目を瞬しばたたかせた。

（言葉も態度も、かなり荒あら々あらしいというか……）

　そういえば、一いち人にん称しょうも『私』ではなく『俺』だ。

　でも、素が出ているというのとも少し違う気がする。街歩きの時とも様子が違うから。

「それなら邪魔者を排除すること以外で、お前は俺を得るために何をした。どんな努力をした。言ってみろ」

　戸と惑まどうレティーツィアの前で、リヒトがマリナを見下ろしたまま、冷たく言う。

「え……？」

「邪魔者を排除しさえすれば、自動的に自分を好いてもらえるなどと思っていたわけではあるまい。だから、訊きいている。俺の心を得るために、お前は何をしたのか」

「わ、私は、ちゃんとシナリオどおりに……」

「シナリオ？」

「そ、そうです！　私とリヒトさまは結ばれる運命なんです！　未来は、そう定められているんです！　それが、正しい道で……」

「……それはつまり、お前自身はなんの努力もしていないということか？」

　より一層冷たさを増した声に、ざわりと肌はだが粟あわ立だつ。

　レティーツィアは息を吞んで──ようやく理解した。

（お、怒おこってらっしゃる……）

　かつてないほど──『皇子の顔』でいることができないほど、怒っている。

　こんなリヒトを見たのは、はじめてだった。少なくとも、今のレティーツィアは。

（前世で……ゲームで……レティーツィアを断罪する殿下を見たことはあるけれど……）

　あの時もかなり怒っていたと思うけれど──同じ空間にいるからだろうか？　ゲームの断罪シーンよりも、リヒトの怒りがビリビリとダイレクトに伝わってくる。

（リヒト殿下……）

　レティーツィアは縛られている両手を握り合わせて、ゴクリと息を吞んだ。

「で、でも、それならあの人だって同じでしょう！　あの人が婚約者になったのなんて、しょせんは家の力じゃないですか！」

　マリナが、そんなレティーツィアを聖剣で指し示す。

「たしかに、生まれる前から、レティーツィアの父親は計算していただろう。女だったら年ねん齢れい的にも家柄的にも俺の妃にピッタリだと。公爵家のさらなる発展のため、絶対に妃の座を手に入れてみせようと」

「ほ、ほら！　やっぱりそうじゃないですか！」

「だが、家柄だけで手に入れられるほど、俺の妃の座は安くない」

「そ、それは……」

「レティーツィアはものごころついた時から、自分を磨いてきた。俺の妃となるために」

「でも、それは……家のためで……！」

「だったら、お前にはできるのか？　会ったこともない相手のために、語学に歴史に社会経済、政治に帝てい王おう学と男子以上に学び、礼れい儀ぎ作法はもちろんのこと、ピアノにバイオリン、ダンス、刺し繡しゅう、詩歌しいか、乗馬など淑しゅく女じょとしての嗜たしなみも完かん璧ぺきに身につけ、自国の要人の顔と名前、関係性、領地の場所やその経営状況、そして世界六国の王族と貴族たちの顔と名前、その関係図までを記憶し切ることが？」

　マリナがギョッとして目を見開く。

「は……？」

「ちょうどいい。ヴェテルの王子がいるんだ。ヴェテルの歴史年表を、レティーツィアに暗唱させようか？　千年以上もの歴史だ。すべて語るにはゆうに三時間以上かかるがな」

「なっ!?」

　その言葉に、セルヴァもまた啞あ然ぜんとして目を丸くする。

「三時間以上かかるって、どれだけ詳しょう細さいに覚えているんだ。そんなことは……」

「お前にもできないか？　ああ、そうだな。自国の王子ですら、容易たやすくはできないことだ。だが、レティーツィアはできる」

　なんでもないことのようにきっぱりと言い切って、さらにとんでもない言葉を続ける。

「歴史じゃないほうがいいか？　ヴェテルの各地方の特産品を説明させようか？　それによる税収がいいか。ヴェテルの現在の全爵しゃく位いを、現当主の名とともに列挙させようか？　それとも過去存在した爵位も含ふくめたほうがいいか？」

　言葉を失う面々を見回して、「もちろんヴェテルだけではない。世界六国すべての国で、それができる」とまで言う。

「そんな……途と方ほうもない……」

「そうだろう？　そんな途方もないことを、レティーツィアはできるんだ」

　セルヴァが、ノクスが、そしてマリナが絶句する。

「たしかにレティーツィアとはじめて会ったのは、俺が九歳、彼女が八歳の時だ。それまでの努力は、父親に『家のために』と申しつけられてしていたことだろう。だが、そのあとは違う。レティーツィアは俺とはじめて会った日の夜、父親に言ったそうだぞ。素晴らしいお方でした。あの方の傍にいられるのであれば、どんなことでもしてみせますと」

　かぁっと顔が赤くなる。

　そう──その時から、リヒトはレティーツィアのすべてだった。

「その言葉どおり、レティーツィアは俺の隣に立つためにありとあらゆる努力をしてきた。それは知識や技術を身につけるだけに留まらない。俺が、民らが美しい皇こう妃ひを誇れるよう、外見も磨きに磨いた。もちろん、同じだけ内面もだ」

　リヒトが拳で心臓を叩く。

「俺に顔向けできないような真似はするな。常に正しくを心がけた。俺が信じられる者であれ。常に誠まことしくを心がけた。俺を癒いやせる者であれ。常に優しくを心がけた」

　リヒトを支えられる者でいられるよう、常に強くあれ。

　リヒトを個人的なことで煩わずらわせずに済むよう、常に自分を律せよ。

「要求されたわけではない。すべては、レティーツィアが自分で自分に課したことだ」

　マリナが、悔しげに唇を嚙み締めて押し黙る。

「婚約者の座を手に入れてからも、それに慢まん心しんしたことはない。常に貪どん欲よくに自分を高めてきた。すべては、俺のためにだ！」

　そんな彼女をにらみつけたまま、リヒトがさらに叫ぶ。

「レティーツィアが、俺の前で貴様のように喚いたことは、ただの一度もない！」

「ッ……！　わ、私は……！」

「レティーツィアは、常に完璧であろうとした。弱音は一いっ切さい吐かず、自分のことより俺を優先する。いつなんどきもだ。こちらが歯がゆくなるほどに！」

　リヒトが少しだけ悔しそうに顔を歪めて、小さく息をつく。

「おそらく死を目前にしてすら、俺を慮おもんぱかって『苦しい』も『つらい』も『助けて』も、口にしないだろう。こんな時ぐらい我わが儘ままを言ってくれと、俺がどれだけ切望してもな」

　その言葉に、脳のう裏りにひらめくものが。レティーツィアはハッとして、リヒトを見つめた。

　憮ぶ然ぜんとしていた、あの日の薔薇園でのリヒトを思い出す。

（ああ、そうか……）

『お前は、いつもそうだな』──あの言葉の意味を、唐とう突とつに理解する。

（あれはそういうことだったんだ……）

　刹那──心が熱く震える。

　レティーツィアは縛られた両手で口もとを覆った。

　記憶が戻る前から、リヒトがすべてだった。

『推し』である前から、『最愛の人』だった。

　レティーツィアにとって、リヒトこそが『世界』だった。

　だからこそ、常に必死だった。

　リヒトとともにあるために。

　リヒトを幸せにするために。

（ああ、リヒト殿下……）

　泣いては駄目だ。今は、そんな状況じゃない。

　わかっていても、涙が溢れそうになってしまう。嬉しくて、嬉しくて、たまらなくて。

　今日まで重ねてきた努力は、一つも無む駄だになってはいなかった。

　それはちゃんと、リヒトに届いていた。

（ああ、今ならわかる。私もマリナと同じだった。ここがゲームの世界だということに、ひどく囚とらわれてしまっていた……）

　マリナと結ばれることこそがリヒトの幸せなのだと、レティーツィアもまた決めつけてしまっていた。そして相手の本質を見定めることも、リヒトの意思を確認することもせず、ただ身を引こうとしてしまっていた。

　これまで積み重ねてきたものを、自分で汚けがしてしまうところだった──。

「勘かん違ちがいしてもらっては困るが、レティーツィアは特別もの覚えがいいわけでも、できがいいわけでもない。今のレティーツィアは、俺のために持てる力のすべてを使って一心に自分を磨き上げてきたからこそ得られた『結果』だ。努力のたまものだ。それを──」

　金色に輝く双眸が、まっすぐにレティーツィアを捕とらえる。

　その視線に愛しさが溢れて、リヒトが優しく微笑んだ。

「可愛く思わない男はいないだろうよ」

　言葉が出ない。

　それは、慈いつくしみに満ちた笑みだった。

　蕩とろけるように、甘い。

　魂たましいが抜けるほどに、美しい。

　そして──涙が出るほどに、愛しい。

（リヒト殿下……！）

　努力をし尽くしても、それだけではどうにもならないのが、人の心だ。

　だからこそ、相手に想おもいを受け入れてもらえるのは──それだけで奇跡だと思う。

　身体が、心が、魂までもが、歓喜に打ち震える。

「対して、お前ときたらどうだ」

　リヒトがマリナに視線を戻し、一転──冷たく吐き捨てる。

「一度道案内をしただけで、なぜ仲良くなれたと思える？　礼儀に反した振る舞まいをして、なぜ許されると思える？　なんの努力もせず、なぜ好いてもらえると、選んでもらえると思えるんだ」

　金の双眸が、苛烈な怒りに燃え上がる。

「そう定められているだと？　そんな都合のいい話があるか。ふざけるな、現実を見ろ」

「っ……それは……！　だって、ここは……！」

「シナリオだと？　いったいなんの話だ。そんなご都合主義のシナリオなど、俺は知らん。そんなもののために、お前はレティーツィアを傷つけたのか！」

　鮮やかな激情が、彼をさらに輝かせる。自分をまっすぐに見据える凶きょう暴ぼうな金色の瞳に、マリナが怯えたようにあとずさる。

　まだ皇太子という立場でありながら、見る者を圧あっ倒とうする──支配者たる絶対的な威厳。

　これを目の前にして、口にできることなど何があろうか。

（ああ……！）

　断罪シーンのリヒトだと思う。

　烈はげしく、美しい──金色の炎。

「だいたい誰かが敷いたレールをなんの疑問も持たずにただなぞることを、『運命』とは言わん！」

　リヒトが怒りでもって、一片ぺんの容よう赦しゃもなく、マリナが口にしたすべてを否定する。

「それは、己おのが力で切り開くものだ！」

　人生をかけて恋をした輝きに、うっとりと見み惚ほれてしまう。

　焦こがれに焦がれた──シュトラールの光リヒト。

　その眩まぶしさに眩暈めまいがしそうだ。

「世界がお前を認めても、俺にお前は必要ない。本当に、俺とお前が結ばれるなどというあらかじめ定められた道があったのだとしても、関係ない。はっきり言おう。それでも、俺はレティーツィアを選ぶ。六聖ごときの玩具になる気は毛頭ない」

　その言葉に、ハッとする。レティーツィアは慌てて頰を引き締めた。

（ああ、感動なんてしている場合じゃない！）

　そう言ってくれたけれど、実際に世界を混乱に陥おとしいれ、自国を揺ゆるがし、民を犠牲にして、リヒトが苦しまないわけはない。彼こそ努力の人だからだ。皇子という生まれにあぐらをかいたことは一度もない。常に国のため、民のために己を磨いてきた。

　レティーツィアが常にリヒトのために在ったように、リヒトもまた常に国のため、民のために在った。

　リヒトは、自分が誰よりも幸せにしてみせる。

　そう豪ごう語ごした舌の根も乾かわかぬうちに、自分のために国や民を捨てさせてはいけない。

　今、リヒトのためにできることは──！

「殿下！　聖剣を！」

　レティーツィアが鋭するどく叫ぶ。

　それに素早く反応したリヒトが、マリナの持つ聖剣に自らの剣を打ち下ろす。

「きゃあっ！」

　その衝しょう撃げきで、マリナの手からいとも簡単に聖剣が零こぼれ落ちる。

　床とぶつかってガランと音を立てたそれに、レティーツィアは飛びついた。

「痛っ……！　な、何を……！」

「わたくしは知っているわ！　封ふう印いんを解いてこの聖剣を目覚めさせたからこそ、あなたは六元素の力を手に入れた！　六聖となりえたのよ！」

　マリナは、いい意味でも悪い意味でも、ゲームの設定やシナリオに従って行動していた。ということは、六聖覚醒イベントも、シナリオをほぼ忠実になぞって起こしたはずだ。

　ならば、間違いない。六聖を六聖たらしめているのは、この聖剣だ。

「殿下っ！」

　両手でしっかりと持ち、地に足を踏ん張って、リヒトに向かってそれを振りかぶる。

　淑女としてはひどくはしたない、だが戦士のように勇ましい姿に、リヒトがハッとして手にしていた剣を振り上げた。

「六元素を司つかさどる聖剣だろうと、世界に混乱をもたらすのなら、そんなもの必要ないわ！」

　ゲームの設定？　シナリオ？　そんなものはもう知らない。関係ない。

　この世界が完成していないなんて、何をもってそんなことを言うのか。

　戦争のない世界。

　元素の力が息づく世界。

　世界六国が力を合わせてともに歩む──穏やかで美しい世界。

　これ以上に尊いものが、どこにあると言うのだ。

「やめろっ！」

　いち早く、レティーツィアの狙ねらいに気づいたセルヴァが叫ぶ。

　だが、もう遅い。

　聖剣は、主人公が持つことを前提にデザインされている。ゆえに、ひどく細身で美しい。そのうえで、剣は日本刀ほどではないけれど、やはり横からの力には弱い。

　リヒトが渾身の力で振り下ろした切っ先を、剣の腹で受け止めればどうなるか──。

　耳に痛い激しい音を立てて、聖剣とリヒトの剣がぶつかり合う。

　微塵の手加減もない、レティーツィアを信じて振り下ろされた剣。普通なら、女の力で耐えられるものではない。

　でも、骨が折れても離すものか！

「う、あ、あぁぁあぁあっ！」

　ビリビリとした重たい衝撃を必死に受け止め、そのまま聖剣を振り抜く。

　キンと甲かん高だかい音がして、銀色に光る何かが風を切って宙を舞った。

「よく押し負けず、耐えた。それでこそ俺の女だ」

　すれ違う瞬間、リヒトが満足げに言う。

　レティーツィアは唇の端を持ち上げた。

　──誇ろう。これこそ、弛たゆまぬ努力の果てに得たものだ。

　聖なる力など宿っていなくても、これまで生きてきた軌き跡せきが、積み上げてきたものが、レティーツィアの剣であり、盾たてだ。これに勝るものなどあるものか。

　聖剣の折れた切っ先が、煉瓦の床に当たって乾いた音を立てる。

　その音を追いかけるように、聖剣は六色に輝く光となり、そのまま砕くだけ散ちった。

「きゃあぁっ！」

　マリナの身体から六色の光が溢れ、そのまま霧む散さんする。

　六聖の力が、消えてゆく。

「う、噓……噓！　噓よ！　こんな……！　いやぁああっ！」

　絶望に満ちた悲鳴が、室内に響き渡った。

「っ……なんて……ことだ……」

　セルヴァがブルブルと身を震わせる。

「よくも聖剣を！　六元素が宿る宝を！」

「それがどうした」

　リヒトはそんなセルヴァを冷たく見下ろしたまま、剣を腰の鞘に収めた。

「平和のためではなく他国を脅おびやかし、潰すために使うのなら、俺はそれを聖なるものとは認めない」

「君の意見など関係ない！　あれは世界の宝なんだぞ！」

「──もう一度言う。レティーツィアの言うとおりだ。そんなもの世界には必要ない」

　それだけ言い捨てて、さっさと背を向ける。

　もう、貴様に興味はないと言わんばかりに。

「リヒト！」

「覇者になりたいのなら、小さい策を巡らすのはやめろ。セルヴァ。か弱い女を攫って、監かん禁きんして、それで得られる覇者の座とはどんなものだ」

　レティーツィアの前に立ち、肩越しに振り返って、セルヴァを見る。

　冷たい瞳が、鮮やかな侮ぶ蔑べつの色に染まる。

「そんな安いもの──俺ならいらん」

　セルヴァが奥歯を嚙み締め、リヒトをねめつける。

　しかし、聖剣が失われてしまった今、彼にはもう何をどうすることもできない。

　セルヴァは絶望に顔を歪めて、ガックリと床に膝をついた。

「一国の皇子の伴侶となる女に手を出したんだ。ただで済むとは思っていまい。ただちに主従ともに国へ戻り、謹きん慎しんしていろ。追って、沙さ汰たが下るだろう」

「…………」

　セルヴァはもう動かない。

　主の戦意喪そう失しつに、ノクスもまた目を伏せることしかできなかった。

「……さて、と」

　リヒトがレティーツィアに向き直り、その手を取る。

　ようやく拘こう束そくが解かれて、レティーツィアはホッと安あん堵どの息をついた。

「助けていただき、ありがとうございます。リヒト殿下」

　深々と頭を下げると、リヒトもまた安堵したように──そしてどこか満足げに微笑んだ。

「では、どうする。助けに来た正義の味方皇子さまらしく、抱き上げて連れ出してやってもいいが、この建物の周りを取り囲んでいたセルヴァの私兵を片づけたあとで、正直疲つかれている」

「は、い……？」

　ヒーローらしからぬ言葉に、思わず目をぱちくりさせる。

　レティーツィアは、悪戯っぽく笑うリヒトをまじまじと見つめて──破顔した。

「もちろん、自分の足で歩きますわ」

　クスクスと笑いながら、きっぱりと告げる。

　自分は、リヒトに守られるためにここにいるのではない。

「わたくしは、殿下の隣に立つ者ですもの」
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　抜ぬけるように高い青空のもと、色とりどりの薔ば薇らが美しさを競きそい合あうように咲さき乱みだれる学園の薔薇園えん。花々は柔やわらかく降り注ぐ陽光に煌きらめき、爽さわやかな風にその身を揺ゆらす。

　その鮮あざやかさを目で楽しむだけではない。あたりを満たす甘い香りが、とても心ここ地ちいい。

　蝶ちょうは軽かろやかに舞まい、小鳥は楽しげに唄うたう。レティーツィアの一番のお気に入りとなった癒いやしの空間。

　白いとんがり屋根のメルヘンチックガゼボで、リヒトの専属シェフがその腕うでを振ふるった素す晴ばらしいアフタヌーンティーを前に、芳かぐわしい紅茶を堪たん能のうする。

「あ、そうだ。リヒト殿でん下か。皇こう帝てい陛下から親書が届いてましたけど……」

　リヒトのためにサンドウィッチを取り分けながら、イザークが言う。

　瞬しゅん間かん、リヒトがこれ以上はないというほど嫌いやそうに顔をしかめて、レティーツィアは目をぱちぱちと瞬しばたたかせた。

「え？　リヒト殿下……？」

　そんな顔をするような言葉だっただろうか？

「内容は？　確かく認にんしたんだろう？」

「ざっと斜ななめ読よみしたところ、要するに『今回の件はお前のせいじゃなかろうな？』って感じでしたね」

「そうか。じゃあ、『そのとおりだ。ざまぁみろ』とでも返しておけ」

　皇帝陛下の親書を斜め読みしたイザークにも驚おどろいたが、それに対するリヒトの返答にも啞あ然ぜんとする。陛下をなんだと思っているのか。

　レティーツィアの横で、エリザベートもまたポカーンと口を開ける。

「あ、あの？　リヒト殿下？　今のはいったい……」

　心配になって尋たずねるも、リヒトはフイッとそっぽを向いてしまう。

　代わりにレティーツィアの疑問に答えたのは、イザークだった。

「リヒト殿下、皇帝陛下と絶賛大喧げん嘩か中なんですよ」

「え……？」

「ほら、六聖について報告するために帰国した際、リヒト殿下だけ学園に戻もどってくるのが遅おそかったでしょう？」

「ええ。ほかのみなさまより、かなり遅おくれてのお帰りでしたけど……」

「その原因が、皇帝陛下との大喧嘩です」

「え？　大喧嘩？　陛下と？」

「ええ。実は、陛下が殿下に命じたシュトラールの方針は『六聖を手に入れよ』だったんですよ」

「ええっ!?」

「殿下がそれを拒きょ否ひして、陛下と真っ向から対立しまして。最後はそれこそ、殴なぐり合いの大喧嘩です。めちゃくちゃ見ものでしたよ！」

　イザークがものすごい笑え顔がおで、とんでもないことを言う。

「見ものだったって……」

　レティーツィアは呆あっ気けにとられて、リヒトに視線を戻した。

「噓うそですよね……？」

「危あやうく殺してしまうところだった」

　リヒトが真面目な顔でのたまう。

「じょ、冗じょう談だんですよね？　殿下……」

　オロオロするレティーツィアを尻しり目めに、リヒトは平然とした顔で紅茶に手を伸のばす。

「そして、リヒト殿下が学園に戻られるなり、入いれ替かわるように『六聖が失われた』との報が各国へと伝えられたわけですから、陛下は青ざめますよね。さすがに、タイミングがタイミングですから。リヒト殿下が何かやらかしたのではないかと」

「そ、それで……親書が……」

「リヒト殿下の判断で、もと・六聖の乙女おとめとセルヴァ殿下──あとヴェテルの体てい裁さいを考えて、今のところヴェテル以外の国には詳しょう細さいを秘していますからね」

　そう。マリナがセルヴァを使って起こしたことは、極ごく秘ひ裏りにヴェテル王へ伝えられたが、まだほかの国には伏ふせてある。

　本来、一国の王子が他国の皇子の持ちものに手をつけるなど、あってはならない重罪だ。

　六元素の力を一つずつ司つかさどる世界六国は、ともに歩むべき存在。

　平和を崩くずす争いの火種を作ることは、何よりも重い咎とがなのだ。

　しかし、今回は予言の者──六聖の乙女が現れたことで、世界は混乱していた。

　そのうえで、首しゅ謀ぼう者は六聖の乙女自身。基本的に、セルヴァに拒否権はなかったということを考こう慮りょして、リヒトはヴェテル王にのみ、ことの顚てん末まつを伝えるという判断を下した。

『六聖を手に入れよという方針自体は、間ま違ちがっていないと思います。むしろ、国を預かる身としては当然の判断でしょう。しかし、六聖を手に入れるためならば何をしてもいいわけではない。非道を許して作り上げる国は、はたして民たみを幸せにできるでしょうか』

　すべてを明らかにしたあと、リヒトはヴェテル王にそう語ったのだという。

『先の王が──そして陛下が守り、作り上げてきた国を、汚けがすような真ま似ねを許してはいけない。ですが、彼に選せん択たく肢しがなかったのもまた事実。今回のことは私の胸に秘め、処しょ罰ばつについては陛下にお任せしましょう』

　リヒトの言葉に、ヴェテル王は深く感謝し──そして陳ちん謝しゃしたのだそうだ。

「ですから、我が皇帝陛下におかれては、今ごろ詳細を知りたくてジタバタなさってると思いますよ。もう気が気じゃないんじゃないでしょうか」

「報告には、行かれないのですか？」

　楽しげなイザークにため息をついて、リヒトに尋ねる。

　リヒトの胸に秘めておくと言っても、皇帝陛下への報告は必要だろう。

　ヴェテル王も、シュトラール皇帝に伝わることは承知しているはずだ。

「今、報告に行ったら、親おや父じの前で高笑いしてしまいそうでな」

　リヒトがサンドウィッチに手を伸ばしながら、「今度、気が向いた時にな」などと言う。

「どこまで本気なんですか？　それは、さすがに冗談ですわよね？」

「何がだ？」

　──何がと言われても困るのだけれど。

（もしかして、冗談ではなく本気なの？）

　レティーツィアがポカンとしていると、イザークがたまらないといった様子で拳こぶしを握にぎる。

「今回ほど、リヒト殿下の従者をやっててよかったと思ったことはありませんでしたね！　ああ、面おも白しろかった！　そして、今もめちゃくちゃ楽しいです！」

「……そうか。よかったな」

「これだけ面白いなら、もう二人三人ぐらい六聖が出てきてもいいかなって思いますね。そして、もう二回三回攫さらわれてください。レティーツィアさま」

「……冗談ではなくてよ」

「めったなこと言わないでくださいよ！　イザークさま！　レティーツィアさまのお手に残った縄の傷を見た時は……も、もう私……胸が潰つぶれるかと……！」

　エリザベートが視線を鋭するどくして、「縛しばるなら、傷などつかないように縛りなさいよ！　下手くそっ……！」とギリギリと奥おく歯ばを嚙かみ締しめる。

　エリザベートの怒いかりのポイントも、なんだかズレている。

　あれから──マリナは学園に姿を見せていない。

　王への報告とともに、民へも『六聖のごとき乙女が失われた』という事実は周知された。今のところ、『原因は不明』となっている。

　マリナが『六聖のごとき乙女』であったことは、学園の者しか知らないが、だからこそこの学園に顔を出すことは、彼女にとって耐たえがたいことなのだろう。

（彼女から、すべてを奪うばうつもりはなかったのだけれど）

　自分はただ、リヒトの幸せを守りたかっただけだ。

　マリナにも、設定やシナリオ等に縛られることなく幸せになってほしいと願うことは、傲ごう慢まんだろうか？

「あの、ずっと訊ききたかったんですけど、聖せい剣けんを破は壊かいしたことで、リヒト殿下がお咎めを受けるなんてことはありませんよね？」

　エリザベートが心配そうに言う。

　最初に異変に気づいて、泣きながらサロンに走ってくれたのはエリザベートだ。彼女がいなかったら、レティーツィアはどうなっていたかわからない。

　感謝してもし切れないからこそ、絶対に噓をつきたくなかった。リヒトもそれを許してくれたため、彼女にはレティーツィアからすべてを話していた。

　イザークが「大だい丈じょう夫ぶでしょう」と頷うなずく。

「今のところ、詳細は秘されているのでその心配はありませんけど、すべてを公おおやけにしたところで、リヒト殿下が咎められることはないでしょう。世界六国の王は、みなさま内心では安あん堵どしてらっしゃると思いますよ」

「そうでしょうか」

「ええ。世界の統一──聞こえはいいですが、どのような方法で統一がなされるかなど、一いっ切さいが不明でしたからね。世界六国の王にとっては、ある種自国の滅めつ亡ぼうを突つきつけられたようなものだったでしょう」

　イザークが「現行の国や制度を壊こわすことなく成なし遂とげられる世界統一なんて、それこそ夢物語です。それは国を背負う王こそが、一番よくおわかりのはずです」と言う。

「だからこそ、『六聖を手に入れる』選せん択たくをした王が多かったんですよ。不ふ透とう明めいなことが多過ぎる中で、それが一番国や民にとってリスクが低かったから」

「……！　じゃあ、ほかの国を侵しん略りゃくしたかったわけではなくて……」

「自分の国だけでも守らなくてはならない。その一心だったんだと思いますよ」

　大それた野望を抱いだいた王などいなかった。

　ただ、守るべきものを優先しただけ──。

「それを聞いて、安心しました……」

　心底ホッとした様子で、エリザベートが微ほほ笑えむ。

　リヒトは目もとを優やさしくして、「お前は本当にいいヤツだな。褒ほう美びをとらせよう」と言って、エリザベートの皿にカップケーキをちょんと置いた。

「咎められたって構わんさ。世界を敵に回したら、イザークが喜びそうだ。なぁ？」

「それほど面白いことはないでしょうね。そうなったら、一生ついていきます！」

　リヒトの言葉に、イザークが大きく頷く。

「従者なら、まず世界を敵に回すのを止めるべきではなくて？」

　レティーツィアのため息に、イザークが「え？　僕がそんなことするとお思いですか？　繰くり返かえしますけど、この僕が!?」と言う。思わないからこそ、従者として間違っていると言ったのだけれど。

「……使えるからといって、あまり甘やかしてはいけませんわ、リヒト殿下」

「甘やかしているつもりはないが、今さらあれに常識や良識や倫りん理りやらを説いたところで、時間と労力を無む駄だにするだけだぞ？　そんなもの、イザークには露つゆほども響ひびきはしない」

「それはそうですけれど……」

　それでも、主あるじが大悪党になるのを歓かん迎げいする従者はどうかと思う。

　再度ため息をついたレティーツィアに、リヒトは悪戯いたずらっぽく目を細める。

　そして──手を伸ばして、レティーツィアの髪かみをひとすじ、すくい取った。

「繰り返すが、構わんさ。そんなことは些さ事じだ。なにせ、大悪党になろうと、世界を敵に回そうと、俺は間違いなく幸せになれるからな。そうだろう？　レティーツィア」

　その髪に、甘やかな唇くちびるを押しつけて、リヒトが微笑む。

　レティーツィアを映した金色の双そう眸ぼうが、妖あやしく煌めいて──心臓が跳はねた。
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「お前が絶対に、俺を幸せにしてくれるらしいからな」

「っ……！」

　ずるい、と思う。リヒトはずるい。たったこれだけのことで、レティーツィアを幸せにしてしまうのだから。

　鼓こ動どうが速くなってゆく。レティーツィアは頰ほおを染め、力強く頷いた。

「ええ、もちろんですわ！」

　設定なんて知らない。

　シナリオなんて関係ない。

　乙女ゲームの世界だから──なんて、もう決して考えない。

　主人公とか、攻こう略りゃく対象とか、脇わき役やくの悪役令れい嬢じょうとか、そんなことも二度と気にしない。

　レティーツィアの望みは、今も昔もたった一つ──『推おし』であり『最愛の人』であるリヒトが誰だれよりも幸せになること。

　そのために、できることはすべてやる。努力に努力を重ねて、努力し尽つくす。

『推し』であり『最愛の人』のため、尽くして、尽くして、尽くし尽くす。

　それだけでいい。

　そして、それこそが──レティーツィアの至上の喜び。

　レティーツィアはリヒトをまっすぐに見つめると、晴れやかに笑った。

「嫌だと仰おっしゃっても、わたくしは殿下を誰よりも幸せにしてみせますわ！」





ＥＮＤ
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　ビーズログ文庫、ならびにライトノベルでははじめまして。烏丸からすま紫し明めいと申します。

　このたびは「悪役令れい嬢じょうは『萌もえ』を浴びるほど摂せっ取しゅしたい！」を手に取っていただき、本当にありがとうございます。楽しんでいただけましたでしょうか？




　乙女おとめゲームの悪役令嬢がヒロインを差し置いて攻こう略りゃく対象のイケメンから溺でき愛あいされる──いわゆる悪役令嬢ものが大好きでして、自分でも書きたくて書きたくて、初はつ挑ちょう戦せんしたのがこの作品でした。

　それが、『第５回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト』にて、恋れん愛あい部門の大賞をいただいただけでも信じられないのに、こうして書しょ籍せき化かまでしていただけて……本当に感無量です。

　実は、烏丸自身が『萌え』が『恋愛』と直結しないタイプで、レティーツィアと同じく『推おし』との『夢展開』は大地じ雷らいでございます（笑）。

　そのうえで、ハッピーエンド派と言うか、『絶対に推しを幸せにするマン』でして。

　そんな、『推し』との『夢展開』は大地雷だけど、『絶対に推しを幸せにするマン』なヲタクが、『推し』に望まれちゃったらどうするのか──を描えがいてみたのがこの作品です。

　レティーツィアが結果的に『絶対に（自分が）推しを幸せにするマン』に進化したのは、書いていて本当に面おも白しろかったです。そうくるか、と。

　レティーツィアも作中で言っていたように、乙女ゲーム『六聖のＦＯＲＥＬＳＫＥＴフォレルスケット〜語れないほど幸福な恋こいに堕おちている〜』には続編が存在していますし、レティーツィアの『推し』を幸せにする道のりもはじまったばかりです。

　レティーツィアヲタクのレティーツィアによるレティーツィアのための『推し』を幸せにする物語はまだまだ続きますので、かなりのスローペースではありますがカクヨムで連れん載さい中の続編のほうもチェックしていただければ幸いです。




　それでは少しスペースをいただいて、みなさまに謝意を。

　イラストを描かいてくださった、林はやしマキ先生！　大ファンです！　素す晴ばらしいイラストをありがとうございます！　最高すぎる……。もう死んでもいい……。

　烏丸が作りたい世界を誰だれよりも理解し、細やかな指し摘てきで物語のクオリティをがっつりと底上げしてくださった担当さまには足を向けて寝ねられません。たくさんのアドバイスを、本当にありがとうございます！

　本が出るまで尽じん力りょくしてくださいました編集部のみなさま、デザイナーさま、校こう閲えつさま、営業さま。そして、この本を並べてくださる書店さま、本当にありがとうございます！

　そして、支えてくれる家族と友人にも、心からの感謝を！

　何より、この本を手に取ってくださったみなさまに、最大級の感謝を捧ささげます！




　それではまた、みなさまにお目にかかれることを信じて。





烏丸紫明












※本書は、二〇二〇年にカクヨムで実じっ施しされた「第５回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト　恋愛部門」で大賞を受賞した「悪役令嬢は『萌え』を浴びるほど摂取したい！」を加筆修正したものです。







電子書籍特典　書き下ろし短編

『転生しても抜けられない沼の深さよ……』







　朝の爽さわやかな風に、深しん紅くの髪かみが揺れる。

　レティーツィアはハッとして、スカートを軽く持ち上げてお辞じ儀ぎをした。

「おはようございます。ラシード殿でん下か」

「……ああ、レティーツィア嬢じょう、おはよう」

　いつものように挨拶あいさつをして──内心首を傾かしげる。なんだか元気がないように見えるのだけれど、気のせいだろうか？

　同じことを思ったのだろう。隣にいるリヒトも眉まゆを寄せた。

「なんだ、元気がないように見えるが？　どうした、ラシード」

「ああ、いや……少し疲れが残っていてな……。それだけだ。気にしないでくれ」

　ラシードが取とり繕つくろうように笑って、なんでもないとばかりにヒラヒラと手を振る。

　しかし、その笑顔もどこか虚うつろだ。そのままフラフラと校舎のほうへ歩いてゆく。

「ラシードから元気がなくなることがあるんだな」

　その後ろ姿を見送りつつ、リヒトが妙みょうに感心したように言う。

　それもどうかと思ったけれど、隣の従者はさらに失礼なことを口にする。

「ですね。ラシード殿下は元気だけが取とり柄えなのに……」

　レティーツィアはやれやれと息をついて──それからふと、ラシードの後ろに付き従うアーシムの背中を見つめた。

「でも、ラシード殿下のお元気がないのに、アーシムが静かですね」

「そういえば、そうだな。あの過保護かほごが」

　リヒトも意外に思ったらしい。びっくり眼まなこで二人の後ろ姿を見つめている。

「いつもなら、ラシードが少しため息をついただけでも大騒おおさわぎするのに」

「すでに大騒ぎしたあとなんじゃないですか？」

　興味がないのを隠かくそうともせず、イザークが雑な返事をする。

　レティーツィアは息を吞のみ、両手で口もとを覆おおった。

（ああ、そうか！　その疲労の原因が自分にあるからなのね！）

　ラシードの疲ひ弊へいしている理由が、昨夜アーシムがその溢あふれんばかりの情熱を思うままにぶつけた結果なのだとしたら、そりゃ大騒ぎなどできるはずもない。

「っ……！」








　シーツに縫ぬい留めた腕うでは、思いがけず細い。

　それがまた、アーシムの劣情れつじょうをこれでもかと刺激する。

「放せ……！　アーシム……！」

「っ……殿下っ……！」

　抵抗らしい抵抗もせぬまま、ラシードが顔を背けて小さな声で命じる。

　だが、そんなもので止まるなら、自分はここまで苦しんでなどいない。

　男なのに、従者なのに、主に恋こいをしてしまった。

　忠ちゅう誠心せいしんを恋と勘かん違ちがいしているだけだと、何度も自分に言い聞かせた。

　この邪よこしまな想いを葬ほうむり去ろうと、女性と寝ねてみたことも一度や二度ではない。

　だが、すべては徒労に終わった。

　否定すればするほど、想いは──欲望よくぼうは燃え上がるばかりだった。

「アーシム、退け……！」

「申し訳ありませんっ……！　殿下……」

　謝罪を口にしつつも、もう止められない。

　アーシムはラシードの細い身体に覆い被さり、その首筋に食らいつい……









「……ツィア。レティーツィア！」

　自分を呼ぶ声に、ハッと我われに返る。レティーツィアは慌あわててリヒトを見上げた。

「は、はい？　どうかされまして？」

「……こっちが聞きたい」

　リヒトがあからさまに不ふ機き嫌げんそうにして、ジロリとレティーツィアをにらみつける。

「顔を赤く染めて、ラシードの背中を熱く見つめたりして、どうした」

「……あ……ああ、いえ……その……ラシード殿下のお身体が心配で……」

　妄もう想そうが爆発して、思わず脳内のうないでＢＬ小説を書いちゃってました──とは言えない。

　しどろもどろになって言い訳をしていると、リヒトがさらに不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめて、レティーツィアの身体を引き寄せた。

　そのまま長く美しい指が、レティーツィアの顎あごを持ち上げる。

　登校途中の生徒たちから、「きゃあーっ！」と黄色い歓かん声せいが上がった。

「リ、リヒト殿下……？」

　金色に輝かがやく双そう眸ぼうに至近距きょ離りから覗のぞき込こまれて、頭の中が真っ白に染まる。

（え……？　作画かおがいい……）

　何が起こったのかを理解する前に、そう思う。

　ああ、今日の『推し』も美しい。

「お前が心を砕くだく相手は、俺だ。俺だけでいい。余所見よそみは許さん」

「ッ……！」

『萌もえ』なのか『恋心』なのかは定かではないけれど──とにかく『胸キュン』が一いっ瞬しゅんで致死量を超え、顔が火を噴ふきそうなほど真っ赤になってしまう。

「も、もちろんですわ……」

　光のごとき眼差しに捕らえられて、レティーツィアは視線を逸そらすことすらできずに、ただただ壊こわれた玩具おもちゃのようにカクカクと頭を縦に振った。

「む……昔も、今も、これからも、わ、わたくしが推し……いえ、お慕い申し上げるのは、リヒト殿下……お一人です……」

「──よし」

　レティーツィアの震ふるえる言葉に、リヒトが満足げに笑う。

　その笑みもまた、悔くやしいぐらいかっこよくて──。

　その瞬間、腰こしが砕けて、レティーツィアはリヒトの腕の中に崩くずれ落ちてしまった。




　ああ、今日も『推し』が最高に尊い──！



















悪あく役やく令れい嬢じょうは『萌もえ』を浴あびるほど摂せっ取しゅしたい！




【電でん子し特とく典てん付つき】
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